

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『フェルトちゃん、ゼロから始める王選生活』











　　　　１






　──小さい頃から、何度も何度も見続けている夢がある。




　それは、薄暗い部屋から始まる夢だ。

　月明かりだけが差し込む部屋で、自分は天井を見上げている。天井が高い。寝台に横たわっているというより、もっと小さな箱の中に押し込まれている気分だ。

「──本当に、いいんじゃな？」

　ふと、誰かの声が聞こえた。

　声の方を見ようとしても、自分の体は動かない。夢だから、ではない。これが夢でなかったとしても、このときの自分の体は満足には動かない。

　ただ何となく、それが正しいような、そんな気がしたのだ。

「ああ、いいんだ。兄や妻が知れば、反対されるのは目に見えているのでね」

　最初の声とは別人の、そんな返答も聞こえた。

　どうやら、箱の中にいる自分を挟んで、誰かと誰かが言葉を交わしているらしい。

　声は、聞き覚えがあるようにも、聞き覚えがないようにも聞こえる。

　それを曖昧に感じるのは、もしかすると自分の方の問題なのかもしれない。ただ、声に込められた感情、それははっきりと感じられた。

　聞き覚えのある声には嫌悪が、聞き覚えのない声には親愛が、それぞれこもっている。

　嫌悪も親愛も、どちらも望んで欲しがったわけではないのに。

「お主らには借りがある。それが返せるのなら、引き受けても構わん」

「助かる。世話をかけるね、────」

「儂わしのことなどどうでもよいわ。気に掛ける相手が違うじゃろうが」

「……そうだね」

　冷たくささくれ立った声と、強く感情を律した声音。

　そっと、天井しか見えなかった箱の中、覗のぞき込む誰かの顔と視線が合った。何な故ぜか、その顔は影がかかっていて、黒く潰れてよく見えない。

　ただ、その人が金色の髪と、赤い瞳ひとみの持ち主なのはわかった。

「────」

　その人物が、そっとこちらの体を抱き上げ、箱の中から取り上げる。

　ずいぶんと相手が大きい──否、自分が小さいのだ。まるで、赤ん坊みたいに。そんな自分を軽々と抱えて、声の男が柔らかくこちらを揺する。

「ああ、温かい。それに重くなった。……いつか、この腕じゃ足りないぐらい君が大きくなるときがくるんだろうなぁ」

　こちらを抱き上げたまま、男がそんな風に言った。

　その声が、震えていたように聞こえた。男の腕に抱かれ、彼の心臓の鼓動を感じる。何故か妙に落ち着く、そんな泣きたくなる音。

「……あとのことは、君に託すよ」

　不意に、その音から耳を遠ざけられた。

　男が、抱きしめていた赤子の自分を正面の相手へ引き渡す。それを受け取る相手の掌てのひらは分厚く、大きくて、その印象通りに雑に自分を扱った。

　さっきまでと全然違って居心地が悪い。それは掌が硬いせいばかりではない。

「人間なんぞに手を貸すとは、この儂も落ちぶれたものじゃな」

　自分を掌に乗せたその人物の顔と声が、小さな赤子を嫌悪と軽蔑の眼まな差ざしで見ている。

　赤子心に、それがひどく癇かんに障った。

　嫌だった。泣き喚わめきたかった。だけど、小さな手足は自由にはならなくて。

「────」

　硬い掌に包まれて、声を上げる自由さえ奪われる。そのまま、重々しい足音を立てて男が歩き出した。見慣れた部屋からも、落ち着く男からも、連れ去られる。

　嫌だった。嫌だ、嫌だ、嫌だ。

　お願いだから、一緒にいてほしい。傍そばにいて、離さないでほしい。

　それなのに──、




「──君を愛してる。ずっと、ずっとだ」




　そんな、何の助けにもならない声だけが、男がくれた最後の一声だった。





　　　　２






「……朝、か」

　カーテンの隙間から差し込む朝日に、瞼まぶたを焼かれてゆっくり意識が浮上する。

　全身を包み込む柔らかな寝台の感触に、シーツを抱き寄せながら少女は体を起こした。首丈の金髪を乱暴に掻かき毟むしり、欠伸あくびをしながらぼんやりと首を巡らせる。

　涙目でぼやけた視界に入るのは、この二ヶ月ほどですっかり見慣れた一室だ。

「ったく、相変わらず、鬱陶しいぐれーにでけー部屋だな……」

　誰もが羨む豪勢な部屋で、最高級の寝台から降りる少女が不満げに呟つぶやく。

　毛足の長い絨じゆう毯たんの上、寝起きの少女は白い裸身に下着だけの姿だ。年齢のわりには小柄で、女性的な起伏の足りない肉体──しかし、整った顔立ちと意思の強い瞳ひとみには美貌の片へん鱗りんがあり、魅力が花開いた将来の有望性を感じさせる。

　彼女の名前はフェルト。かつては王都の貧民街で、盗みの腕で生計を立てていた札付きの問題児だった。──ただし、今の彼女の肩書きは大きく違っている。

　その、彼女の環境の劇的な変化、その要因は──、

「──フェルト様、起きていらっしゃいますか？」

　部屋の扉がノックされ、その向こうから聞こえたのはよく通る美声だ。その声音、聞くだけで声の主の心根の清らかさと、その外見の優麗さを期待させる。

　実際、王都ではこの美声の持ち主を見ると、大抵の女性は黄色い声を上げて卒倒する。それなのに、うら若き女性であるフェルトは実に嫌そうに唇を曲げた。

　そして、扉越しに声の相手を睨にらみつけると、

「んーや、起きてねーよ。起きてねーから入ってくんな」

「寝言で会話が成立しているんですか？　だとしたら、それは僕の知らないフェルト様の新たな才能の開花ですね」

「クソうぜー」

　皮肉の通用しない態度に舌打ちすると、ゆっくりと部屋の扉が開かれる。

　そうして姿を見せたのは、品のいいシャツとズボン姿の長身の青年だ。炎を思わせる赤い髪と、蒼そう穹きゆうを呑のみ込こんだ青い瞳が特徴的。それ以上に特徴的なのは、嫌味なぐらいに整った美形で、王都の乙女たちを卒倒させる微笑をフェルトへ向けていた。

　ただし、その微笑も部屋に立ち入り、フェルトの姿を見た途端に失われて、

「フェルト様……自室とはいえ、女性が下着姿で歩き回るのはどうかと」

「ちょうど起きたとこなんだよ。それに、アタシはちゃんと入ってくんなって言ったじゃねーか。聞かなかったのはテメーのくせに、アタシに責任転嫁すんな」

　下着姿のまま腕を組んで、フェルトは堂々と部屋の真ん中で薄い胸を張った。そのフェルトの潔い姿勢に、青年は視線を逸らして眉み間けんに皺しわを寄せる。

　年若い男女のやり取りだが、そこには恥じらいも何もない。フェルトにとって、目の前の青年は男である前にもっと別の存在だ。

　鼻を鳴らし、フェルトは視線を逸らしている青年を下から覗のぞき込むと、

「それとも、騎士の中の騎士様はアタシみてーな貧相な体に興奮する性た質ちなのか？　だとしたら、ますますアタシは身の回りに気を付けなきゃなんねーけど？」

「貧相などと、ご自分を卑下なさらないでください。フェルト様にはフェルト様の魅力があります。それに、騎士が主君のお姿に心を揺らすなんて以もつての外ですよ」

「誰がアタシの幼児体型を慰めろっつったよ！　とっとと出てけ！」

　寝台の上の枕を投げると、青年はそれを軽々と受け止め、恭しく部屋の外へと下がっていく。そのまま廊下へ出ると、青年はゆっくりと腰を折り、

「朝食の準備ができています。婆ばあやも待っておりますので、どうぞ食堂へ」

「わーったわーった、早くいけよ」

「はい、お先に失礼します。──それと、フェルト様」

　虫を払うようにぞんざいに手を振るフェルトに、受け止めた枕を寝台へ見事に投げ落とした青年が微笑ほほえみかける。そして、微笑のまま彼は言った。

「おはようございます」

「……テメーのそういうとこがムカつくってんだよ。とっとといけ、ラインハルト！」

　静かに閉められる扉に阻まれ、フェルトの朝一番の怒声は四散する。

　何となく、やり込められた感に苛いら立だったまま、フェルトは衣装棚から服を引っ張り出してきて、パパっと下着を脱いだ。

　せめてもの抵抗に、ラインハルトの嫌がりそうな服装を選んでやることにして。





　　　　３






　──フェルトがラインハルトを従え、彼の屋敷で厄介になっているのは、様々な出来事と偶然、そしてやむにやまれぬ事情が密接に絡み合った結果だった。

　その全部をひっくるめて、ラインハルトはこれを『運命』などと言っているが、フェルトはその『運命』なる響きが大嫌いだった。

　まるで、物事の流れが最初から全部決まっているみたいな考え方が気に食わない。何より、出会いが最悪なら経過も最悪、そんな複雑な関係にあるフェルトとラインハルト、二人の全部が最初から決まっていたなどと、考えただけでも腹立たしい。

　フェルトにしてみれば、貧乏くじを引くのが決まっていたと言われたも同然だった。

　それが、王都中が羨む騎士の中の騎士、ラインハルト・ヴァン・アストレアの主人の座を射止めた少女、フェルトの素直な感想なのであった。




「おお、フェルト。今朝はずいぶんと早かったんじゃな」

「あ」

　着替えを終えて部屋を出たところで、フェルトはばったりと大きな人影に出くわした。その人物、小柄なフェルトには本当に見上げるほどの大男だ。

　路地で会ったなら死を覚悟する体格差だが、幸い、ここは人気のない路地ではないし、フェルトとその人物とは知らない間柄ではない。

　なんて、そんな気取った言い方が不要なぐらい、親しく長い関係だった。

「ロム爺じい、おはよーさん。アタシもあんまし早起きなんかしたくねーんだけど、この屋敷にいっと、ついつい真人間みてーな時間に起こされちまってさぁ」

　パッと顔を明るくして、フェルトはロム爺と呼んだ人物──禿とく頭とうの、身長二メートル以上を誇る巨きよ躯くの老人の下へ駆け寄った。そのフェルトの表情は柔らかく、ラインハルトを相手にしていたときとは比べ物にならないぐらい可愛かわいらしい。

　年齢相応の可愛げ、それを発揮するフェルトにロム爺は大きく身を震わせた。

「わはは、お前さんが真人間とはそりゃぁいい。なにせ、お前さんは歳としのわりにはチビっこいからの。ちゃんと食事して、規則正しい生活しとれば背丈も伸びるじゃろう」

「ロム爺から見たら、アタシの背が伸びても縮んでも誤差だろ、誤差」

「そんなことないわい。これでも、儂わしはお前さんの成長はよーく見とるからな」

　そう言って、皺しわの深い顔で笑ったロム爺がフェルトの頭をわしわしと撫なでる。

　小さい頃は首がもげるかと思った記憶もあるが、この硬い掌てのひらの感触がフェルトは嫌いではなかった。むしろ好きだ。

　子ども扱いを嫌がった時期もあったが、正直、この瞬間が一番心が落ち着く。

　──ふと、そんなフェルトの脳裏を夢の中の薄暗い部屋が過よぎった。

「────」

「……うん？　フェルト、どうかしたか？」

「ぁー、んと、何でもねーよ。それより、ロム爺の方こそちゃんと寝れたか？」

　胸を衝つく妙な感傷を振り切り、フェルトは笑顔を作ってロム爺に問いかける。その問いを受け、ロム爺は「馬鹿を言え」と自分の禿頭を掌で叩たたいた。

「寝られたかどうかなら寝られたわい。ただし、寝心地がいいとは言えんな」

「そりゃそーだよな。ここでの暮らし、アタシらの常識と違いすぎっから」

「うむ。まぁ、寝心地の悪さはそればかりが原因でもないんじゃが……」

　顎に手を当てて首を傾かしげるロム爺、その仕草を真ま似ねしてフェルトも首を傾げる。と、ロム爺じいが真ま似ねしたフェルトを笑い、今度はこちらの背中を叩たたいて歩くのを促した。

「ほれ、朝飯の支度ができとるそうじゃ。味は期待していいんじゃろう？」

「ああ、婆ばあちゃんの飯はメチャクチャうめーよ。一番は菓子の腕だけどさ」

　自慢げに絶賛するフェルトの話を、ロム爺は頷うなずきながら黙って聞いている。そのまま二人で談笑しつつ、廊下を歩いている最中だ。

「ん？　おー、やってるやってる」

　足を止めて、フェルトは窓の外を覗のぞき込んだ。眼下、ラインハルトの所有する屋敷の庭があり、緑の庭園ではフェルトの見慣れた光景が繰り広げられている。

「……いったい、ありゃ何をやっとるんじゃ」

「曲がった性根は簡単に直らねーってのと、その根性を叩き直されてっとこ」

　隣に並んだロム爺の疑問に、フェルトが窓枠に頬ほお杖づえをついて答える。

　緑の芝生と色とりどりの花が咲いた花園、そんな和やかな雰囲気の庭の芝の上に、仲良く転がされて重なる三人の男たちの姿があった。

　あまり柄のいい風体ではない三人組、目を回した彼らは完全に轟ごう沈ちんしている。

　そして、そんな三人の傍かたわらには芝生を手入れしている老人がいた。涼しい顔をした老人は慣れた手つきで園芸用の一輪車を持ってくると、そこに軽々と三人の男たちを次々と乗せて、そのまま屋敷の勝手口の方へと彼らを連れていく。

　それを見届け、フェルトは尖とがった八重歯を見せながら笑い、
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「上の奴やつを怒らせて居場所がねーってんで、昨日は仕方なくアタシらについてきたけど、一晩経たったら考えが変わって逃げようとしたってところだろ。で、逃げる途中で爺じいちゃんに見つかって叩たたきのめされたってわけだ」

「なるほど。らしい結論といえばらしいが、予想しておったのか？」

「話せばわかるなんて連中なら、いい意味でもわりー意味でもここにゃいねーよ。そんな根性曲がった奴らを連れ歩く方がおもしれーじゃん」

　諦めの悪い連中や、性格の悪い連中がフェルトは嫌いではない。フェルトの過ごしてきた環境は、そうしたひねくれものたちが大勢いる巣窟だった。

　まさに、彼らこそがフェルトの故郷の縮図たる存在である。それが手放しにいいものだなんて、フェルトは口が裂けても言わないが。

「器が大きいというべきか、楽観的というべきか……血かもしれんな」

「うん？　ロム爺、なんか言ったか？」

　頭の後ろで手を組むフェルトが、背後で何か呟つぶやいたロム爺に振り返る。そのフェルトの言葉にロム爺は大きな肩をすくめた。

「いや、腹が減ったと言ったんじゃ。そら、とっとと歩いた歩いた」

「へいへい、りょうかーい」

　促され、フェルトはロム爺を連れて屋敷の中を歩き始める。望んだわけではないが、この二ヶ月ですっかり邸内の生活に慣れ親しんでしまった。

　食堂への道のりなどは、思わず足取りが弾んでしまうぐらいに。

「おっはよーさん」

　朝食への期待を胸に、ロム爺を連れたフェルトが食堂へ到着する。大扉を開けて部屋の中に入ると、長机にはすでに湯気立つ朝食が並べられた状態だった。

　そして、元気よく入室したフェルトに振り返り、一礼する影が二つ。

「はい、フェルト様。おはようございます」

「────」

　フェルトの挨拶に応じたのは、穏やかに微笑する老女と老人だ。二人は屋敷の管理を任されており、その業務にはフェルトやラインハルトの身の回りの世話も含まれる。

　ラインハルトは二人のことを『爺や』『婆ばあや』と呼び親しんでおり、フェルトは単純に『爺ちゃん』『婆ちゃん』と呼んで仲良くしていた。

「────」

　食卓にはすでにラインハルトが着席していて、彼と同じ側の並びには白目を剥むいた三人の若者が座らされている。彼らの体格は大柄、中背、矮わい躯くとわかりやすく、背丈の順番に並んで座らされた状態だった。

　なお、フェルトの定位置はラインハルトの正面であり、今朝はロム爺がその隣へ座る形になる。フェルトはロム爺の椅子を引いてやり、それから自分の席につくと、

「よし、じゃ、飯にすっか」

「──。構いませんが、彼らの説明はしなくてもよろしいんですか？　まず、最初にそのことで驚かれるかと思ったのですが」

　三人組の話題に触れず、食事を始めようとするフェルトにラインハルトが驚く。その彼の言葉に「あー」とフェルトは耳を指で掻かいて、

「庭で爺じいちゃんがそいつら連れてくのが上から見えたかんな。それに、どうせこうなんじゃねーかなって昨日から思ってたし。婆ばあちゃんたちには言っといたろ？」

「ええ。昨夜、フェルト様の方からお話がありましたので」

　椅子の背もたれに寄りかかり、首を傾けたフェルトに婆やが頷うなずく。それから、美しく歳としを取った彼女は隣の夫を横目に含み笑いし、

「お爺さんも、フェルト様に頼られたのが嬉うれしかったんでしょうね。もう年とし甲が斐いもなく張り切ってしまって、明け方から庭で待機していたんですよ」

「────」

　その婆やの証言に、爺やは無言で肩をすくめる。口数の少ない爺やが言葉を発することは稀まれなので、不作法ともいえるその仕草を咎とがめるものはいない。

　そこでふと、婆やが「それにしても」と悪戯いたずらっぽい目でフェルトを見つめた。

「面白いものですね。先日まで、一生懸命屋敷から逃げ出そうとしていたのはフェルト様でしたのに、今度はそのフェルト様が彼らを逃がさないように釘を刺されるなんて」

「おいおい、婆ちゃん、それ言うのかよ」

「ほう、フェルトが逃げ出そうとしていたじゃと？　どういうことじゃ？」

　痛いところを突かれた顔のフェルトの横で、ロム爺が興味深いと目を輝かせる。そのロム爺の反応に、「実は」と話し始めるのはラインハルトだ。

　赤毛の青年は悪気のない様子で、屋敷全体を眺めるように青い瞳ひとみを巡らせ、

「フェルト様とは一つ約束をしていまして。僕や爺やたち、屋敷の人間の目を盗んで抜け出すことができたら、無理やりあとを追うようなことはしないと」

「勝負、というわけか。なるほど、売られたケンカにむきになる姿が目に浮かぶわい。大方、それで毎日毎日やり込められておったんじゃろう」

「み、見てきたみてーに言うなよ……だからロム爺に聞かせたくなかったってのに！」

　したり顔のロム爺の指摘に、フェルトは顔を真っ赤にして頭を抱えた。

　全ては貧民街でラインハルトに捕まり、彼の手でこの屋敷に軟禁されたところから始まった。以来、ラインハルトが言った通りの勝負の約束を彼と交わし、フェルトは日夜、血眼になって逃げる手段を模索していたのだ。

　もちろん、その計画がことごとく失敗した結果、フェルトはこうして屋敷に留とどまった状態でいて、挙句の果てが昨日の出来事だ。

　昨日の出来事はフェルトにとって──否、ルグニカ王国にとっても一大事だった。

「何が王選……王位争奪戦だよ。とんでもねー話に巻き込んでくれやがって」

「正確には争奪戦ではなく、王位選抜戦ですよ。争うのではなく、競い合うんです」

「そこが問題なんじゃねーよ、勘違いしてんな」

　唇を尖とがらせ、フェルトは涼しい顔のラインハルトを睨にらみつけた。

　王選──それこそが親竜王国ルグニカにおける一大事、王国を揺るがす大事変だ。

　遡ること数ヶ月、王城で発生したさる伝染病により、ルグニカ王国で長く続いた王家の一族が次々と倒れ、ついには全員が帰らぬ人となった。

　結果、今の王国の王座は空位となっており、非常に危うい状態に置かれている。一刻も早く、次代の王を選び出さなくてはならない状況だが、そこで何の冗談なのか、次の王座につく候補の一人として、他ならぬフェルトが祭り上げられたのである。

　そのありえない状況へフェルトを担ぎ出したのが、目の前で悪気のない顔をしているラインハルトであり、それこそが彼がフェルトを軟禁した真の目的だったわけだ。

　もちろん、次代の王候補なんてものに無条件でなれるはずもない。ましてや、フェルトは貧民街出身、スリで生計を立てていたような生粋の浮浪児だ。それが、何を間違えば王位を争うような場面に立てる。ラインハルトの正気を疑う方が適切だろう。

　しかし、ラインハルトはそんなフェルトの出自の不明を受け、王城にいた面々に対してとんでもない説を吹ふい聴ちようした。

　彼曰いわく、フェルトは十四年前に誘拐された王族の生き残りだというのだ。

　それは何とも馬鹿馬鹿しい、一考する余地もないような戯たわ言ごととフェルトには聞こえた。だが、王城の関係者は揃そろってその意見を真に受け、真剣に可能性を吟ぎん味みし始めた。その事実も馬鹿らしいと、フェルトは彼らの様子を鼻で笑っていたのだが。

「ロム爺じいのことがあってなし崩し、か」

　王城に忍び込み、フェルトを救出しようとしたロム爺。計画は失敗し、捕らえられたロム爺を解放するため、フェルトは王選への参加を表明するしかなくなった。

　そのことで散々、ロム爺には謝られたが、フェルトはその選択を後悔していない。

　自分の選んだことだ。それを後悔しないことを、フェルトは自分に戒めている。生きることは不条理の連続だ。為なす術すべもなく、理不尽は襲いかかってくるものだった。

　その不都合が多い世界で、自分で選んだことにまで不平不満を並べてどうなる。

　そんな馬鹿げた話はない。それこそがフェルトの結論、彼女の生きる哲学だった。

「だから、アタシが嫌うのは理不尽だけ。つまり、テメーだ、ラインハルト」

「手厳しいですね、フェルト様。僕が理不尽、ですか？」

「まさか自覚がねーとは言わせねーよ。そこまで自分の足下が見えてねー奴やつだったら、アタシは口も利きたくねーかんな」

「手厳しいですね」

　重ねて、フェルトの舌ぜつ鋒ぽうにラインハルトが困り顔でそう呟つぶやく。

　ともあれ、ラインハルトへの不満はともかく、フェルトは自分の選択を悔やんでいない。もちろん、切っ掛けはロム爺だし、あの場に担ぎ出したのはラインハルトだ。

　だが、フェルト以外の四人の候補者──彼女たちの演説や、一堂に会した王国の権力者たちの主張を直接聞いて、フェルトの中に沸々と熱が生まれたのは事実。

　具体的に何ができるかはまだわからない。

　それでも、この熱がフェルトを急せき立てる限り、足は止めないと決めたのだ。

「つっても、色々おかしいとこばっかな気がするけどな、王選」

「何か、王選について疑問がおありなんですか？」

「そりゃ、誰でも妙だと思うだろ。そもそも、アタシの生まれがどーとかって話は横に置いといても、どんな基準で王様候補選んでんだよ」

　学のないフェルトでも、王様になるのに必要な資質が山ほどあるのは想像がつく。

　王族が全滅したとはいえ、それで血の重みが薄れるわけではないだろう。元の王家に近い貴族の血を選んだ上で、優秀な人間が候補に挙がるのが自然な流れだ。

　しかし、フェルトと共に王選の舞台へ上がった候補者たちは、それぞれがそれぞれの特別性を抱えてはいたが、そうした条件を満たしているとは言い難がたかった。

「余よ所その国の商人に、世界一偉そうな高飛車女。あと、ハーフエルフの姉ちゃんな。一人だけ貴族の女がいたけど、そんでアタシだ。遊びじゃねーんだぞ」

「もちろん、それは全員が承知しています。ですが、フェルト様や他の候補者の方々を選んだのは徽き章しようの導き……王国を守る、『神しん龍りゆう』の意思です」

「つまり、龍ってのは女好きか？　アタシを選ぶとかゲテモノ好きもいいとこだな」

　王選候補者は五人、その全員が女性であったことを揶や揄ゆしたフェルトの発言に、ラインハルトはなんと答えていいのかわからない顔になる。

「まあまあ、フェルト様ったらなんてことを仰おつしやるんですか」

　と、口ごもったラインハルトに代わり、そう言って話に割り込んできたのは婆ばあやだ。ここまで黙って聞いていた彼女だが、これは我慢できないと眉まゆを怒らせる。

「なんだよ、婆ちゃん。龍の悪口言われて怒ったのか？」

「いいえ、違います！　私が怒っているのは、フェルト様がご自分を卑下なさったからです。ゲテモノだなんて……こんなに可愛かわいらしいのに、婆やは悲しいですよ」

「ええー、アタシのことでアタシに怒んの……？」

　思わぬ横よこ槍やりにフェルトが唖あ然ぜんとなると、隣のロム爺じいも太い腕を組んで頷うなずく。婆やの横では爺やも深く頷いていて、急激にフェルトの居心地が悪くなった。

「いいか、フェルト。儂わしも、お前さんの見てくれは悪くないと……」

「この話、終わり！　アタシの見た目とかどーでもいいから！　問題はそこじゃねーから！　ほら、元の話！　元の話しろよ、ラインハルト！」

「僕がですか？」

　小っ恥ずかしい話になる気配がして、フェルトはロム爺を遮ってラインハルトへと水を向けた。その勢いに彼は驚き、それから短く息をつくと、

「そう、ですね。王選に対するフェルト様の不安はわかりました。神龍の嗜し好こうは僕にはわかりませんが、王国と神龍との最初の邂かい逅こう──ルグニカ王国と神龍との盟約が交わされた際、龍りゆうと対話したのは巫み女ことされる女性だったと記録されています」

「それで、再び龍との対話が求められる現状、次なる巫女が女の中から選ばれたと。お前さんはそう解釈しとるわけじゃな」

「僕だけではなく、王国の総意と思っていただければ」

「貴族とか騎士って、お偉方連中の意見だろ？　その証拠に、アタシらみてーな貧民街の人間はそんな話聞いちゃいねーぞ」

　王国の総意とやらを免罪符に、勝手を通されるのは下々代表として歓迎しない。そんなフェルトの意見にラインハルトは困り顔を継続したまま、

「フェルト様は、王選には反対ということでしょうか？」

「筋が通らねーことが多いってだけだ。あ、反対ってか不満ならあるぞ。アタシに騎士を選ぶ権利がなかった。そこどーにかなんねーの？」

「フェルト様のご要望は考慮したいのですが、残念ながら他の騎士にフェルト様を任せられるかというと厳しいかなと。失礼ながら、王選の場で騎士や有力者の方々に噛かみついたフェルト様ですから、剣を捧げようと誓えるものはなかなか……」

「わーってるよ。ただの皮肉だっつーの。仕方ねーからお前で我慢しとく」

「はい、僕で我慢してください。この身、この剣、全てフェルト様の御身のために」

「うぜー」

　堅苦しいラインハルトの答えに、フェルトは赤い舌を出した。

　王国におけるラインハルトの評判を思えば、そのフェルトの態度に誰もが唖あ然ぜんとするだろう。だが、この家中にいるものは全員、それこそラインハルト本人さえも、フェルトのその態度を咎とがめるどころか、好意的に見ているのだった。

「まぁ、フェルトが決めたことじゃ。今さら儂わしもなんやかんやと文句をつけるつもりはないが……いささか、陣営としては貧弱な感は否めんな」

　話が一段落したところで、ロム爺じいが自分の禿とく頭とうを撫なでながらそんな風に呟つぶやく。

　これから王選を戦っていくフェルト陣営──その内訳は一番上にフェルトを置いて、彼女の一の騎士にラインハルト。フェルトの家族同然のロム爺と、アストレア家の関係者である管理人夫婦、そして──、

「ここで、いつまでも意識のない三人組とは」

「何にもなくて気分いいじゃねーか。アタシはなんか楽しくなってきた」

「楽しく、ですか？」

　ロム爺とラインハルトが揃そろって、頬ほおを歪ゆがめて笑ったフェルトに驚きの目を向ける。その視線を受け、フェルトは「だってそうだろ？」と八重歯を見せて、

「誰もアタシらに期待しちゃいねーんだ。どう考えても、そっからひっくり返してやった方が見物じゃねーか。これ、アタシたちの強みだぜ」

「────」

　薄い胸をどんと叩たたいて、何とも威勢のいいことをフェルトは嘯うそぶいた。

　そのあまりに前向きな姿勢に、ロム爺じいとラインハルトはとっさに何も言えなかった。なので、代わりに時間を動かしたのは大きく手を叩たたく音。

「さあさ、いつまでもお話していないで食事にしましょう。お腹なかが空すいていると、良い考えも浮かばなくなるものです。お爺さんもそう言っていますよ」

「──っ!?」

　手を叩く婆ばあやの発言に、出しにされた爺やが凝然と目を見開く。

　そんな夫婦のやり取りを見て、フェルトも思わず噴き出した。それからフェルトは首の骨を鳴らし、待ちわびた朝食を取るべくナイフとフォークを掴つかむ。

　一応、やり方はこの二ヶ月で学んでいる。

「フェルト様」

「作法があんだろ？　わかってるっての」

「はい、よろしくお願いします」

　食事一つにも、ラインハルトからの指摘が入るのが何とも煩わしい。

　もしかして、今後は王選のためにありとあらゆることにラインハルトからの指導が入るのだろうか。だとしたら──、

「初めて、自分の選択を後悔するかもしんねーな」

　と、フェルトは苦い気持ちをおいしい朝食で塗り潰し、空腹を満たすのだった。
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　そんな朝食の時間を終えて、一応の自室へ戻ったフェルトはしばらくして、時間を見計らって屋敷の庭へと向かった。

　するとそこには、またしても芝生に転がされている三人組の姿があって。

「お前ら、朝飯食い損ねて昼飯もまだだってのに、そんな焦って目ぇ回んねーの？」

　芝生を踏んで、三人組の傍かたわらに立ったフェルトはその様子に首を傾かしげる。朝とまるで同じ状況、片付けられていないのは朝と違って仕事の邪魔にはならないからか。そして、放置しておいても動けないと、そう爺やに判断されたからでもある。

「う、うるせえ、馬鹿にしやがって……」

　と、フェルトの視線を受け、最初にそんな憎まれ口を叩いたのは目つきの鋭い男だ。

　芝生の上に大の字の男たち、大・中・小の背丈が揃そろった三人の中、中肉中背、一番警戒心の強い顔つきをした人物、その名前は──、

「馬鹿にしちゃいねーよ、ラチンス。むしろちょっと感心した。アタシんときは体が一個しかなかったから、三人でばらけて仕掛けるとかできなかったし」

　もっとも、連携ができても各個撃破されてやられていては世話がない。

「あ、あの爺さん、どうなってやがんだ。掴んだと思ったら目の前から消えてたぞ」

「オイラにゃ、ガストンが一人で飛び跳ねてすっ転んだように見えてたぜ？」

「そんな頭おかしいことするわけねえだろ……」

　力なく言葉を交わすのは、大男のガストンと小男のカンバリーだ。ラチンスと比べると血の気は薄いが、三人で揃そろえばちょうどいい塩あん梅ばいといったところか。

　なんにせよ、彼らの反省会には大いにフェルトも頷うなずける点がある。

「わかるわかる。アタシも爺じいちゃんには散々やられたかんな。でも、勘違いすんなよ。あれで爺ちゃんが一番優しい。婆ばあちゃんとラインハルトの方がよっぽど容赦ねーよ。特にラインハルトの奴やつは最悪な。アイツ、人の心を折りにきやがるから」

「お、おう、そうか……」

　滔とう々とうと苦労話を語り始めるフェルト。アストレア家からの脱走計画ならば、フェルトの方が三人組の十倍以上も先達だ。成功談が一つもないので、結果的に愚痴にしかならないため、それ以上を語ろうとは思わないが。

「……つか、テメエ、オレたちに文句とかねえのかよ」

　ふと、フェルトの顔を見上げながら、芝生に胡坐あぐらを掻かくラチンスが聞いた。

「文句？　アタシが？　なんで？」

「なんでって……オレらは逃げようとしてんだぞ」

　バツの悪い顔をして、正直に話すラチンスにフェルトは苦笑した。

「お前らが逃げようとすんのは予想してたしな。アタシだって、まさか昨日のあんなみじけー話し合いでお前らと打ち解けたなんて思ってねーし」

　三人組の顔をそれぞれ眺めて、フェルトは細い肩をすくめた。

　ラチンスたち三人を陣営に迎え入れる。──それはフェルトが決断した最初の一歩だ。

　昨日、王選参加の意思を表明した王城からの帰路、古巣の盗品蔵へ立ち寄ったフェルトたちは、その盗品蔵の跡地で三人組と遭遇した。彼らはフェルトに刃物を突き付け、金を出せと脅してきたが、本当に相手が悪かった。

　その場にいたラインハルトに一瞬で叩たたき伏せられ、本来なら三人はそのまま衛兵に突き出されていただろう。それを止めて、フェルトは彼らに手を差し伸べたのだ。

　やむにやまれぬ事情があったとか、同情心からの行動だとかではない。ただ、フェルトは彼らを味方につけ、引き連れて歩くのが面白いと思ったのだ。

　王様になるために歩くなら、どうせなら連れていて小気味いい連中を選ぶ。そのために彼らを屋敷へ連れ帰り、改めて事情を打ち明け、協力を約束させたのだが──、

「頭が冷えたら考えだって変わんだろーよ。アタシだって貧民街育ちなんだぜ？　あそこで暮らしてた奴らの性根なんて見え透いてるって」

「あれ？　ひょっとしてオイラたち褒められてなくない？」

「ひょっとしなくても褒められてなんかねえよ。ざけやがって……」

「負けん気がつえーのはいいけど、どうせ逃げようとしたのも考えなしだろ？　そもそもお前ら、昨日の感じだと誰かに追われてるみてーだったじゃんか」

「ぐ……っ！」

　仕事でヘマをやらかして上役の怒りを買った、確かそんな具合の話だったはずだ。

　つまり、フェルトの下から逃げ出したとしても、結局はそのケジメからも逃げ続ける必要があるので、根本的な解決には全くなっていない。

「ど、どうする？」

「どうにかなるとオイラは根拠もなく思ってた」

　やはり、当てはなかったらしい。

　そういう向こう見ずなところも実に貧民街の住人だ。その中でも、ちょっと考えなしがいきすぎている気はするが。

「アタシから言えることは多くねーよ。ただ、条件反射で逃げちまおうってするよりかはここの方がマシだぜ。別に、何でもかんでもアタシの言うこと聞けって言わねーし」

「……だけど、それじゃお前は損するばっかりじゃないか。お前が貧民街育ちだっていうんなら、それこそ見返りもないのに手を貸す理由が思いつかない」

「アタシが手ぇ貸す理由か」

　低い声でこぼして、ガストンがじっとフェルトを見つめる。ラチンスとカンバリーも同じようにフェルトを見ていて、その視線に彼女は頭を掻かいた。

「ガストンの言う通りだ。何にも見返りがねえのに手ぇ貸すなんてありえねえ。そんなんで信用しろなんて言われて、捨て駒扱いされるって思わない奴やつがいるかよ」

「アレ？　でも、昨日は信じてみてもいいかもってラチンス言ってなかったか？」

「ちょっと黙ってろ、カンバリー」

　余計なことを言ったカンバリーがガストンの掌てのひらに顔を掴つかまれる。強制的に黙らされるカンバリーを背後に、ラチンスはなおもフェルトを睨にらんで、

「テメエは何が目的だ？　本当のところ、オレたちに何させてえんだよ」

「……アタシが企たくらんでんのは、昨日話したことが全部だよ」

　疑惑の眼まな差ざしに、フェルトは片目をつむった。

　昨夜、同じような質問をしてきたラチンスたちに、フェルトはやはり同じ答えを返した。真摯に訴えたわけではない。ただ、一緒にやらないかと誘っただけだ。

「ムカつく奴が多いだろ？　だから、連中に吠ほえ面かかせてやろーぜって誘ってんだ。それでお前らが不安なのは……自分の役目がわかんねーからか」

「────」

　その一言に、ラチンスの表情がさっと変わった。それを見て、ガストンとカンバリーがラチンスを案じるような視線を送る。

　おそらく、この三人組で何かを決断することが一番多いのはラチンスだ。ただ、一番揺れやすいのもラチンスで、あとの二人はそれをうまく支えている関係。

　そうして三人でやってきた彼らには、自信がないのだ。

　誘われた経緯は適当で、絶対にお前たちが必要だと求められたわけでもない。ましてや貧民街で燻くすぶっていた日々がある。──彼らには、自分が選ばれる理由がわからない。

　自分たちに誇れるものがないと、誰より自分たちが理解しているから。

「安心しろよ。何していいのかわかってねーのはアタシもおんなじだから」

「あ？」

「言ったじゃねーか。アタシは貧民街育ちで、それがいきなり王様候補ってことにされてんだぞ。これでやる気に満ち溢あふれてて、やることなすこと全部決まってますなんて言ったら化け物じゃねーか。化け物なのはアタシの騎士で、アタシじゃねーの」

　そのラインハルトも、身体能力的には化け物だが、他の面は色々と頼りない。

「だから、お前らにいきなりビシバシ働けとか言えねーし、言わねーよ」

「じゃ、じゃあ、どうしようってんだよ」

「それをこれから考えよーぜって話。色々勉強しなきゃなんねーし、かったるいこと間違いねーけど……何にもない自分ってヤツは捨てられるかもしんねーぜ？」

　八重歯を見せたフェルトの笑みに、ラチンスたちが呆ぼう然ぜんと顔を見合わせた。

　何もない。そんな自分を持て余すのはフェルトも同じだ。だからせいぜい、同じ悩みを抱えたもの同士、あーだこーだと言い合いながら進めればいい。

「……オイラ、お嬢に付き合ってもいいな」

　意外なことに、最初にそう言ったのはカンバリーだった。ガストンに担がれていた彼は芝生の上に降ろされると、フェルトの前で拳を固める。

「難しいことはわかんねえよ。けど、どっちがわかりやすいかはわかった。こっから逃げたってヤバいのはヤバいんだし、だったらさ……」

　カンバリーが振り返り、ラチンスとガストンの二人に頷うなずきかける。

「やっぱ、考え直そうぜ。ラッセルの奴やつに頭下げて許してもらっても、もう絶対に小間使いって立場は変わらねえんだし、な？」

「……まさか、お前に説得されるなんてな。そんなもん、路地でボロ雑巾みたいになってたラチンスを拾ってきたとき以来だぞ」

「うるせえな！」

　苦笑いしたガストンの言葉に、ラチンスが噛かみつくように吠ほえた。しかし、それは二人が肩の力を抜いて、カンバリーに賛同したことの表れでもある。

　天てん秤びんは傾いた。それがどっちに傾いたかは、十分わかった。

「……言っとくけどな、風向きが悪くなったらオレたちはいつでも逃げっからな」

「金目のもんもちょろまかしていくからな！」

「ケツまくって逃げるんならオイラたちより上の奴はいないかんな！」

　それぞれ力強く息巻いて、三人は今度こそ、陣営入りを自ら決断する。

　その三人の答えに頬ほおを緩め、それからフェルトは腕を組んだ。

「言っとくけど、そうやって油断させても爺じいちゃんたちは容赦しねーかんな」

「そ、そんなことしねえ！」「するつもりもねえ！」「ちょっとしかねえ！」

　喋しやべるほどにボロが出る。

　これもまぁ、貧民街育ちのわかりやすい欠点だと笑っておこう。
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「──案外、お前さんも本気でやる気になっておるようじゃな」

「ロム爺じい？」

　庭での三人組との心温まるひと時を経て、自室へ戻ったフェルトは部屋の前でロム爺に出迎えられた。

　強こわ面もてに好こう々こう爺やの表情を浮かべたロム爺に、フェルトは「見てたのか」と鼻の頭を掻かく。

「どーせ今さら逃げらんねーんだ。で、やるって決めたら負けたくねーよ。ロム爺だって、アタシを負け犬に育てた覚えはねーだろ？」

「儂わしは世間の荒波に揉もまれてもへこたれんように育てたつもりじゃが、その点、お前さんは儂が思っていたより優等生だったのかもしれんな」

「へっ、優等生扱いなんて勘弁してくれよ。柄じゃねーんだ」

　悪戯いたずらっぽく笑って、フェルトはロム爺の言葉に首を横に振る。そんなフェルトの反応にロム爺は瞳ひとみを細め、何やら感慨深げな顔つきをしていた。

　その表情に不思議と寂せき寥りよう感を覚え、フェルトは表情を引き締めた。そして、ロム爺に今さらながら、聞かなくてはならないことを聞く。

「そのさ……昨日とか、慌ただしかったせいであんまりちゃんと話せなかっただろ？　だけどさ、その、聞きたいことがあって」

「なんじゃ、らしくない。まるで普通の小娘のような態度じゃぞ」

「──。だよな。らしくねーよな。わかった。じゃあ、はっきり言うよ」

　躊躇ためらいをロム爺につつかれて、フェルトは深呼吸して、真まっ直すぐ相手を見た。

　そして、王城で堂々と宣言したことを、ここでまた宣言する。

「──アタシは王選に参加する。ラインハルトの思い通りになるのはムカつくけど、ラチンスたちとも話はつけた。やってやるって大勢の前で大口も叩たたいちまったしな。でも、それだけじゃまだ足りねーんだ」

「ふむ、足りないとな」

「ホントはさ、これはアタシのわがままなんだし、付き合わせるつもりはなかったんだよ。でも、ロム爺がいねーと心配だし、やってける自身もねーの。だからさ」

「────」

「手、貸してほしいんだ。アタシの、たった一人の家族には一緒にいてほしい」

　フェルトにとって、掛け値なしに信用できる相手は目の前の老人ただ一人だ。

　物心がついた頃から、貧民街の過酷な環境で育ったフェルト。その傍そばにはいつもロム爺の姿があった。生き方を教わり、立ち回りを学び、人生をもらった。

　成長して、一緒に暮らさなくなってからも、心の距離が離れたとは思っていない。そして、それを今も強く、強く感じている。

「……お前さんは、自分の生まれのことをどう思っておる？」

「────」

「城で、『剣聖』の若造が言っておったろう。お前は国で一番ちゃんとした家の娘で、そこから誘拐された赤子だったのかもしれんと。家族がいたとな。それを……」

「アタシの家族は、ロム爺じい一人だけだ！」

　ロム爺のしわがれた声を遮り、フェルトはそう声を高くしていた。

「────」

　そのフェルトの返答に、ロム爺は顔を強こわ張ばらせて立ち尽くす。彼の高いところにある顔を見つめて、フェルトは唇を噛かみ、それから訴えた。

「実際、どうなのかなんて知らねーよ。興味もねー。アタシの家族は、アタシがガキの頃から一緒にいてくれたロム爺だけだ。もういない、最初からいなかった奴やつらのことなんか何とも思ってねー」

　強がりでも虚勢でもない、それがフェルトの偽らざる本音だった。

　自分がどこで生まれたか、誰と血が繋つながっているのか、周囲がやたらと騒ぎ立てた情報が、フェルトにとっては全てどうでもいい些さ末まつ事だ。

　フェルトにとって大事なのは、一緒にいてくれた人のこと、それだけ。

　だから、その人にこれからも一緒にいてもらいたい、それだけなのだ。

「……まったく、本当にらしくないもんじゃな」

　ふっと、フェルトの視線を一身に浴びていたロム爺が相好を崩した。老人は毒気を抜かれた顔で息を吐くと、自分の禿とく頭とうをゆっくりと撫なでて、

「少し前までのお前さんなら、わざわざそんな断り入れようとせんかったろうに。勝手に儂わしを巻き込んで、それでしれっと舌を出しておったはずじゃ。盗品蔵が吹っ飛んだ日のこと、儂は今でも忘れておらんからな」

「う……いや、あんときはアタシもうまい話に飛びついて悪かったよ……」

「そうじゃな。せめて、前もって儂に相談しておったら、あそこまで馬鹿げた話にはならんかったじゃろうに。じゃから」

　肩を落として反省するフェルト、そのいじけた少女の頭を大きな掌てのひらが撫でた。

　そして、驚くフェルトにロム爺は腰を屈かがめて、

「傍そばで見ておらんと、儂の孫娘はまだまだ手がかかる。おちおち隠居もできんわい」

「ロム爺……！」

　笑ったロム爺の言葉に、フェルトの顔に光が差した。直前の不安と緊張はどこへやら、その現金な反応にロム爺はやれやれと肩をすくめる。

　と、自分の極端な反応が恥ずかしくなったのか、フェルトは頬ほおを赤らめると、頭の上に乗ったロム爺の掌からそっと逃れて、

「よ、よし、決まりだな。これでアタシも、ロム爺が知らねーうちに干からびて死んでるなんて状況と出くわさなくて済むし、万々歳ってヤツだよ」

「うむうむ、わかったわかった。どのみち、お前さんを置いて貧民街に戻るつもりなんて毛頭なかったわい。せいぜい、孫娘にたかって贅沢な老後を過ごさせてもらうとするか」

「隠居はしねーんだろ？　しばらくはアタシと一緒にあくせく働いてもらうぜ？」

　少なくとも三年、王選の決着にかかるのがそれだけの時間だ。それを見越したフェルトの要求に、ロム爺じいは「わかったわい」と大きく顎を引いた。

　それを見て、フェルトは内心で大きく安あん堵どの息をついた。

　正直、断られるとは思っていなかったものの、断られたらどうしようという不安だけはあったのだ。他の誰が敵に回ったとしても戦ってみせるが、できればロム爺にはフェルトの背中を見守っていてもらいたい。

「そーだ。急な話ばっかでわりーんだけど、ラインハルトの話だと、明日には王都を離れるつもりらしいんだよ。なんか、東の方のアイツの実家にいくんだと」

「アストレア家の領地じゃな。王選を戦っていくなら、まずは陣営の地盤固めをするところから始めねばならん。正しい判断じゃろうよ」

　顎に手をやり、ロム爺が呟つぶやくのを聞いてフェルトは目を丸くした。

　ロム爺の解釈は、ラインハルトがフェルトに語った内容そのままだった。説明するまでもなくそれがわかっているロム爺、そのことにフェルトは頬ほおを掻かく。

「なんか、アタシより王選ってもんのことわかってねーか、ロム爺？」

「馬鹿を言え。儂わしがお前さんの何倍長く生きとると思っておるんじゃ。このぐらい、ちょっと考えればすぐわかることじゃ」

「そーなのか？　けど、すげー頼りになる感じがした。さすが、アタシのロム爺だ」

　ロム爺に陣営に残ってほしい理由は安心感が最優先だったが、それ以上の働きをロム爺が見せてくれる気配にフェルトは頼もしさを覚える。

「ってわけで、王都を離れることになるんだけど、そこんとこ大丈夫か？」

「元々、儂の持ち物なんてこの身一つで済んどるからな。盗品蔵が吹っ飛んだ時点で何にもありゃせん。心の準備ならできとるよ」

「そっか、それならいいんだけど……もしかして、先に誰かに話聞いてた？」

「王都を離れるとだけ、な。なかなか、見上げた忠誠心を捧げられておるもんじゃな」

「あのヤローか……」

　揶や揄ゆするロム爺の物言いに、フェルトの脳裏をラインハルトの顔が過よぎった。

　先回りしたのは気遣いのつもりか、それを考えるフェルトの唇は盛大に曲がったが。

「お前さんは気に入らんかもしれんが、騎士としてあやつ以上の傑物はおらん。長い付き合いになるじゃろうて、うまくやっていく方法を見つけることじゃな」

「いつもロム爺を間に挟んで会話するとか？」

「どうしてそこまで露骨に嫌っておるのやら……」

　最大の理由は、ロム爺との再会を妨げる最大の障害がラインハルトだったから、日々彼への敵てき愾がい心しんを育ててしまったためとしか言いようがない。

　他にも、理由がないわけではないが──、

「まぁ、ロム爺じいの話だからちゃんと考えとく。……アタシは部屋戻るけど、ロム爺はどーする？　アタシんとこいる？」

　ずっと廊下で話しているのもなんだと、フェルトはロム爺の背後の扉を指差す。

「読んどけって言われた本が山ほどあんだよ。だから、話し相手してくれてるとすげー助かるんだけど……」

「いんや、勉強の邪魔をする気はないわい。儂わしもせいぜい、お偉いさんを補佐するじじいとしての気構えでも先人に習ってくるとするわ」

「あー、爺ちゃんと婆ばあちゃんか。そーだな、ロム爺も友達いねーんだし、この機会に仲良くなっておけよ。爺ちゃん喋しやべらねーから、婆ちゃんと一緒にな」

　それだけ言って、フェルトはロム爺と別れて部屋の中へ。

　私室の机にはどっさりと、ラインハルトが選んだ『為政者として』学ぶべき教材の本が山と積まれているのが見えた。

「アイツ、ホントに容赦しねーヤツだな……」

　その様子にげんなりとため息をついて、フェルトは首の骨を鳴らして机に向かった。

　逃げないと決めた以上、これもまた、必要な一歩なのだと自分に言い聞かせて。
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　部屋に入るフェルトの背中を見送って、ロム爺は大きなため息をついた。

　図らずも、それは室内のフェルトが本の山を見てため息をついたのと同時だったが、そのことは部屋の内外にいる二人にはわからない。

　その上、その嘆息に込められた感情は二人の間で大きく異なっていた。

　宿題に挑む決意を固めたフェルトと、悔恨と迷いを孕はらんだロム爺のため息とでは。

「──ずいぶんと、フェルト様に慕われておいでのようですね」

「────」

　フェルトの部屋を離れ、ここからどうすべきかと踏み出したところだった。

　背後からかけられた声に振り向けば、廊下の突き当たりから静々とこちらへやってくる人影が見える。背筋を伸ばした白髪の老女──婆ちゃんと、フェルトが慕う女性だ。

　温和な態度と優しい心遣いを欠かさぬ人柄の人物だが、今、ロム爺の眼前を歩くのはそんな和やかな印象とは一線を画した一人の剣士だった。

　事実、彼女は何も手にしていないのに、鋭い剣気がこちらの全身へ突き刺さる。

「これはご挨拶じゃな。食後の礼は言い忘れなかったと思ったが？」

「よくもまあ口が回りますね。相変わらず、その口先でフェルト様の信頼を勝ち取ったのですか？　だとしたら、唾棄すべき性根は変わらないようですね」

「辛辣な言われようじゃな。ずいぶん知ったような口をきいてくれるが、お前さんと儂わしに面識があったかな？　いったい、何の話をしておるのやら……」

　ロム爺じいが首をひねると、女性の瞳ひとみが細められる。ただでさえ剣の鋭さだった眼光がより鋭利さを増し、今や抜き身の刃やいばを隠さぬ戦意へ切り替わろうとしていた。

　存外、気の短い相手だとロム爺は一歩、後ろへ足を下げた。が、その一歩を踏んだ途端、自分の背後に別の人間が立っていることに気付く。

　あるいはそれは、目の前の老女以上の剣けん呑のんさを纏まとった人物で──、

「────」

「無口なだけでなく、気配も消すとはな。物騒な使用人たちがいたもんじゃ。あの若造一人で戦力的には十分じゃろうに」

「若様を侮辱するのはやめなさい。次はありませんよ」

　背後に立ったのは無口な庭師、正面には剣のような老女、前後を挟まれてロム爺は微かすかに頬ほおを硬くしつつ、二人の出方を窺うかがった。

　迂う闊かつに動けば、老女よりも庭師の方が厄介だ。

「お前さん、ずいぶんと怒りっぽいな。そっちの方が地じゃろう？」

「……つまを、おこら、せるな」

　低く、しゃがれた声が老女に話しかけたロム爺を牽けん制せいする。その潰れた声色から、庭師は喋しやべらないのではなく、喋れないのだと判断できた。

　ふと、口のきけないアストレアの関係者と考え、古い記憶が呼び覚まされる。

　ロム爺と、アストレア家とは古い因縁があった。その中に──、

「──そうか。どこぞで会ったかと思ったが、お主らはそういう繋つながりか」

　納得したロム爺の呟つぶやきが漏れて、それを聞いた老女の表情が険しくなる。やはり、感情的になるのは夫ではなく妻の方だ。

「そこは変わっておらぬようじゃな、キャロル・レメンディス」

「──っ！　私の名前をどこで……」

「当時の関係者、特に王国の連中のほとんどはここに入っておる」

　とんとんと、指で自分の頭を叩たたいたロム爺に老女が息を呑のんだ。その反応を見ながら、ロム爺は窓の外、庭の方を眺める。

「大方、あのチンピラ三人を捕まえたのはついでじゃろう。寝ずの番で見張っていた本命は儂の方だったというわけじゃな」

「そうされる心当たりは、痛いほどあるでしょう」

「あの若造にも、儂の素性は知れておったようじゃからな。『剣けん鬼き』め……思った通り、嫌な家柄を築いておるわ。忌々しい」

　平手で禿とく頭とうを撫なでながら、ロム爺の表情が憎々しげな皺しわを刻んだ。それは、フェルトには──少なくとも、物心ついてから彼女には見せたことのない表情だ。

　盗品蔵が吹き飛んだ日から、あらゆることにケチがついて回る。いっそ忘れたいと思っていた過去が、捨てたものを拾い集めていっぺんに押し寄せてきたような気分だ。

　フェルトに訪れた転機も、アストレア家との関係も、この二人との因縁も、全て。

「過去は過去、そして戦争は戦争。あの結果以外、儂わしから言えることは何もない」

「他でもないあなたがそれを語るのですか。あなたの言葉を、誰が信じると」

「儂はロム爺じい、貧民街で盗品を売り買いして小金を稼いでいた小悪党よ。それ以上でも以下でもない。あの子を……フェルトを利用しようなどと、思っておらん」

　ゆっくりと、老人は首を横に振る。目をつむれば、幼子との思い出が蘇った。

　掌てのひらに乗るほど小さな頃から、その成長を見守り続けてきた少女だ。

　──かつての憎悪も、執念も、全ては少女との日々に洗い流されてしまって。

「──ちか、えるのか」

　ロム爺の瞳ひとみを見て、老女は追及の言葉を躊躇ためらった。その代わりに問いかけたのが、射抜くような眼光を保った掠かすれ声の主。

　──かつて、『剣けん鬼き』の傍かたわらに常にあった、盾を持つ戦士の姿がそれと重なる。

「誓えるか、じゃと？　勘違いしておるようじゃな」

「────」

「とっくの昔に誓っておるわい。儂の人生は、あの子に救われたんじゃからな」

　それだけ言って、ロム爺はあえて夫の方へと振り返り、足を進めた。隣を横切る際、庭師は止めない。老女も、背中に隠した剣で背後から斬りかかりはしなかった。
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　仮にそうされても、二人を責められはしない。それは己の不徳が為なした罪だ。

　だが、もしも猶予が与えられるのであれば、全力を尽くそう。

　かつて、敵も同胞も多くを不幸にした自分を、たった一人の孫娘のために費やそう。




　ロム爺じいのその覚悟は、何事もなく廊下を曲がったそのとき、確かな誓いとなった。
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「げ……」

　夜半、廊下の角を曲がったところでフェルトは露骨に顔をしかめた。

　この屋敷で彼女がそんな反応を見せる相手、それは他でもなく一人しかいない。そしてその人物は、フェルトの露骨な反応を見て苦笑した。

「フェルト様、出会いがしらに『げ』というのはいかがなものでしょう」

「いかがもクソもねーよ。なんだ、お前、どっか出かけてたんじゃねーのかよ？」

　小言の気配に唇を尖とがらせ、フェルトは目の前のラインハルトにそう言った。

　自室で大量の教材に頭を悩ませたあとの夕食、その席にラインハルトは不在だった。婆ばあやの話によると帰りは遅くなるかもしれない、とのことだったが。

「夕食をご一緒できず、申し訳ありません。明日以降の予定を城に報告する必要があったのと、一つ私用があったんです。何か問題はありませんでしたか？」

「ようやく開き直った三馬鹿がメチャクチャ飯食ったぐらいだよ」

　陣営入りを決断したラチンスたちの、遠慮のない健けん啖たんぶりは見物だった。正直、フェルトは婆やが不快に思わないか不安だったのだが、若者が自分の料理を喜んで食べてくれるのが嬉うれしかったらしく、婆やは終始上機嫌だったのでホッとしたほどだ。

　ともあれ──、

「今戻ったとこか？　晩飯残ってんのかな、婆ちゃんに聞いてみねーと」

「ご配慮ありがとうございます。フェルト様は……湯浴みを終えたところでしたか？」

　しっとりと髪を湿らせ、頬ほおを上気させたフェルトの様子にラインハルトが目め敏ざとく気付く。湯上がりの火照った肌を手で煽あおぎながら、フェルトは「おー」と頷うなずいた。

「今日でこの屋敷の風呂ともお別れだかんな。容赦なく出された宿題で気力削られてたってのもあるし、別れ惜しんでた」

「なるほど。ああ、お休みになられる前に髪を乾かすのを忘れないでください。濡れたままでは癖がつきますし、せっかくの綺き麗れいな髪がもったいないですから」

「でかくていらねーお世話だよ」

　つれなくフェルトが舌を出すと、ラインハルトの苦笑が深まった。そのまますれ違い、「では」と部屋に戻ろうとするラインハルト、その背中にフェルトは目を細めた。

　何となく、普段の彼と違和感があるような気がして。

「おい、ラインハルト。お前、ひょっとしてなんかへこんでねーか？」

「────」

　自分を呼び止めたフェルトに、ラインハルトの目がわずかに見開かれる。驚いた彼の反応を見て、フェルトもまた少しばかり呆あつ気けに取られた。

　彼が驚いたり、感心した素振りを見せることは珍しくはない。ただ、どんな反応であっても、彼の態度には一定の余裕やゆとりがあった。

　その余裕が、フェルトがラインハルトを嫌がる理由の一つだった。まるで、自分が同じ舞台に立っていないような、そんな隔たりを感じさせる態度だったから。

　それが今、彼の顔にはその壁のようなものが取り払われているように見えて。

　それはきっと、本当の意味でラインハルトにとって予想外の一撃だったからだろう。

「何な故ぜ、そう思われたんですか？」

「んえ？　あー、別に大したこっちゃねーけど。いつものお前なら、どっかいって帰ってこよーもんなら聞いてもねーのにぺちゃくちゃ話すじゃねーか。だってのに今日は何にも話そうとしねーし、話もすぐに切り上げようとしたしな」

「……驚きました。フェルト様は僕を嫌っていらっしゃるとばかり」

「気付いたからって嫌ってねーってことにはなんねーかんな。そもそも、アタシは毎日毎日お前を出し抜いてやろーって血眼になってたんだぜ。むしろ、お前に隙ができねーかってじっくり観察してたってんだよ」

　妙な勘違いをされてはたまらないと、フェルトは強い口調で疑惑を否定する。すると、ラインハルトは珍しく「わかっています」と微苦笑を浮かべた。

　そして、

「フェルト様、このあと何もご予定はありませんよね？」

「……んや。アタシには明日に備えて早く寝るって予定が」

「少し、僕の部屋で話しませんか？　フェルト様に聞いていただきたい話が」

「聞けよ」

　勝手に話を進めるラインハルトに抗議するが、彼はそれに返事をしない。そのまま歩き始めるラインハルトは、自室でフェルトを迎える気満々のようだ。

「────」

　知ったことではない、とこのまま部屋に戻ってもいい。むしろ、そうするのがこれまでのフェルトのラインハルトへの態度だ。が、昼にロム爺じいに諭された一件もある。

　付き合いは長くなる。うまく付き合う方法を見つけておけと。

「……ったく、仕方ねーな」

　湯上がりで温まった肩をすくめて、フェルトはラインハルトの後ろに続く。彼の私室は廊下の突き当たりで、ちょうどフェルトの部屋とは屋敷の反対側だ。

「こちらになります」

「ふーん」

　ラインハルトの開けた扉を潜くぐって、フェルトは初めて彼の部屋に足を踏み入れた。

　きょろきょろと部屋の中を見回せば、出迎えられたのは面白みのない一室だった。

　間取りはフェルトの部屋と同じで、家具の配置も似たようなものだ。寝台もフェルトのものと同じ型で、部屋の隅には年季の入った文机が置かれている。机の隣の本棚にはいかにもお堅い印象の本で埋まっていて、壁には特色のない絵画が飾られていた。

　整頓と清掃が行き届いていて、いかにも典型的な優等生の部屋といった雰囲気だ。

「物珍しさはないと思われますが」

「そーだな、面白くも何ともねーや」

「手厳しい」

　応じるラインハルトの苦笑は、いつの間にか普段の余裕を取り戻している。別に構わないのだが、誘いに乗ったのに壁を作られるのは面白くない。

　そんな調子で視線を巡らせ、フェルトは壁の一点に目を向けた。そこだけ、優等生の部屋とは微妙に異なる印象がある。

　それは、壁に掛けられた一振りの剣だった。あまり大きくない、小振りな剣だ。装飾は凝っているが、さほど実践的とは思えない代物。──フェルトの目からすると、それなりに値が張りそうだという印象が最初にくるが。

「その剣は？　お前がいつも持ち歩いてるヤツと全然違うよな？」

「ああ、そうですね。『龍りゆう剣けん』と違って、それは銘のない、ただの一振りですから」

　そう言って、ラインハルトは今も自分の腰に下げた白い鞘さやの剣の柄つかを撫なでる。常に持ち歩くその剣は、かつて『魔女』を斬ったなんて逸話のあるらしい一本だ。

　それと比べれば、それこそ名だたる名剣の数々が格落ちするだろうが──、

「──まだ僕が幼い頃、父が僕のために用意してくれた剣なんですよ」

「へえ」

　ラインハルトの言葉を聞いて、フェルトは手入れの行き届いた剣に目を細める。

　ラインハルトの父親とは、まさに昨日の王城でちらとだけ顔を合わせた。王選の場に居合わせたわけではなく、その前に控室を訪ねてきたのだ。

　正直、好感の持てる人物ではなかった。有体に言って、軽蔑すべき人柄の男だ。

　だから、そんな男からの贈り物を壁に飾るラインハルトの感覚を、フェルトは良くも悪くも言ってやることはできないと思った。

「それにしても、本もよくわかんねーのばっか読んでやがんな」

　そこで話題を変え、フェルトは本棚から数冊の本を抜くと、勧められてもいない寝台の上に寝そべってページをめくった。本はどれも歴史書か学術書だ。

　そんなフェルトの様子に、ラインハルトは自分の額ひたいに手をやった。

「淑女にあるまじき振る舞いですよ、フェルト様」

「本物の淑女だって、屋敷の中で風呂上がりでまで人目なんか気にしてねーって」

「そんなことありませんよ。フェルト様にも、そうお考えになっていただかなければ」

「その、そんなことありませんはどこで見知った話だよ。そんなことまで、こういうご大層な本に書いてあんのか？　どうも信用なんねーな」

　敷布を乱しながら体を起こすフェルトに、ラインハルトが口を噤つぐんだ。根拠がないと責めたことと、本の信しん憑ぴよう性せいに触れたことのどっちが刺さったのかは不明だが。

「背表紙からして、棚に入ってる本はこんなのばっかか。お前、せっかくならもっと面白い本を用意しとけよ。楽しみ方知んねーのか？」

「本は知識を得るためのものですよ。フェルト様が読み書きを学ばれたのも……」

「アタシはロム爺じいに役立つって叩たたき込まれただけだし。実際、看板とか手紙が読めるようになったのは収穫だったぜ。仕事して報酬誤ご魔ま化かされねーように、数字の計算も教わってたしな。けど、そりゃ生きるために必要だったからだ」

「────」

「お前は別に、生きるために切羽詰まる必要なんかなかっただろ。だから、なんかお前の考えは気持ちわりーんだよ。合ってるけど、合ってるだけ。棚に入ってる本だって、お前が欲しがったわけじゃねーだろ」

　ラインハルトが黙り込む。反論がないのは言葉が見つからないからか、それとも胸の内ではフェルトへの悪罵雑言が渦巻いているのだろうか。

　それならいい。むしろ、小娘に言いたい放題にされて怒り狂っている方が正常だ。

　部屋の雰囲気に表れていない、ラインハルトの色がそこに表れるのなら。

「……すぐに言葉が出てきません。いずれ、ちゃんとした答えをお返しします」

「──。そーかよ。なら、それでもいーや」

　聞こえのいい言葉で誤魔化さないなら、それも十分に収穫だった。

　それから、フェルトが寝台の上で胡坐あぐらを掻かくと、ラインハルトは机から椅子を引っ張ってきて正面に腰を下ろした。

「で？　アタシに何の話があんだって？」

「まずはご報告を。本日、王城で正式な辞令が下りました。これから王選の決着までの三年間、僕の所属は近衛このえ騎士団からフェルト様付きの騎士という形になります。その後のことは王選の経過次第ですが、どうぞよろしくお願いします。まだ未熟な身ですが……」

「そーいう堅苦しいのはやめろって。そうなるって話は昨日も、あの決闘のあととかに耳が痒かゆくなるぐれー聞いてんだからよ」

　本来、ラインハルトは王国の近衛騎士団の所属であり、原則的にその職務から外れることは許可されていない。ただし、今回の王選に参加する候補者の騎士となったもののみ、特例として三年間の自由身分──すなわち、一の騎士としての役割を与えられる。

　それに付随する細かいやり取りには興味がない、とフェルトはバッサリ。しかし、ラインハルトの表情が今の応答の合間に微かすかに曇った。

　表情の変化は王城の話題、王選の話題、昨日のことを思い返せば──、

「ひょっとして、お前がへっこんでんのって昨日の決闘と関係あんのか？」

「ない、とは言えません。いえ……関係あります」

　一度は誤ご魔ま化かしかけて、ラインハルトはすぐにそれを諦めた。

　決闘──フェルトが口にしたそれは、王選での候補者たちの所信表明、その裏側で起きていた一悶もん着ちやくのことだ。

　端的に言えば、候補者の騎士同士がぶつかったという話なのだが、そうなった経緯と激突した二人の立場がややこしかったのだ。

　特に、ボロ負けした方の騎士とはフェルトも知らない間柄ではない。

「どっちもお前の知り合いなんだろ？　アタシはあの兄ちゃんしか知らねーけど」

「ユリウスは騒動の責任を取り、団長から謹慎を命じられています。幸い、彼は無傷で済みましたが……不名誉な行いだったと、自分を戒めていると思います」

「ふーん」

　名前の挙がった騎士は、一見して騎士らしい騎士という印象の人物だった。

　一応、『騎士の中の騎士』なんて評判はラインハルトのものらしいが、フェルトの印象ではあちらの騎士の方がよほどそれらしく思える。

　振る舞いや言動の問題だろうか。──フェルトも、あまり好ましくは思えない。

　ただ、不名誉な行いを反省していると、そんな風に捉えるラインハルトの判断にも何となく賛同はできなかった。あの騎士は、別に後悔はしていないのではないか。

「そして、フェルト様とも共通の友人であるスバルですが、彼は今は候補者であるクルシュ・カルステン公爵のお屋敷に。その滞在の理由まではわかりかねますが」

「あの兄ちゃんがアタシとお前のお友達かどうかは別として、なんでそんなことになってやがんだ？　あの兄ちゃんのケンカって、ハーフエルフの姉ちゃんのためだろ？」

　正確には、そう思っていたい自分の独りよがりのために、だとは思うが。

　とはいえ、色々と複雑な立場になってしまったが、スバルはフェルトにとって限りなく恩人に近い何かだ。『腸はらわた狩がり』の一件、彼がいなければ危うかったのは事実である。

　そんな関係値であっても、擁護し切れないのが昨日の練兵場の一件だったが。

　と、そこまで考えて、ふとフェルトは嫌な可能性に思い当たった。

「もしかして、お前、あの兄ちゃんを慰めにいったりしてねーだろーな？」

「いえ、その通りです。おそらく、肉体的にも精神的にも追い詰められていると……」

「うーわ、やっぱやってたよ！　そんなの、傷抉えぐるだけってわかりそーなもんだろ……」

　わかっていない顔のラインハルトに、フェルトは初めてスバルに同情した。それで、戻ったラインハルトの浮かない顔の理由も見当がつくというものだ。

「さすがのアタシも兄ちゃんに同情するぜ……。どうせ、門前払いでも食らったろ？」

「門前払いまではされませんでしたよ。ただ、あまり快い別れにはなりませんでした。しばらく会えなくなることを思うと、残念な結果です」

　気落ちした様子のラインハルトに、フェルトはまたしても面食らう。友人との不仲が堪こたえるなんて、まるで人間みたいな反応をするものだから。

「友達とケンカ別れしてへっこむとか、お前にも人間らしいとこあんだな。あの兄ちゃんとは長い付き合いだったりすんの？」

「いえ、スバルとの出会いはフェルト様との出会いと同じ日です。昨日、王選の場で再会したのもあの日以来のことでしたよ」

「はぁ!?　じゃあ、付き合いぺらっぺらに薄いじゃねーか！」

「相手を尊敬するのに、付き合いの長さは関係ありませんよ。スバルは僕にはないものを持っていて、それは間違いなく尊敬に値する。好ましいと感じる相手を友人と認めるのは特別なことではありませんから」

「お前が言うと逆に嫌味っぽく聞こえんな。兄ちゃんにもそう思われたんじゃねーの？」

　お綺き麗れいな意見を真顔で言ったラインハルトに、フェルトは呆あきれ顔でそう呟つぶやく。スバル側の反応は、フェルトの言葉に頬ほおを硬くしたラインハルトを見れば明白だ。

　それはそうなるだろう、とフェルトには納得の感覚しかない。

「それが心残りになってるってわけか。……どーすんだ？」

「どうする、とは？」

「別にアタシはお前の実家に出向くのを遅らせても構わねーよ？　お前が兄ちゃんと仲直りしてからじゃねーと、気掛かりで仕事も手につかねーってんならさ」

　思いやりというほどではないが、フェルトにもそのぐらいの配慮はできる。

　事実、ラインハルトが表情に出るぐらい動揺していたのは本当なのだ。それで調子を崩されても、フェルトの方も対応に困る。

「──いえ、お気遣いありがとうございます。ですが、大丈夫ですよ」

　しかし、そのフェルトの申し出にラインハルトは首を横に振った。

「僕の問題で、フェルト様の最初の一歩を遅らせるわけにはいきませんから」

「その最初の一歩が踏み出しづれーって話なんだよ！」

「それに、こうして話を聞いていただけて、気持ちが少し楽になりましたから」

「────」

　わかってない、と言って聞かせようとしたフェルトは、口元を緩めたラインハルトの様子に言葉を失った。相変わらず、彼の常の余裕は剥はがれたままだが。

　──その壁が取り払われた向こうに、彼の本当の微笑がそこにあった気がして。

「ま、だったらいーわ」

　言いながら、フェルトは腰を跳ねさせてベッドから飛び降りる。そして、自分を見上げるラインハルトの前でぐっと背伸びをした。

「話は終わったろ？　寝る前の暇潰しぐれーにはなったよ。アタシの騎士様が、想像してた以上にポンコツってのもわかった」

「ポンコツ……それは、さすがに初めてされた評価ですね」

「じゃあ、アタシが今までの分まで言ってやる。ポンコツ、ポンコツ、ポンコツ」

　三回ほど立て続けにぶつけて、フェルトは「ふわ」と欠伸あくびをした。すると、苦笑したラインハルトが席を立って、フェルトのために部屋の扉を開けた。

　そのままだと部屋までついてきそうな気がしたので、フェルトは廊下に出たところでラインハルトの鼻面に指を突き付けた。

「ついてくんな。アタシは寝る。お前もとっとと寝て忘れちまえ」

「忘れるのは不誠実だと思うのですが……」

「明日になったら、いちいち今日のムカつきなんて持ち越してもしょーがねーよ。次に会ったときちゃんと謝れ。せいぜい、それまで本で謝り方でも勉強しとけよ」

　目を丸くするラインハルトの胸に本を押し付け、驚く騎士を部屋の中へ押し込んだ。そうして、フェルトは何も言わずに立ち去ろうとして、

「フェルト様」

　呼びかけに、フェルトは舌打ちしたい気持ちを堪こらえながら足を止めた。

「……あんだよ」

「ありがとうございました。また、こうして二人で話す時間をいただければ光栄です」

「ば……っ」

　悪気のない顔で、夜の私室にフェルトを誘ったラインハルト。

　その無防備さに呆あきれが半分、もう半分に頬ほおを赤らめ、フェルトは舌を出した。

「知るか、バーカ！」

　そう言って、のしのしとフェルトは乱暴な足取りで自分の部屋へと歩いていく。
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　すっかり湯上がりの余韻は消えたのに、頬ほおにだけは微かすかな熱を残したままで。
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　翌日、王都での最後の朝を迎えて、フェルトはラインハルトに連れられ、彼の生家のあるアストレア領へ向かう準備を終えていた。

「フェルト様、どうかお体にお気を付けて」

「婆ばあちゃん、爺じいちゃん、世話になったな。二人こそ、元気にしててくれよ」

　二ヶ月余り世話になり続けた二人、爺やと婆やとは王都でお別れだ。涙ぐむ婆やと、無言で一礼する爺やに見送られ、フェルトも泣きそうな気持ちをグッと我慢する。

「本邸には私共の孫娘がおります。よくお仕えするよう手紙で伝えてありますので、どうぞ可愛かわいがってやってください」

「二人の孫か、そりゃ会うのが楽しみだな。……うん、ありがとーよ」

　この二ヶ月間、意に沿わない形で始まった軟禁生活が、ただの嫌な思い出だけにならなかったのは二人の存在が大きい。だから、感謝は本物だ。

　また会いたいと、そんな風に思えていることも。

「やべえ、やべえよ、なんだこの竜車、当たり前だけど貴族すげえ」

「そんなビビるほどのもんじゃねえよ！　それより、これ夢じゃねえか確かめてくれ」

「オイラに任せろ！　ぐあああ！　痛ぇ！　焼けるように抓つねった頬が痛ぇーっ！」

　竜車に同乗する三馬鹿は、そんな馬鹿丸出しの態度で道中笑わせてくれた。アストレア本邸についてから、彼らにはまた色々な苦難があるのだが、それはまた別の話だ。

「それにしても、お前さんのそういう格好はまだ見慣れんな」

「仕方ねーだろ。アタシだって嫌だったけど、竜車に乗ってるだけでも誰に見られるかわかんねーってんだ。婆ちゃんにせがまれたら断れねーよ」

「まぁ、いつまでも儂わしの作ったボロ服を着とるわけにもいかん。……似合っておるよ」

「……へん」

　ドレス姿をロム爺に褒められ、フェルトは赤くなった顔を背けた。不安は多いが、ロム爺がいてくれれば安心できる。それが再確認できた。

　そして──、

「到着してからになりますが、最初のうちはフェルト様にご苦労をおかけすることもあるかと思います。あまり大きな声では言えませんが、アストレアの領地は……」

「そんな萎える話は後回しにしろよ。昨日の夜の、お前の失敗談の方がよっぽど楽しめたってもんだぜ」

「失敗談の方が、ですか？」

　驚くラインハルトの顔に、ドレス姿のままフェルトは座席でふんぞり返った。

　姿形は変えられても、その中身、根っこの部分は変わらないとばかりに笑う。

「お前も探せよ、おもしれーこと。アタシの騎士ってんならそうしろ。アタシにばっか歩み寄らせるんじゃねーよ。騎士の中の騎士、お前の仕事だろ？」

「────」

　八重歯を見せたフェルトの笑顔に、ラインハルトはしばし沈黙する。それから、彼はフェルトの言葉を噛かみ砕くだいて呑のみ込こむと、頷うなずいた。

「──わかりました。努力します。騎士の誓いにかけて」

「こりゃダメかもしんねーな」

　フェルトが肩をすくめて同意を求めると、ロム爺じいや三馬鹿がやれやれと反応する。ラインハルトはそれが心外な様子だが、それを横目にフェルトは窓の外を眺めた。

　ゆっくりと、竜車が石畳の上を走り、王都の外へ──フェルトにとって、生まれ育った場所を初めて離れる、本格的な『何か』が始まる。

　騎士の中の騎士と、全く自覚に欠けている次代の王位の候補者。

　そこに訳ありの老人と三人のチンピラを引き連れ、竜車は一路、王都の東へ。

　こうして、彼らの物語は王都の外へと飛び出し、数日後に王国を揺るがすこととなる大事変、その当事者となる道は断たれるのだが──それは、別の少年の物語。

　──彼女らには彼女らの、また別の物語があるのだから。


《了》
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　──ガタゴト、ガタゴト、音を立てて揺れながら竜車が走る。

　本来、竜車を引く地竜には『風かぜ除よけの加護』が働くため、竜車の車内には風や揺れの影響は伝わらないようになっている。

　ただし、加護も万能というわけではない。例えば『風除けの加護』は地竜が足を止めれば効力を失い、再び効果を発揮し始めるのに一定時間を必要としたりする。

　故に、竜車がガタゴトと揺れているのは、その加護が外れている証拠だった。

　そして、どうして加護が外れたかといえば──、




「──おお、若様！　お戻りになられていたんですか！」

「わあ、お久しぶりです、若様！　お、お会いできて嬉うれしいです。きゃっ」

「ラインハルトさまー！　また今度、剣の稽古を見てください。約束ですよ！」




　と、そんな歓声のたびに竜車が止まり、車窓から外の人々と交流する乗客がいるからだ。その人物は外の人々に手を振り、言葉を交わし、笑顔で応対する。

　そうした振る舞いが話題を呼んで、次から次へと人々が竜車へ集まってくるのだ。

　こんな調子で頻繁に停車していれば、加護の再展開が間に合わないのも道理である。そのため、竜車は領地に入って以来、すっかり揺れとも風ともお友達だった。

「──何度も竜車を止めてしまい、申し訳ありません」

　黄色い歓声に見送られながら、再び竜車が走り出す。微かすかに揺れる車内、改めて座席に腰を下ろした人物、赤毛の青年が対面の相手に頭を下げた。

　尋常でなく、見目の整った青年だ。

　燃える炎の赤髪と、蒼そう穹きゆうを閉じ込めた青い瞳ひとみ、微笑ほほえめば男女を問わず魅了する魔貌を秘めた顔立ちと、その声色は聞いたものの心を直接くすぐるほどに甘い。

　──ラインハルト・ヴァン・アストレア、それがこの青年の名前だ。

　そんなラインハルトの気遣いに、当然、対面の人物は頬ほおを赤らめ──、

「──謝る気があんなら、もうちょっと申し訳ねーって面しろ！」

『怒り』で頬を赤くしながら、ドレス姿の少女が態度悪くラインハルトを怒鳴りつけた。

　こちらの少女も、非常に可か憐れんな外見をした人物だ。煌きらめく金色の髪を黒いリボンで飾り、煌こう々こうと燃え盛る太陽のような赤い瞳をしている。口元を飾るのは少女の気性を象徴する尖とがった八重歯で、まだ未成熟の体に黄色いドレスを纏まとっている。

　彼女の名前はフェルト、竜車の中にはその二人の男女しか乗り合わせていない。

　しかし、二人の間にはそんな色っぽい字面とは無縁の空気が漂っている。当然だ。二人の関係は男女ではなく主従、それにしても少し殺伐としすぎてはいたが。

　そんな空気の中、困り顔をフェルトに向けるラインハルトが口を開く。

「フェルト様、彼らはアストレア家の直轄する領地の住民です。町と屋敷との距離は目と鼻の先ですし、彼らとは良好な関係を築かなくては。それに」

「それに？」

「ティルミは村一番の噂うわさ好きで頼りになりますし、ヨナスは将来は王国兵になると。それから、ロウエルの焼くパンは絶品です。いい人たちですよ」

「……なんでそっちの話が先に出てこねーんだか」

　ドレスが不ふ憫びんになるほど足を開いて、膝に頬杖づえをつくフェルトがそうぼやく。その呟つぶやきを聞きつけ、ラインハルトは「おや」と眉まゆを上げた。

「フェルト様は怒ってらっしゃったのではないんですか？」

「アタシがテメーに怒ることがあんなら、そりゃアタシが嫌な顔する話を先にして、嫌な顔しねー話を後回しにする癖だけだ。外の連中は別に悪さしてねーし」

「ですが、何やらお急ぎのご様子でしたので、問題があったのかと……」

「うるせーな、便所だよ！　そろそろ我慢の限界なんだよ！　この服！　便所いくとき面倒くせーんだぞ！　アタシが漏らしたら責任取れんのかよ！」

「それは……責任を取ると言っても取れないと言っても問題があるのでは」

「知るか！　それが嫌なら急がせろ！」

　げしげしと、イラつくフェルトが足を伸ばしてラインハルトを蹴ろうとする。が、ラインハルトはそれを座ったまま華麗に避さけ、「承知しました」と微笑ほほえんだ。

　それから、彼は窓の外を覗のぞき込み、竜車の進路へ目を向けると、

「ご安心ください。フェルト様のお望みはすぐにでも叶かないますよ」

　その気取った言い方に鼻を鳴らし、フェルトは彼の隣から窓の外を覗き込んだ。

　そうして広がる視界、なだらかな上り坂の先に見えてきたのは鉄製の門だ。ただし、門は開きっ放しで、微妙に錆さび付いているのも目立つ年季の入り方をしている。

　その門の役目を放棄した門を通り抜け、竜車が敷地内へと入り込むと、すぐに見えてきた屋敷こそが──、

「お前の実家、か」

「はい。僕の生まれた家になります、アストレア本邸です。──フェルト様にとっても、しばらくはご滞在いただく拠点ということになりますね」

　フェルトの言葉を肯定し、ラインハルトが微笑する。それを聞きながら、フェルトは正面に近付いてくる屋敷の全景をその紅の瞳ひとみに映した。

　育ちこそ貧民街ではあるが、フェルトはこれで生粋の王都っ子である。

　いわゆる貴族の邸宅は見慣れているし、ここ二ヶ月は実際に貴族の屋敷に軟禁されて生活した実績もあった。そこでの暮らしを思えば、『剣聖』ともてはやされるラインハルトの実家、アストレア本邸の豪邸ぶりを色々と想像していたのだが──、

「……思ったより、ちっせーな？」

　そう、思わず漏れた一言が、屋敷を見たフェルトの正直な印象だった。

　王都にあった別邸と比べても、アストレア本邸はずいぶんと小ぢんまりした屋敷だ。もちろん、屋敷と呼ばれる水準を満たした大きさではあるが、王都では貴族街の片隅にも置かれないような質素さを感じる。

　最初に見かけた錆さびた鉄門への印象もそのままに、建物にも微妙に老朽化の影響が及んでいて、無目的に遊ばされた広大な庭など完全に持て余している様子だった。

　フェルトとしては、到着した途端にぞろぞろと大勢の使用人に囲まれる可能性さえ危惧していたが、これはその想像とは別の形で不安が湧いてくる。

「驚かれたかもしれませんが、これが当家のありのままの姿ですよ」

「お前、ひょっとして貧乏貴族ってヤツなのか……？」

「そう不ふ憫びんなものを見る目をしないでください」

　声の調子を落としたフェルト、彼女の眼まな差ざしにラインハルトは苦笑した。

「誤解はわかりますが、同情されるのは少し尚早ですよ。確かに、王国貴族として裕福な部類ではないと思います。領地も、大きいとは言えませんしね」

「そうか、そうなのか。……まぁ、なんだ。強く生きろよ」

「──？　ありがとうございます」

　親指を立てたフェルトの応援を、ラインハルトは首を傾かしげつつ素直に受け取る。

　ともあれ、そんな形で二人は無事にアストレア本邸へと到着した。そのまま、先に竜車を降りたラインハルトが振り返り、フェルトにそっと手を差し伸べる。

「フェルト様、お手を」

「やなこった」

　気遣いを足蹴にし、フェルトはひょいと身軽にラインハルトの横に降り立つ。べーと舌を出したフェルトに手を引っ込め、ラインハルトは苦笑しながら屋敷へ振り返った。

　アストレア本邸、ラインハルトにとっては久々の里帰りと言える。それなりに、思うところでもあるのかと、フェルトは彼の横顔を窺うかがったが──、

「先に向かった三人の姿が見えませんね」

「あ？　ああ、ラチンスたちか。そーだな。どこいってんのやら……」

　ラインハルトの一言を受け、フェルトは軽く屋敷の周りに視線を巡らせる。

　同行者であるガストン、ラチンス、カンバリーのチンピラ三人組は、領内に入ってから遅々として進まない竜車の速度に痺しびれを切らし、自分たちの足で屋敷に向かうと先行していたはずだった。

　出迎えのこともある。こちらの到着を先に屋敷へ伝えてもらえるならと、三人組の行動を認め、快くフェルトも送り出したのだが。

「すでに中にいるのかもしれませんね。出迎えがないのは気掛かりですが、ここは僕が中へご案内します。当家の使用人は数は少ないですが有能でして」

「婆ばあちゃんたちの孫娘っつってたな。あの二人の孫ならそりゃそーだろーよ」

　フェルトの脳裏に浮かぶのは、王都にあるアストレア家の別邸で世話になった管理人の老夫婦の姿だ。優しく穏やかな夫婦で、フェルトも二人のことは好きだった。

　その二人から別れ際に、本邸には二人の孫娘がいると話を聞かされていたのだ。

「どんなヤツなのか楽しみにしてたんだ。婆ちゃんたちには世話になったし……」

「ぎゃああああ──っ!!」

　瞬間、屋敷の正面玄関が勢いよく開かれ、悲鳴が庭に木霊していた。

　とっさのことに、ラインハルトが素早くフェルトを背後へ庇かばう。そして、警戒する二人の前に転がり出たのは、野太い悲鳴を上げる男──否、男たちだった。

　大・中・小の背格好をした三人組だ。いずれも素行の悪いチンピラ感が強く出た風貌をしていて、実際、素行の悪いチンピラで間違いなかった。

　先行したはずの三人組、ガストン、ラチンス、カンバリーたちだ。彼らはボロボロの状態で庭に転がり、大げさに痛い痛いと喚わめき散らしている。

　その三人の様子に目を丸くして、ラインハルトは慌ててそちらへ駆け寄っていった。

「ガストン、ラチンス、カンバリー、いったい何事だい？」

「な、何事もクソもあるかよ！」

　転がされたチンピラ三人が、駆け寄ってくるラインハルトにボロボロの顔を向ける。三人は一斉に自分たちが転がり出た屋敷を指差して、

「先について、一息ついてただけだぜ、オレたちは！」

「ああ、そうだ！　ノックしても返事がねえから中に入ってよ……」

「そしたら、中にいたわけわかんねえ双子がオイラたちを……」

「──どうも、わけのわからない双子の右側です」「左側」

「ひいいいいい──っ!?」

　被害を訴えた三人が、ひょっこりと姿を見せた二つの人影にビビッて抱き合う。その姿勢のまま震える三人を余よ所そに、ラインハルトはその人影の方を見た。

　屋敷の玄関、そこに佇たたずむのは二人の少女──桃髪に、背丈の低い瓜うり二ふたつの少女たちだ。

　三馬鹿の発言と、直後の本人たちの報告から双子で間違いなさそうだ。

「──フラム、グラシス。君たちが彼らを？」

「あまりにも怪しい風体でしたので、使命感のあまり」「暴漢……」

　肩を落としたラインハルト、その言葉に双子が交互に口を開く。

「暴漢ではないよ。手紙で報しらせてあったはずだ。彼らはフェルト様の客分──いや、今後はフェルト様の下で働く、君たちの同僚になると」

「ごめんなさい、若様。うっかりしました」「若様、うっかり」

　悪びれない双子、フラムとグラシスの発言にラインハルトが複雑な顔をした。だが、そんな三人のやり取りにフェルトが「ぷはっ」と噴き出す。

「ひひ、まぁ、見た目に関しちゃ言い訳できねーわな。アタシがその二人でも、この見てくれの奴やつらが屋敷に上がってきたら叩たたき出してるっつーの」

「フェルト様……」

　悪童めいた笑みを浮かべ、双子の意見に賛同したフェルト。頭の後ろで手を組んだ彼女の物言いに、ラインハルトはますます眉み間けんの皺しわを深くした。

「あんだよ、文句あんのか？　言っとくけど、こいつらの躾しつけはアタシと無関係だぞ。それこそ、責任はそっち持ちだろーが」

「いえ、そうではなく、女性が『ひひ』などと笑うのはいかがなものかと……」

「テメー、アタシにだけ細かく厳しいのやめろ！　おら！　テメーらもいつまでそんなとこで震えてやがんだ！　とっとと中に入んぞ！」

　的を外したラインハルトの注意に舌打ちし、フェルトは三人組をどやしつけるとドレスに似合わぬ大股歩きで玄関に向かった。そのフェルトの堂々とした姿に、フラムとグラシスも静々と道を譲り、彼女を屋敷の主あるじとして迎え入れる。

「お待ちしておりました、フェルト様」「おりました」

「おーよ」

　物もの怖おじせず、その歓迎を晴れ晴れとした顔で受け入れるフェルト。左右に分かれて道を開けた双子、その肩をフェルトはぽんと叩くと、

「王都じゃ、二人の爺じいちゃん婆ばあちゃんには世話になった。よろしく頼むな」

「お祖ば母あ様からよくお仕えするようにと」「お祖じ父い様からは花の種」

　そう応じる二人に頷うなずきかけ、フェルトはゆっくりと屋敷の中に足を踏み入れた。

「へーえ」

　しげしげと中を見回して、フェルトは屋敷の雰囲気に納得と頷く。外観の印象を裏切らない内観、小ぢんまりとした外見の建物は中に入ってもそんなものである。

　どうしてこうも、王都にあった別邸と差があるのか。

「王都の方の屋敷は、貴族街の景観に配慮したものになっています。元々、祖母の功績で当時の国王陛下から賜った屋敷ですので、あれと比べてしまうと……」

「見劣りするってわけだ。つまり、お前んとこのホントの実力はこっちなんだな？」

「そうですね。王都の別邸は、『剣聖』を輩出する家名に見合ったものをとの思惑もあるようです。早い話、見栄ということですね」

「見栄ね。ホントにテメーら貴族はそれが好きだよな」

　屋敷の規模について講釈するラインハルトに鼻を鳴らして、フェルトはさらに邸内へと足を進める。ラインハルトを連れ、三馬鹿との合流は済んだ。

　ただし、あともう一人、フェルトには屋敷で合流しなくてはならない身内がいて。

「……む、ようやくついたようじゃな。待ちくたびれたわい」

「ロム爺！」

　パッと顔を明るくして、聞こえた声にフェルトは顔を上げる。見れば、玄関を見下ろせる吹き抜け構造の二階、その廊下で手を振っている巨きよ躯くの老人の姿があった。

　その体格の縦横が人一倍大きいのは、巨人族であることの証あかし。ロム爺と呼ばれるその人物はフェルトの育ての親であり、唯一、彼女が心から信頼する家族だった。

　王都からこっち、ロム爺もフェルトたちと同じように竜車でアストレア本邸へと出発していたのだが、彼が先についた理由は明白。

「道中、近々のお偉方のところに寄り道してきたそうじゃが、どんな塩あん梅ばいじゃった？」

「最悪だった！　まぁ、ほとんどラインハルトの横に立ってただけだけど」

「そうかそうか。とはいえ、何事も経験じゃからな」

　顎に手をやり、鷹おう揚ように頷くロム爺にフェルトは苦労を思い返して唇を尖とがらせる。

　王都からの道中、ほとんど寄り道することはなかったのだが、一応の挨拶回りとやらで立ち寄った有力者の邸宅があった。元々、ラインハルトの実家と縁深い関係の家柄だったらしく、王選においても協力を願いたい的な話だ。

　フェルトたちがそうする間、ロム爺は別行動を申し出て、一足先にアストレア本邸へと出発──堅苦しいのは肌に合わないとロム爺は言っていたが、おそらくそればかりが理由でないことはフェルトも理解していた。

　長生きしていれば色々ある、それが十四年しか生きていない小娘のフェルトでもわかる当然の理屈。話したいと思えば、いつかは話してくれるだろう。

　だからフェルトも、ロム爺じいの意思を尊重して深くは追及しなかった。

「荷物は先に運んでおいた。部屋は好きにしていいと双子に言われたが、構わんな？」

「ええ、問題ありません。僕や家族、フラムたちの私室以外ならご自由に」

　ロム爺の言葉に頷うなずいて、ラインハルトは「それにしても」と背後の双子を振り返った。

「ガストンたちは中に入れなかったのに、ロム殿は普通に通したんだね」

　すっかり屋敷でくつろいでいる風なロム爺の態度、それに言及するラインハルトの言葉を受け、双子は顔を見合わせると、

「だって、ロム様は強そうでしたから」「痛いの痛いの嫌々」

「……その調子で仕事を選ばないように。今後はそれでは困るからね」

「もうちょっとちゃんと叱れ！」「謝罪を要求する！」「不当な扱いだーっ！」

　フラムとグラシスの勤務態度に、三馬鹿の抗議の声が一斉に上がる。その扱いに困るラインハルト、彼の横顔にフェルトは意地悪く頬ほおをつり上げた。

「──ひとまず、退屈しねーで済みそうな顔ぶれじゃねーか？」

「フェルト様がそれをお望みなのでしたら……」

　そこで言葉を切り、ラインハルトは屋敷に集った面子メンツの顔を見渡した。そして、最後にフェルトの笑顔に向き直ると、

「僕も、フェルト様の笑顔に貢献できるように努力しましょう」
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　少ない荷物を部屋に運び入れ、フェルトの引っ越し作業は一瞬でおしまいだ。

　元々、貧民街育ちのフェルトに財産らしい財産などない。使っていた家財道具の大半は王都で手放したし、持ってきたのはロム爺がフェルトのために作ってくれた衣類や、愛用品である自衛用のナイフ。

　──それと、フェルトがコツコツ稼いだ貯蓄が少々だ。

　それ以外では、王都の屋敷から婆ばあやに持たされたドレスなどの着替えぐらいだろう。

「どれも着たくねーけど、ラインハルトが選んだヤツよりはマシだかんな……」

　ひらひらした衣装とも二ヶ月余り付き合ったが、貴族屋敷での身の丈に合わない生活以上に慣れる気配がない。かといって、こういった服飾を敬遠してばかりもいられない。そのぐらいの立場の自覚はフェルトにもあった。

　この立場を選んだのは自分であると、そんな覚悟も。

　なので、恥と意地の妥協案として、せめて婆やの選んでくれたドレスを着る。ここで服までラインハルトに選ばせては、むず痒がゆさで憤死しても不思議はないのだ。

「って言っても、屋敷の中ぐれーは好きな格好させてもらうけどな」

　そんなわけで、さっそく着ていたドレスを頭から脱いで、ベッドの上に放り投げる。下着姿の上から着直すのは、王都でお約束だった貧民街の一張羅だ。

　手袋をはめ、足下にきっちりブーツを履けば、飛んで跳ねても問題はなし。

　そうして、フェルトが「おし」と靴の調子を確かめたところだった。

「──フェルト様、よろしいですか？」

「嫌だ」

「わかりました。失礼します」

　扉がノックされ、声がかけられた。声ですぐ相手がわかったので拒否したのだが、相手はそれに構わず部屋の中に入り込んでくる。

　その猛烈に強硬な態度を受け、フェルトは唇を思い切り捻ねじ曲げた。

「お前、ノックした意味ねーじゃねーか。アタシが着替えてたらどーすんだよ」

「扉越しに中で飛び跳ねていらした気配を感じたもので……フェルト様、着替えると聞いてもしやとは思いましたが、その格好は」

「待て、説教なら聞かねーぞ！　屋敷の中ぐれーは好きな格好させろ！　その代わり、ドレス着なきゃなんねー場所じゃ着てやる。それがセッチューアンだ！」

「交換条件というわけですね。……わかりました」

　指を突き付けたフェルトの宣言に、ラインハルトは一瞬考え込んで承諾した。思ったより素直な返答に腕を組み、フェルトは「それでいーんだよ」と胸を張った。

「で、何の用事だよ。アタシは昼寝してーんだけど」

「いえ、よろしければ屋敷や領内のご案内をしようかと。ですが、ここまでの道程でお疲れなのもわかっていますから、休まれるのでしたらそれでも構いません」

「んだよ、気持ちわりーな。やけに物わかりがいいじゃねーか」

「フェルト様が譲歩してくださったので、僕もそれに応えたいと思っただけですよ。夕食の時間にはお呼びに上がりますので、それまでお休みになってください」

「ふーん」

　あっさり引き下がるラインハルトに、フェルトは思案げに片目を閉じた。

　本当は昼寝ではなく、こっそりと屋敷を抜け出し、周囲の散策をするつもりだったのだ。ラインハルトの提案は、彼が付属する以外ではフェルトの思惑に即している。

　それによく見れば、ラインハルトも服を着替え、騎士らしさを思わせる堅苦しいものから脱却していた。白い上着と黒いズボン、普通の若者と言って差し支えない衣装だ。

　もちろん、それで隠せるほどラインハルト当人の輝きは鈍くはないが、その服選びには彼なりにフェルトに配慮した気遣いが窺うかがえた。

　配慮、つまりは譲歩だ。フェルトが譲り、彼も譲った。ならば──、

「……気が変わった。いいぜ、ラインハルト。領内の案内だっけか？　しろよ」

「よろしいんですか？」

「アタシの気分がもっかいひねくれる前に、だ。竜車から見てた景色も気になってたし、別に都合のわりー話でもねーかんな」

　首をひねり、フェルトはラインハルトの胸を軽く小突いて扉へ向かった。フェルトの心変わりにラインハルトは自分の胸を撫なで、「わかりました」と一礼する。

「それでは、フェルト様にご満足していただけるよう努力します」

「その痒かゆくなる言い方で気が変わる。早くいこーぜ」

　フェルトの言葉に「はい」と短く応じて、ラインハルトが隣に並んだ。

　こうして横に並んでみると、近衛このえ騎士の制服を脱いだラインハルトは普通の青年だ。着こなしだけで十分、人間の見栄えは服の値段以外で変化する。

　今の彼の服装は、着慣れた服に着替えたフェルトと並んでも違和感なく──、

「……って、オイ。お前、それってアタシの部屋にくる前からアタシがこのカッコしてるって知ってたってことじゃねーか。覗のぞきか？」

「誤解です。あくまで推測しただけで……フェルト様は移動中、竜車で何度もドレスを脱ぎたがっていらしたので、そうではないかなと」

　苦笑したラインハルトの答えに、フェルトは不満げに唇を尖とがらせた。それは、彼の思惑通りに掌てのひらで転がされたみたいで面白くない。

「そーだ。言っとくけど、出かけんのはロム爺じいとあの三人も誘うぞ！　二人っきりでいくなんて言ってねーからな！」

「はい。僕一人より、その方がフェルト様をお守りしやすいですからね」

　そんなそつのない答えもまた、フェルトの機嫌を逆撫でする一つの要因なのだった。
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　──アストレア家の領地は、王国全土に知れ渡った『剣聖』の家名の知名度と比較すると、そのあまりのささやかさを驚かれるほどだった。

　アストレア領は極々小さな所領でしかなく、アストレア本邸を中心とした『ハクチュリ』という名前の町がぽつんとあるだけだ。そのハクチュリも町としての規模は大きいとは言えず、主な産業は農作と畜産、それと地域の特色である地竜産業などである。

「ハイクララ高原を挟んで、五大都市の一つである『フランダース』があります。フランダースとは地竜発祥の地と言われていて、昔から地竜産業の盛んな都市です。ハクチュリもその恩恵に与あずかり、鞍くらや手綱、竜具を作る職人が多いですね」

「それが前に言ってた話か。地竜に乗れんだっけ？　それはちっと楽しみだけど」

「機会は作りますよ。良い地竜を贈らせてください」

「うーい」

　気のない返事をしながら、フェルトは心なしか足を弾ませて街道を行く。内心を隠し切れない主あるじの様子に、ラインハルトも薄く唇を綻ばせていた。

　現在、二人はラインハルトの案内でアストレア領内を見学する真っ最中だ。

　生まれも育ちも王都のフェルトにとって、大げさに言えば初めての外の世界──目に留まるもの全てが新鮮で、目新しく感じるのは無理からぬことだろう。

　それだけに、ただあれこれ見回るだけで、十分以上に散策を満喫できる。

「オイ、ラインハルト。アレなんだ？　どーなってんだ？」

　と、好奇心の赴くままにフェルトが指差して質問すれば、

「あれは黒羊ですね。食肉用ではなく、毛を刈るための家畜です」

　そんな風にラインハルトがよどみなく答えを返す。それだけでなく、ラインハルトは主人の瞳ひとみがその説明に満足していないのを見ると補足する。

「刈った毛は綿や糸になるので需要も多く、放牧に適したこの辺りでは黒羊を扱う農家が大半ですね。フェルト様の服にも使われているはずですよ」

「へー、すげーな。でも、放し飼いにしてて盗とられねーの？」

「王都と違って、この規模の町では顔見知りばかりですからね。盗まれる心配より、放牧中に魔獣に襲われる心配の方が高いくらいですよ。それも、野生の地竜が追い払ってくれたりするので、ほとんど被害はないようなものです」

「──？　野生なのに、家畜守ってくれんのか？」

「地竜は人に親しい生き物です。人の営みにも寄り添ってくれるほどに」

　ラインハルトの答えに感心して、フェルトは牧場の様子に目を細めた。

　柵に囲われた草原で、地面の草を食はむモコモコした黒い毛皮に覆われた動物が黒羊だ。ラインハルトの話では、あれぐらいになるとちょうど毛刈りの時期らしい。

　他の家畜や農具、牧場や街のあれやこれやに対するフェルトの疑問は尽きない。実際、現状でラインハルトの案内に不満らしいものは特に浮かばなかった。

　強いて言えば──、

「──これで、お前と二人っきりじゃなけりゃもっとよかったんだけどな」

「面と向かってそう言われると、さすがに僕も傷付きますよ、フェルト様」

　歯に衣きぬを着せぬ物言いに、ラインハルトが困り眉まゆで苦笑した。

　フェルトが愚痴をこぼした通り、ハクチュリの町並みを歩いて回るのはフェルトとラインハルトの二人きり──ロム爺じいや、三人組の同行はない。

　無論、出発前に念押ししたように、フェルトはちゃんと他の面子メンツにも声をかけた。だが全員が引っ越し作業に追われており、付き合っていられないとのことで。

「つっても、それで出掛けるのやめんのも逃げたみてーで癪しやくだしよー」

「フェルト様がお嫌でしたら、僕は無理強いするつもりまでは……」

「アタシの、気分の、問題なんだよ。そこにお前の入ってくる余地はねーの。アタシの中の勝手な勝ち負けだ。それに、今んとこはフツーに楽しめてっしな」

　ひらひらと手を振り、フェルトがラインハルトの心配を鼻で笑った。その返答をラインハルトがどう思ったかは不明だが、歩みは止まらない。それが答えだ。

「────」

　頭の後ろで手を組んで歩きながら、フェルトはちらと隣の長身を見上げた。

　説明不要に強いし、質問すれば大抵のことは答えが返ってくる。従者としては、たぶんこれ以上ないほど当たりの部類に違いない。

　それなのに、フェルトは彼に対してむず痒がゆいもどかしさを常に感じている。この感覚がフェルトに、ラインハルトへの妙な頑かたくなさを促すのだ。

「フェルト様？　どうかされましたか？」

「んや、別に。それより、ここら辺りってのはお前の故郷なんだよな？」

「生まれは王都です。ですが、幼い時分は本家で育ちましたので、ここが僕の故郷というのは間違いありませんね。それが、何か？」

「そのわりに……」

　ラインハルトの受け答えに、フェルトは片目を閉じた。と、そこへ──、

「──あ！　ラインハルト様！　お帰りになったんですね！」

　高い声が上がり、見れば二人を見つけた町の人間が手を振っていた。竜車でもそうだったように、目立つ容姿のラインハルトは領民にすぐ発見される。彼が手を振り返すと、相手はすっかり恐縮した様子でしきりに頭を下げていた。

「今のはコクランです。先ほどの牧場の跡継ぎですよ。彼の友人が竜具の職人をしていますので、フェルト様の竜具はその人にお願いしようかと」

「さっきもそーだけど、よくすらすらと相手の名前が出てくんな」

「小さい町ですから。それに、当家の領民でもあります。僕にとっては故郷の友人でもある。特別、自慢することではありませんよ」

「友達、ねえ」

　首をひねり、フェルトは先ほど挨拶してきた若者の様子を振り返る。

　向こうから声をかけてきたのだから、好意的なのは間違いない。が、友人扱いはどうなのだろう。ラインハルトとは同年代に見えたが、あちらは家柄や人柄、色んな要因から一線を引いていたようにフェルトには見えたが。

　そんなフェルトの考えに、ラインハルトは寂しげに微笑した。

「立場が立場です。気軽に友人付き合いするのが難しいのは事実ですね。僕は、胸襟を開くのも吝やぶさかではないんですが」

「王国最強の騎士で、貴族で領主だろ？　あっちの気持ちもわかるっつーか……あれ、もしかしてアレか？　お前、故郷なのに友達の一人もいねーんじゃねーか？」

「一緒に酒を酌み交わすような友人、という意味ではお恥ずかしい話ですが。騎士団ならまだしも、ここでは肩書きは僕にとってただの重荷です。下ろしたいと思って、下ろせるようなものではありませんしね」

　意図せず意地の悪くなったフェルトの追及に、ラインハルトはまるで堪こたえていない顔で肩をすくめた。ただ、最後に付け加えた言葉が気にかかった。

「下ろしたいと思ってって、下ろしてーって思ったことあんのかよ？」

「ありません。──これは、僕の背に結ばれた宿命ですから」

　それを恥ずかしげもなく、堂々と言い切るところにあのむず痒さを感じる。だが、フェルトはその感覚に頭を振って、八重歯を見せるように笑った。

「しっかし、お前、友達いねーのか。どーりで、せっかく故郷に帰ってきたってのに、誰が会いにくるわけでもなしってもんだ」

「そう言われると。それに、そのことで機嫌が良くなられるのは趣味が悪いですよ」

「へっへーんだ。何言われても、今のアタシにゃ通用しねーぞ」

　弱味らしい弱味のなかったラインハルト、その弱味をようやく掴つかんでやったのだ。この調子でしばらくはからかい続けてやろう。

　そんなフェルトの目もく論ろ見みに、ラインハルトは「ですが」と言葉を継ぎ、

「フェルト様も、王都を離れる前に別れを告げる友人はいなかったご様子でしたが」

「うぐっ！」

「ロム殿以外に心を寄せる友人がいなかったなら、それはフェルト様も……」

「う、うっせーな！　アタシはロム爺じいがいりゃそれでいいんだよ！」

　顔を赤くし、反撃してきたラインハルトに噛かみつく。痛いところを突かれた。これは完全に痛み分けになる。と、ふいにラインハルトが相好を崩した。

　湖面を映す青い双そう眸ぼうに穏やかなものが広がり、フェルトは唇を曲げた。

「んだよ」

「いえ。フェルト様は本当にロム殿を尊敬されているなと。微笑ほほえましくなって」

「家族だかんな。何でもできる『剣聖』様も、頭の上がらねー相手ぐれーいんだろ？　王都でも、婆ばあちゃんたちにはそんな感じだったじゃねーか」

　別邸を管理する老夫婦は、ラインハルトを『若様』と呼んで可愛かわいがっていた。関係性だけなら主従だろうが、あの二人はラインハルトにとって家族も同然だろう。

　だからこそ、あの二人と接しているときのラインハルトは自然体だった。

「婆やと爺やはもちろん、尊敬という意味なら家族や祖先のことは全員尊敬しています。中でも、特に尊敬しているのは曽祖父でしょうか」

「ソーソフ？」

「祖母の父に当たります。当主としては先々代、ベルトール・アストレアですね」

「それも『剣聖』だったのか？」

　フェルトも加護の仕組みには詳しくないが、『剣聖の加護』だけは代々アストレア家に引き継がれると聞いた。今の『剣聖』であるラインハルトが尊敬する相手なら、当然、その曽祖父とやらも『剣聖』なのだろう。

　だが、そんなフェルトの考えにラインハルトは首を横に振った。

「曽祖父は、『剣聖の加護』は継いでいません。ただ、善良な領主として領民に愛され、人徳と善政で親しまれていたと。剣士としての記録は何な故ぜか全く残っていませんが、同じ剣士である祖父が尊敬した方と聞くので、剣の腕も相当だったはずです」

「へえ。人徳のあった剣士ね。はっ、アタシにゃ想像つかねーや」

　フェルトもナイフを使うが、剣士の剣術とは勝手の違いすぎる我流だ。

　そのフェルトにとっては剣士＝ラインハルトであり、彼の性格にあれこれと不満点が多い彼女からすると、人徳のある剣士とやらは想像が難しい。

「でも、コイツが街の連中に嫌われてねーのはそうなんだよな……ひょっとして、アタシが人徳ってヤツを理解できねー野良犬ってだけなんじゃ……」

「フェルト様？」

　考え込むフェルトの顔を、足を止めたラインハルトが覗のぞき込んでくる。すぐ間近で青と紅の視線が絡み合い、フェルトは唇を尖とがらせた。そして──、

「近いっつーんだよ」

「はは、失礼しました」

　ラインハルトの顎を掌てのひらで押しのけ、無理やりどけて前に進む。押しのけられたラインハルトは苦笑し、それから視線を空へ向けた。

　二人の頭上、太陽はすでに大きく西に傾き、徐々に空は茜あかね色いろに染まりつつある。

「フェルト様、そろそろ屋敷へ戻りましょう。夕食の時間になります」

「んん、そーだな。歩き回って腹も減ったし、いい頃合いだ」

「夕食はフラムとグラシスの二人が準備しています。その席で改めて二人の紹介を」

「だな。軽く話したけど、ホントに軽く話しただけだし」

　年齢はフェルトより下に見える双子だが、さすがあの老夫婦の孫娘なだけあり、三馬鹿を容易たやすく叩たたきのめす実力を有していた。あの夫婦の薫陶の賜たま物ものだろう。

「二人は屋敷の世話係であるのと、場合によってはフェルト様の護衛も務めます。元々、アストレア家に仕える家系の出なので、腕は確かですよ」

「別にその心配はしちゃいねーよ。アタシが気になるのは料理の腕だな！」

「婆ばあやに仕込まれていますので、そちらも期待していてください」

「っし！」

　ラインハルトの太鼓判に、フェルトが拳を固めて喜んだ。それが、今日一番の笑顔だったことに、ラインハルトが微笑ほほえんだのをフェルトは気付かない。

　ともあれ、帰路につくフェルトは内心、自分でも気付かぬ安あん堵どを得ていた。

　見知らぬ土地に移され、そこで見知らぬ大勢に囲まれて、これまで知らなかった世界のことを学ばされることになる。そのことへの不安と、なんの負けてなるものかといった気概は強くフェルトの中にもあった。

　その多くの不安の種を、この半日でかなり払拭することができたのだ。

　大きすぎない屋敷、最少人数の使用人、親しみやすい雰囲気の領民、与えられすぎていない範囲の領地、挙げればキリがないが、この辺りでキリとしておく。

　それら目の前の現実が、想像でしかなかった不安を大きく取り除いてくれた。おかげでなんとか、ここでの日々も前向きに受け入れられる気がする。

「それもこれも、テメーの掌の上なんじゃねーかって思うとこえーけどな」

「フェルト様は僕を過大評価しすぎですよ。人の心や行動を意のままにするなんて、そんなことは僕にはできません。ただの偶然です」

「それが本気なの、祈っておくかんな」

　祈る相手など特にいないが、フェルトは舌を出してラインハルトに言い張った。

　何もかも、ラインハルトの掌てのひらの上。そんな被害妄想的な想像を引きずったまま、二人は街を抜け、坂を上り、アストレア邸へ帰り着く。

　そして──、

「──ホントに、テメーは何にもしてねーんだよな？」

「……これには、僕も困り果てていますよ」

　顔を見合わせ、フェルトの疑念にラインハルトも困惑した顔で応じた。

　そんな二人の正面、屋敷の門前に籠が──赤ん坊の入った籠が、置かれている。




　──置手紙には短く、『イリアをよろしくお願いします』とだけあった。





　　　　４






「名前はイリア。赤ん坊だ。屋敷の前に捨てられてた」

　テーブルの真ん中に籠を置いて、フェルトは端的に事実を述べた。

　屋敷の食堂、大テーブルの中央ですやすやと眠るのは、金色の髪をした生後数ヶ月の女の赤ん坊だ。仕方なく、門前から屋敷に連れ帰るしかなかった。

「────」

　そのフェルトの説明に、屋敷の関係者たちは気まずげに顔を見合わせる。

　フェルトとラインハルトを含め、ロム爺じいに三馬鹿、使用人の双子と全員が一堂に会した席だ。ただ、数が揃そろっていれば最初の衝撃が和らぐわけでは決してない。

　重たい沈黙が横たわる中、最初に桃髪の双子がフェルトとラインハルトを見つめ、

「若様、フェルト様、子どもを作るのが早すぎます」「生むのも最速」

「ア・タ・シ・は！　クソつまんねー冗談に付き合ってやれる気分じゃねーんだよ！」

　冗談ではない双子の冗談に、フェルトはテーブルに手をついて声を荒らげた。赤ん坊を連れ帰った二人を揶や揄ゆしての発言だが、笑い話にもならない。

　しかし、そんなフェルトの勢い任せの行動は、赤ん坊には衝撃的すぎた。

「ぁう……」

「あ、起きましたよ、フェルト様」「覚醒のとき」

「げ」

　ゆっくりと、赤ん坊の瞼まぶたが開くと、青い双そう眸ぼうに食堂の顔ぶれが映り込む。そして、一秒が経過、二秒が経過、三秒が経過したところで──、

「ぅ、ぁぁぁぁん──っ！」

「ぎゃー！　しまった、泣きやがった！」

　フェルトの怒声の衝撃に、赤ん坊──イリアが盛大に泣き始める。その声量は屋敷中に響き渡る大音量で、思わずフェルトは自分の耳を塞いだ。

「だ、誰か！　誰か、ぐずってんの何とかしろ！」

「何とかと、そう言われましても」「未経験、お手上げ」

「役に立たねー！　おい、ラインハルト！」

「努力はしてみますが……」

　フラムとグラシスが即座に白旗を上げ、フェルトはそもそもやる気がない。女子全員が戦闘放棄し、代わりに指名されたラインハルトが赤ん坊を抱き上げた。

　それから彼は優しく赤子の体を揺すり、ぽんぽんとその背中を撫なでる。

「よしよし、泣かないで。君は強い子だ。素敵な子だ、イリア」

「口説いてんじゃねーんだぞ！　なんか食わせたりとか、そういうんじゃ……」

　柔らかく語りかけるラインハルトに、フェルトが埒らちが明かないと声を上げる。が、ラインハルトの腕の中、徐々に泣き声は小さくなり──、

「落ち着いて落ち着いて……落ち着いて、くれましたね」

「お、お前、スゲーな。今、盗品蔵ぶっ飛ばしたときの次ぐれーに驚いた」

「ぁー」

　フェルトが目を丸くすると、安あん堵どに微笑ほほえむラインハルトの顔を泣きやんだイリアがぺたぺたと手で触っている。お揃そろいの目の色が気に入ったのかもしれない。

「もしくは女の子じゃからな。色男を見て、満足したのかもしれんぞ」

「それが理由だったら赤ん坊ヤベーな」

　イリアをあやすラインハルトの姿に、ロム爺じいが腕を組んで納得する。しかし、その呟つぶやきに「待った」と反応したのは、三馬鹿の一人、カンバリーだ。

　小柄なカンバリーは前に進み出ると、ラインハルトに両腕を突き出した。

「貸してみな。オイラは兄弟が多かったかんな。赤ん坊の世話には慣れてんだぜ！」

「それは頼りになる。けど、イリアはすでに泣きやんだあとだよ」

「いいから！　オイラが、本物の赤ん坊あやしってヤツを見せてやんよ！」

　そこまで言うなら、と自信満々なカンバリーにラインハルトがイリアを手渡した。カンバリーはイリアの顔を覗のぞき込み、その丸い目を大きく見開くと、

「べろべろべろべろばー」

「ぁぁぁぁぁ──っ!!」

「何が本物だ、大泣きしちゃったじゃねーか！」

　強烈な変顔を披露したカンバリーがイリアのご機嫌を損ねた。

　泣き喚わめく赤ん坊に、カンバリーは己のあやし術の粋を叩たたき込むが、イリアの崩壊した機嫌を立て直せない。交渉は決裂し、完全に赤子力に屈する形だ。

「クソ！　オイラの何がいけないってんだ！　ガストン！」

「お、おおう？　いや、渡されても……べ、べろべろばー」

「ぁぁぁぁぁーっ!!」

　カンバリーが投げ出し、次の手番を回されたガストンが挑むもやはり敗退。顔を赤くして泣くイリアを、ガストンは流れるように次のラチンスへ。

「ラチンス、お前が頼りだ！」

「うぉい！　待てっつの！　お、オレにガキなんかあやせるわけ……お？」

「────」

　ガストンにイリアを託され、情けない顔で情けなくぼやくラチンス。しかし、その彼の腕の中で、イリアの泣き声がふいにやんだ。

　赤ん坊の予想外の反応、それにラチンスは「へ、へへ」と笑い、

「な、なんだかわかんねえが、泣きやんだぞ。これで……」

「ぁぁぁぁぁ──っ!!」

「って、ぬか喜びさせんな！　時間差かよ！」

「いや、たぶん判定に悩んだんじゃろう。悩んだ結果、やはりなしになったんじゃ」

「うるせえな、ジジイ！　だったらテメエが何とかしろ、クロムウェル！」

　赤子心を解説したロム爺じいに、ギリギリ失格判定扱いされたラチンスが憤慨する。その大きな掌てのひらにイリアを押し付けられ、ロム爺はその顔を皺しわくちゃにすると、

「おー、よしよし、よしよし、泣くんじゃないぞー」

「けっ、何してやがんだ。それで泣きやむならオレたちが……」

「ぁー」

「なんでだよ──ッ！」

　三馬鹿はことごとく失格したが、ロム爺はイリア的にはありらしい。結局、泣く赤子の判定を潜くぐったのはラインハルトとロム爺の二人だけ、というわけだ。

「女の子ですし、若様を選ぶのはわかりますけど……」「ロム様は謎」

「謎なことあるかよ！　ロム爺を選ぶってのはいい趣味してるぜ。ラインハルトのヤローと一緒にされんのは腹立つけどな！」

　役立たずだったわりに上から総評する女性陣に、三馬鹿ががっくり項垂うなだれる。それを横目にイリアをあやすロム爺は、「それにしても」と首をひねり、

「名前以外は手掛かりなし、か。籠には他に何も入っとらんかったのか？」

「敷き布と、おくるみの毛布だけですね。手紙には署名もありませんでした」

「自分のガキ捨ててくような親だぜ。署名なんかすっかよ、馬鹿馬鹿しい」

　籠の中を検あらため、目を伏せたラインハルトにフェルトが舌打ちする。その反応に困った様子のラインハルトへ、フェルトはわかってないと指を突き付けた。

「いいか？　このガキは親に捨てられたんだよ。大方、この屋敷にテメーが帰ってきたのを見て、でけー家なら育ててくれっとでも思ったんだろーよ。胸くそわりー」

「────」

「……近くの町、そこの人間が親の可能性はどうじゃ？」

　辛辣なフェルトに代わり、ロム爺じいがラインハルトに建設的な疑問を投げかける。その問いにラインハルトはしばし考え、やはり首を横に振った。

「思いつく範囲では難しいですね。町中に妊娠していた女性は何人かいましたが……」

　言葉を切り、ラインハルトはイリアの姿に目を細める。白い産着にくるまれ、ロム爺の腕の毛をいじくる赤ん坊は、生まれて間もないことは明らかで。

「この分だと、イリアは生まれて数ヶ月……その頃に出産した女性となると、候補はぐっと減ります。それに、この容姿の問題も……」

「金髪で、濃い青の目だろ？　別に金髪なんか珍しくもねーぞ。アタシもそうだし」

　自分の髪に指を通し、フェルトがラインハルトの懸念に口を挟む。

　フェルトの知る限り、金髪はルグニカ王都では珍しくもない髪色だ。仕事柄──元仕事柄、人を観察するのは癖のようなものだった。金髪も青い目も、よくあるものだ。

「確かに、フェルト様のように金色の髪をした方は珍しくありません。ただ、あくまでそれは王都近郊の話になります。ハクチュリや、フランダースといった王国南東の地域で一般的なのは茶髪……先ほど会った人たちもそうではありませんでしたか？」

「……言われてみりゃ、そーだったな」

　ラインハルトの注釈に、フェルトは記憶に新しい町の住民の容姿を思い浮かべた。彼の言う通り、出会った相手はみんなが茶髪、年配者に白髪がいたぐらいだ。

「けど、それがどーしたってんだよ」

「つまり、この若造はこう言いたいわけじゃ。この子の髪と目の色は王都由来……この辺りで生まれたにしては、曰いわくありげな特徴じゃと」

「ロム殿の言う通りです。僕の、杞き憂ゆうなら良いのですが……」

　思わしげにこぼしたラインハルト、彼の推測にフェルトは腕を組む。首をひねり、軽く唸うなり、それから「あーっ」と頭を掻かき毟むしった。

「ごちゃごちゃうっせーな！　結局、何が言いてーんだよ！」

「イリアのことは、単に捨て子を拾っただけの問題に収まらない可能性が。そこで、フェルト様にお尋ねします」

「あんだ」

「フェルト様はイリアを連れ帰って、どうされたいんですか？」

　ラインハルトの静かな問いかけに、フェルトは軽く息を詰めた。息を詰めたまま、視線はロム爺の腕に抱かれるイリアへ向く。赤ん坊は変わらず、ロム爺の腕毛に夢中だ。周りの人間が、自分のために話し合っているなどと気付きもしない。

　親に捨てられ、屋敷に置き去りにされて、自分の今後を決める力もなくて──、

「──フェルト様、ご決断を」

　考え込むフェルトに、ラインハルトが決断を促してくる。

　ここでラインハルトがフェルトに判断を仰ぐのは、彼なりの尊重の表れか。もしくはこの状況にかこつけ、フェルトを試しているのかもしれない。

　フェルトがロム爺じいや自分に頼らず、自身で答えを選び取ることができるのかを。

「だとしたら、腹立つヤローだな」

「は？」

「何でもねーよ。それで、このガキをどうしてーか、だったよな」

　ラインハルトの思惑はどうあれ、フェルトの腹は決まっている。頬ほおを歪ゆがめ、フェルトは悪童めいた笑みを浮かべると、イリアを指差した。

「アタシは、このガキについちゃ別に何にも思わねーよ。ただ、ガキを置き去りにしてった親にはムカついてる。だから、見つけ出して、お話してやりてーな」

「お話、ですか？」

「そうだ、お話だ。アタシも、ガキを捨てる親の気持ちはいっぺん聞いてみてーと思ってたんだよ。なんで、話してみてーな」

　言い切り、フェルトは頬を盛大に歪めた。

　話してみたい。子を捨てた親に、どんな気分なのかと。そのためにも──、

「このガキは、親ビビらせるために手元に大事に置いとかねーとな！」

「────」

　胸を張ったフェルトに、ラインハルトは押し黙った。彼以外、周りにいた面々も言葉を発さない。ただ、全員の顔つきはともかく、目は大体共通している。

　有体に言って、生温かいものを見る瞳ひとみだ。

「なんつー目ぇしてんだよ、テメーら！　アタシになんか文句でもあんのか!?」

「儂わしの責任じゃが、素直でないのも考え物じゃな……」

「うるせーな!?　アタシは本気だっつの！　妙な言いがかりつけんな！」

　ロム爺のふやけた顔に、フェルトがうがーっと噛かみつく。しかし、そんなフェルトの勢いは、またしても赤子には過酷すぎて──、

「ぁぁぁぁぁ──っ!!」

「あー、チキショー！」

　と、夕ゆう餉げの前の食堂から、再び屋敷中に赤ん坊の泣き声が響き渡った。





　　　　５






　泣き疲れたイリアが眠ったのは夜も更け、深夜に差しかかる頃だった。

「が、ガキってすげーな……。こんなちっこい体のどこにこんな体力があんだよ……」

「お体の小ささの話でしたら……」「おまいう」

　ぐったりと、疲れ果てた顔でフェルトがソファに横たわってぼやく。そのぼやきに双子が声を合わせると、フェルトは二人の方を睨にらみつけて、

「うるせーな。アタシよりちっこいお前らに言われたくねーよ。お前らいくつだ」

「今年で十二になります」「独り立ちの時期」

「二人でいんだから独り立ちはしてねーだろ。それにしても……」

　胸を張っていた双子がフェルトの言葉に「言われてみれば……」「盲点」と驚いている。それを無視し、フェルトは視線を部屋の奥へ向けた。

　談話室のテーブル、その上に籠が置かれ、隣には作業するラインハルトの姿がある。その彼が何をしているのかというと──、

「お前、赤ん坊のオシメまで替えられんのか。何でもできんな」

「何でも、は買い被かぶりですよ。オシメのことは昔、知人の赤ん坊の世話をさせてもらったことがありますから。その経験です」

「へー、お前が赤ん坊の世話ねえ」

　意外な印象を受けたフェルトが横になったまま頬ほお杖づえをつく。と、その視界の端で双子がほんのり頬を染めてもじもじしているのが見えた。

　その反応に怪け訝げんな顔をして、フェルトは双子とラインハルトを交互に眺めながら、

「──あ！　さては、その知人の赤ん坊ってお前らか！」

「フェルト様、そんな恥ずかしいことを……」「恥辱の極み」

　頬を赤らめたまま、双子はフェルトの意見をもじもじと肯定する。その態度に確信を得ると、ラインハルトが「バレましたか」と苦笑した。

「ええ、そうです。フラムとグラシスとは、二人が赤ん坊の頃からの付き合いで……」

「テメー、赤ん坊にまで手ぇ付けてやがったのか……！」

「待ってください。さすがに、それは僕にも弁明の機会をください」

「はっ、冗談だよ。テメーがアタシを監禁してたことと、こっちの二人が赤ん坊の頃にオシメ替えてたこととは別だ。今、別の赤ん坊のオシメ替えてることともな」

　突き付けていた指を下ろし、フェルトはその指の先端に息を吹いてそう言った。その言葉に「ホッとしました」と答え、ラインハルトは手を引くと、

「これで、無事に取り替えはできました。フラム、グラシス、覚えたかい？」

「はい、若様。完璧です」「オシメの達人……」

「頼りになるよ。それじゃ、毛布と敷布を取り換えよう。ただ、使い慣れたものでないとぐずるかもしれないから、ひとまず、元の毛布も一緒にしてあげるんだ」

　テキパキとしたラインハルトの指示に、フラムとグラシスは一礼して談話室を抜け出した。部屋には他の面子メンツはいないため、この場に残されたのはフェルトとラインハルトの二人だけ──眠るイリアも加えれば三人か。

「男連中……ロム爺じいは別だけど、アイツらは役に立たねーからよ」

「イリアの世話は無理でも、親探しの力にはなってくれるはずです。明日はあの三人にも足を使って手伝ってもらおうかと」

　籠に手を添えたラインハルトが、フェルトの評価に三馬鹿を擁護する。独り言のつもりだったフェルトは顔をしかめ、「明日か」とその話題に乗っかった。

「それで大丈夫かよ？　捨て親だぜ。早々に逃げちまうかもしんねーぜ？」

「町の人間と、竜車の停留所には話をしてあります。旅装の人間や、イリアと特徴が似通ったものを見かければ呼び止め、報告するようにと。それと、町の妊婦の方も確認しておきました。残念というべきか、イリアの母親らしき人はいません」

「……お前がそんだけ働いちまって、あの三人がやることあんのか？」

　疑惑の眼まな差ざしになり、フェルトはラインハルトの働きぶりに軽く困惑する。

　そもそも、夕食後のイリアの世話をしていたのも主にラインハルトだ。その彼に、今の発言内容通りの活動をする時間がどこにあったのか。

「もし、気が引けるようでしたら、フェルト様もオシメを取り替えてみますか？」

「あー、気が向いたら。やり方は適当に覚えたし」

「それはよかった」

　頷うなずくラインハルト、その白々しさにフェルトは唇を尖とがらせる。

　フラムとグラシスに教えるふりをして、ラインハルトはフェルトにもオシメ取り替えの手元が見えるように作業していた。フェルトも、さすがにラインハルトに押し付けっ放しは気が咎とがめると、最初から教わるつもりではいたが。

「アタシが言い出せるはずねーってのもお見通しか。クソ、腹立つ」

「どうかされましたか？」

「何でもねーよ。……いや、何でもなくねー。実際のとこ、お前はどう思ってんだ？」

「フェルト様？」

　頬ほお杖づえをつくフェルトの言葉に、ラインハルトが眉まゆを上げた。フェルトはソファに寝そべるだらしない姿勢のまま、空いた手で自分の頭を掻かくと、

「赤ん坊拾ったのも、親探すっつったのも、世話させてんのもアタシの勝手だ。お前はアタシに選ばせた。けど、お前はどう思ってんのかってよ」

「────」

「言っとくが、お前の考えにアタシの意見は入れんなよ。アタシはアタシだ。テメーはテメーだ。そこは分けろ。じゃねーと、気持ちわりーから」

　足を振り上げ、下ろして勢いをつける。ソファで上体を起こし、フェルトは正しい姿勢でラインハルトに向き直った。その視線の先で、ラインハルトは片目をつむる。

　それから、彼はフェルトを見ながら、イリアをそっと手で示して、

「僕は仮に、フェルト様が赤ん坊を捨て置けと言っていたとしても、それに従っていたと思います。この場合、真に正しい答えはありませんから」

「そりゃ、お前の意見じゃなくて……」

「そして、フェルト様に隠して、こっそりとイリアの親を探したり、屋敷のどこかに匿かくまっていたと思いますよ」

「ああん？」

　両手を広げ、ラインハルトが柔らかく微笑する。その笑みに唖あ然ぜんとなって、フェルトは自分が彼に担がれたのだと気付いた。

　瞬間、フェルトは込み上げてくる怒りに顔を真っ赤にして、

「おま……」

「フェルト様、イリアが」

「ぐ……っ！　お前、調子に、乗んな、よ」

　怒鳴り声を上げかけ、二度の反省からフェルトは寸前でそれを堪こらえる。ただ、怒りはそのままにラインハルトを睨にらみ、文節で区切りながら激発を伝えた。

　結局、ラインハルトの思惑通りの流れだ。フェルトがどうあろうと、ラインハルトは赤ん坊のために尽力した。それが、彼自身の願いかは別として。

「テメーがそれをすんのは、その方が赤ん坊のためだからとかってやつか」

「確かに、助けを必要とする人を助けるのは僕の本懐でもありますが、この場合、赤ん坊に手を貸すのに難しい理屈は必要ないのではありませんか？」

「────」

「それに、個人的なことを言わせていただければ……」

　その、個人的という響きにフェルトの眉まゆが上がった。

　ラインハルトが、個人的な意見などと前置きすることは滅めつ多たにないことだ。そしてそれこそが、この場でフェルトがラインハルトに求めていた返答でもある。

　そんなフェルトの期待に、ラインハルトは薄く微笑ほほえむと、

「フェルト様と意見が一致したのは、騎士としての誉ほまれだなと」

「──んなっ」

「王選の場で、フェルト様に命じていただいた瞬間を思い出しました。僕も、やはり可能なら主あるじの意向には沿いたいものですから」

　真っ向から恥ずかしげもなく言われ、フェルトは口をパクパクとさせた。フェルトの反応を前に、ラインハルトは普段通りの態度で肩をすくめる。

　してやったりでもなく、適当に話を合わせたわけでもない。紛まぎれもなく彼の本音なのだろうが、それが本音なあたりがフェルトの激震の原因だった。

　だからフェルトは、その激震のままにくわっと歯を剥むいて──、

「──テメー、ホントにそういうとこ気持ちわりーんだよ!!」

　フェルトの盛大な怒鳴り声が、アストレア邸の屋敷中に響き渡る。

　そして、その一拍後に。

「ぁぁぁぁん──!!」

　と、反省を忘れた報いに、屋敷を揺るがす大泣き声が夜を塗り潰していった。
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　──アストレア邸が激震に揺れる深夜、同時刻。




「──女と、赤ん坊は見つかったか？」

　低い声が、照明の乏しい一室を重苦しく通り抜けた。

　年齢を感じさせる声色は、しかししゃがれてこそいるが力強い。それは長年、人の上に立つことを続けたものにだけ宿る、貫かん禄ろくと呼ばれる部類の力だ。

　必然、声の主には下につく人間がいる。そのことを証明するように、男の問いかけに複数の息遣いが部屋の空気を揺らした。

「申し訳ありません。いまだ、行方を追っている最中です。すでに、この街にいないことは間違いないようで……」

「探せ。行き先に見当はついているのか？」

「頼れる相手はいない。遠くまでいく路銀もないはず。となると、近くから虱しらみ潰つぶしに当たっていくのが定石ですが」

「時間がかかりすぎるな。絞れ。──ハクチュリからだ」

　部下らしき人物の報告に、声の男は一瞬の判断で指示を下す。それを受け、部屋に動揺の気配が広がるが、報告を上げた部下は静かに腰を折り、

「了解です。すぐに人を送ります。少々、手荒くなるかもしれませんが……」

「構わん。優先すべきは確保だ。女の方が戻らなかったとしても、赤子は連れ帰れ」

「では、そのように。──いくぞ」

　恭しく応じ、それだけ言い残して部下は他の人間と共に退室していく。部屋の扉が静かに閉まると、薄暗い部屋に残ったのは男が一人だけ。

　男は椅子を軋きしませて立ち上がり、背後にあった窓に歩み寄ると、外を眺めた。

「──どこにいったやら」

　窓の外に広がる光景、そこには夜の都市──五大都市の一つ『フランダース』、その市街地が見える。男の部屋は、その街を一望する高みにある豪邸だった。

　その最上階の一室で、男は机の引き出しから葉巻を取り出し、火を付けた。わずかな火の灯あかりに、皺しわの深い男の顔かお貌かたちが露あらわになる。

　すでに色褪あせつつある、金色の髪。そして、暴力的な気配に満ちた青の瞳ひとみ。

「必ず見つけ出すぞ、イリア」

　そんな男の漏らした声が、フランダースの黒い星空へ呑のみ込こまれ、消えた。





　　　　７






　ここ数日、ハクチュリの町で日課となっていることがある。

　それは町の高台に位置する領主の屋敷、アストレア本邸から届く赤ん坊の泣き声と、男女の激しい言い争いを耳にすることだ。

「ぁぁぁぁん──っ！」

　力一杯、全身を使って泣き叫ぶ赤ん坊の声に、町の人々は作業の手を止める。そして互いに顔を見合わせ、「また始まった」と笑って仕事に戻るのだ。

　それがここ数日の、ハクチュリの町の日常の一部であった。




「──フェルト様、あまりこうしたことを何度も言いたくはありませんが、今一度、しっかりと話を聞いてください」

　堅苦しい前置きをして、ラインハルトが真剣な顔で切り出した。

　普段から温厚な彼には珍しく、その声には強い力が入っている。それはラインハルトが感情的になっているからではなく、そうしないと声が届かないからだ。

　なにせ今、屋敷中に響き渡る勢いで赤ん坊が泣き続けているのだから。

「ぁぁぁぁん──っ！」

　泣き喚わめく赤ん坊、イリアは全力で人生への不平不満を訴えている。

　屋敷で預かると決めて数日、フェルトたちは手を尽くしてイリアの世話をしているのだが、イリアは自分が赤ん坊であることを盾に歩み寄る姿勢が全く見られない。

　もちろん、赤ん坊相手にそこまで大人げないことを言いたくはないが──、

「いくら何でも泣きすぎだろ！　一日中、ずーっと泣いてんじゃねーか！」

「一日中は言いすぎです。実際の頻度は数時間置きですよ。ただ、赤ん坊には朝と夜の区別がないので、そう感じやすいだけです」

「そんな細けーことアタシが気にしてる風に聞こえたか？　そんなこと言ってる暇があんなら、とっととその面見せて泣きやませろよ」

　両耳を塞ぎながら、フェルトが投げやりにラインハルトに命令する。しかし、その命令にラインハルトは「いいえ」と首を横に振った。

「今、僕が泣きやませるのはその場しのぎでしかありません。根本的な解決がなされなければ、イリアは何度も泣き濡れることでしょう。僕にはそれは耐えられない」

「悲劇ぶってんじゃねーよ。根本的な解決って何の話だ！」

「それはもちろん、フェルト様にあります。今、イリアが泣いている理由ですよ」

「アタシ？　アタシのせいってか？　アタシに何の問題が……」

「見てください」

　心外だと苛いら立だつフェルトに、ラインハルトは寝台に寝そべるイリアを指差した。

「イリアのオシメです。替えたのはフェルト様のはずですが……これではあまりに穿はかせ方が雑ではありませんか。イリアがむず痒がゆくなって当然ですよ」

「別にいーだろ、オシメなんざ尻が隠れてて、漏らしたもんが外に出なけりゃよー」

　唇を曲げて、フェルトはラインハルトの言い草に反論する。確かにイリアのオシメと呼ぶべき布はかなり適当に巻かれているし、巻いたのがフェルトなのも事実だ。

　だが、それを言い出せば、そもそもオシメを替えさせられている状況がおかしい。

「フェルト様……もっと、イリアの気持ちに寄り添ってください。でなければ、王座を目指す道のりは遠のくばかりとなってしまいます」

「テキトーなこと言ってんじゃねーよ！　王様とオシメが関係あるか!?　テメー、アタシにオシメ替えられるガキの気持ちになれってのか！　変態ヤローが！」

　ラインハルトの言い分を極論にすり替え、フェルトは自分の頭を掻かき毟むしった。

「大体、なんでアタシが面倒見なきゃなんねーんだよ！　あの双子は！　三馬鹿連中はどこいった！　何してやがる！」

「フラムとグラシスには屋敷の雑務があります。ラチンスたちには、イリアの親探しに足を使ってもらっている最中で、ロム殿のことはフェルト様がご存知でしょう」

「むぐぐ……」

　ラインハルトにやり込められ、フェルトはぐうの音も出ない。その間、ラインハルトはイリアに「大丈夫かい？　今、心地良くさせてあげるからね」などと言いつつ、適当なオシメを優しく穿はき直させてやっていた。

　ラインハルトの言葉は癪しやくだが、今、ロム爺じいはこのアストレア邸を離れている。なんでも王都の外にいる知人に会いにいくとかで、忙せわしなく単独行動中だ。

　結果、ロム爺がいない上に赤ん坊の世話と、フェルトの精神は消耗する一方だった。

「なので、今、手が空いているのは僕とフェルト様だけなんですよ」

「それなら、三馬鹿の代わりにテメーが親探しにいけば……」

「あの三人にはイリアの世話は難しいですし、そうするとフェルト様がお一人でイリアの相手をすることになりますが、よろしいのですか？」

「アタシが何をした……！」

　頭を抱えて、フェルトはオシメを替えて上機嫌のイリアの様子に嘆息する。

　イリアがアストレア邸へきて五日目、赤ん坊の暴君ぶりは悪化の一途を辿たどっている。周囲をこれだけ振り回していても、当人は天使のような笑顔を振りまいていれば許されるのだから気楽なものだ。自分を王様とでも勘違いしてやいまいか。

「とっとと親を見つけねーと、見つかった親に何しでかすか、アタシはアタシが信じられなくなってきてんぞ」

「そんなときは、このイリアの顔を見てください。無む垢くな姿に心が洗われて、自然と気持ちが楽になってはいきませんか？」

「今まさに、アタシを追い詰めてる原因がこの笑顔なんだよ」

　ラインハルトには何でも反射的に言い返したくなるのだが、今回に限ってはそればかりが原因ではない。まさに朝も夜もなく、命を主張する赤ん坊には勝てない。イリアの親は生活の困窮ではなく、夜泣きが理由で子を捨てたのではと思わされるほどに。

「ったく、だとしたら勘弁してくれよな……」

　夜泣きを理由に赤ん坊を捨てられては、世の中捨て子だらけになる。王様になるならない以前に、自分の暮らす国がそこまで世知辛い状態とは思いたくない。

「あー、いい天気だー」

　イリアをあやすラインハルトを尻目に、フェルトは窓の外の景色をボーっと眺めた。視界には青い空と白い雲、眼下に広がる牧歌的な風景。

　特に心安らぐわけではないが、夜泣きの寝不足もあって「ふわ」と欠伸あくびがこぼれる。

「イリアの隣でお休みになるなら、子守歌を歌いますが」

「ガキ扱いすんな。蹴り飛ばすぞ」

　背中越しに欠伸を感知されて、後頭部に目でもついているのかとフェルトは悪態をつく。窓枠に寄りかかり、金の前髪に風を浴びせて眠気に身を──、

「──ん？」

　そよ風と陽光に目を細めたフェルトは、ふとした違和感に喉のどを鳴らした。

　高台から見下ろせる風景に、こそこそ人目を忍ぶ人影が見えたのだ。その相手はフェルトが気付いた途端、大慌てでこちらに背中を見せ、走り出した。

「なんだ、あのヤロー！」

「フェルト様!?」

　瞬間、フェルトは窓から外へ飛び降りる。その即断にラインハルトが驚くが、庭に着地するフェルトには一歩届かない。四肢をつき、坂下を睨にらみつけるフェルトの視界に、遠ざかりつつある男の背中が映る。それを追い、走り出そうと──、

「フェルト様、何かあったならご用命を。それが僕の役割です」

　刹那、すぐ横に現れたラインハルトがフェルトの肩を掴つかんでいた。一瞬、振り払おうとしたが、フェルトは脊髄反射の拒絶を却下。状況を弁わきまえ、坂下を指差した。

「妙なヤローが屋敷を眺めてやがった。捕まえてこい！」

「はい！　イリアをお願いします」

　命令を受け、ラインハルトが腕の中のイリアをフェルトへ預ける。

　軽くて熱い赤ん坊の体を受け取ると、その直後にラインハルトの姿が風になった。そのまま地を蹴り、ものの一秒で男の背中へ追いつく。男も逃げ足には自信があったらしいが、その逃げ足もフェルト以下、ラインハルトに敵かなうはずもない。

　なにせ二ヶ月以上、一度としてフェルトが抜けなかった鉄壁人間なのだから。

「おー、決まった決まった」

　イリアの脇の下に手を入れ、その足をぶらつかせながらフェルトは頷うなずいた。

　視線の先では砂煙が上がり、男が抵抗もできずにラインハルトにねじ伏せられている。早業すぎて何をしたのかもわからないが、そのことに何の感想も湧かない。

　そのままイリアを揺すりながら待っていると、ラインハルトがその相手の首根っこを引きずって悠々と戻ってくる。

「フェルト様、こちらに」

　息も乱さず、ラインハルトは引きずってきた男を地面に転がした。目立たない風貌をした中年男だ。彼は目を白黒させ、ラインハルトを震える目で見つめた。

「う、噂うわさ以上の化け物かよ、あんた……」

「そう呼ばれることには慣れているけどね。今の僕は、フェルト様の騎士だ」

「それ、言われるたんびに答えるのやめろ。耳がかいーから」

　律儀なラインハルトの回答に舌打ちして、フェルトは震える男に視線を合わせた。引きつった笑みを浮かべる男に、首を傾かしげてみせる。

「勘違いだったらわりーんだが、じろじろこの屋敷を監視してやがったよな？　ありゃ、いったい何のつもりだったんだよ？」

「へ、へへ。そりゃ、『剣聖』が戻ったって聞いて、一目拝もうって好奇心で……」

「ラインハルト、こいつの指とか好きにしていいぞ」

「待て待て待て待て！　怖い怖い怖い、なんだそれ！　何する気だよ！」

　フェルトがラインハルトをちらつかせると、慌てふためく男の顔が蒼そう白はくになった。

　もう十分、ラインハルトの恐怖は味わったのだろう。これ以上は御免だと泡を食った男の様子に、ラインハルトは自分の眉み間けんを揉もんだ。

「フェルト様、今のはまるで僕がとても危険な人物のように思われたのですが……」

「それがフツーの感性ってヤツだ。アタシの気苦労を少しは思い知れ」

　困り眉まゆのラインハルトに肩をすくめ、フェルトは男に八重歯を見せて笑った。

「ともあれ、テメーの番だ。どこの誰で、何しにきた？　さもねーと」

「さ、さもないと……？」

「ラインハルトをけしかける」

　冷酷なフェルトの宣言に、もはやラインハルトも抗弁しない。彼は苦笑し、「それも騎士の務めならば」と酷な命令を受け入れる姿勢だ。

　その連携に脅し以上の何かを感じ取り、男は大慌てで叫んだ。

「わかった！　わかりました！　俺は『黒くろ銀ぎん貨か』の人間だ！　上に言われて、赤ん坊を捜してたんだよ！」
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「──『黒銀貨』、ね」

　洗いざらい全部吐く、と観念した男の話にフェルトは額ひたいに手をやった。

　正直、王都育ちのフェルトは王都の外の事情にはそれほど詳しくない。それでも、『黒銀貨』と呼ばれる連中が何者で、何を生業なりわいにした集まりなのかは想像がついた。

「『黒銀貨』は五大都市のフランダースを拠点とした組織です。表向きは都市の酒場だったり、地竜の竜具関係のまとめ役という話ですが……」

「実態は街の裏の顔、黒社会のてっぺんってんだろ。よくある話じゃねーか」

　王都にも、名前は違えど実態は同じような存在はいた。フェルトは関わらないようにしていたが、全くの無縁でいられないのも社会の狭さというやつで。

「ただし、それ以上のことは下っ端も知らされてねーか。『黒銀貨』の誰が、何の目的でイリアを捜してるかってのはわかんねーと。それに……」

「イリアが、どうして当家に置き去りにされたのかも不明ですね」

　結局、イリアが狙われている以上の情報は得られなかったに近い。捕まえた男は簀す巻まきにして倉庫に転がしてあるが、その処遇も問題だ。

　あとは、『黒くろ銀ぎん貨か』の本拠地に直接乗り込み、ラインハルトを盾に全てを聞き出すなんて乱暴な手段もあるが、それもあまりやりたくはなかった。

　ラインハルト頼みになるのが癪しやくだから、だけではない。それが抜本的な解決に繋つながるとはどうしても思えなかったからだ。

「つっても、このまんまじゃ手詰まりなんだよな……」

　どうしたものか、とフェルトはソファに沈み込むように体重を預ける。その傍そばに控えるラインハルトは、寝床ですやすやと眠るイリアに慈しむ目を向けていた。

　停滞を打破するための行動を。と、そんな風にフェルトが考えたいたところだ。

「おらー！　オイラたちのお帰りだー！　両手上げてバンザーイって歓迎しろー！」

「……あの馬鹿共」

　屋敷の玄関の方から、調子に乗った甲高い声が二階まで届いた。

　十中八九、親探しを命じたはずの三馬鹿の一人だ。その無駄な勢いにイリアの寝顔が歪ゆがむのが見えて、フェルトは舌打ちして部屋を出た。玄関に向かい、眉まゆを立てる。

「うるせーな、バカ！　イリアが起きんだろーが、静かにしろ！」

「今のお前に言われたくねえし、そんなこと言っていいのかよ？　オイラたちに！」

「あぁ？　何言って……」

　怒鳴ったフェルトに胸を張り、いやらしく笑ったのはカンバリーだ。彼は小柄な体を目一杯使い、怪け訝げんな顔をするフェルトに玄関の方を示す。

　すると、そこへ現れるラチンスとガストンの二人──そして、彼らに連れられてやってくる、灰褐色の髪を長く伸ばした美しい女性だった。

　年齢は二十歳はたちそこそこ、柔和な雰囲気の女性だ。領主の屋敷の雰囲気に気け圧おされ、恐縮した様子でおどおどと周りを見ている。

　そして、彼女は正面に立つフェルトの視線に気付くと慌てて頭を下げた。

「────」

　その女性の様子に、怪訝にしていたフェルトの眉み間けんの皺しわがより深くなる。

　怯おびえた女性、勝ち誇る三馬鹿、とにかく三馬鹿、こいつらはチンピラである。

「ラインハルト、全員ふん縛れ」

「はっ」

「は、じゃねえよ！　もっとちゃんと見ろ！　これが、あのガキの親だ!!」

　即断に即応が重なりかけるが、それもラチンスの叫んだ言葉の前に消し飛ばされる。

　今、ラチンスはなんと言ったのか。この女性が、イリアの母親と。

「イリアの母ちゃんって……それが、どーやってわかったんだよ？」

　嬉うれしい発見には違いない。が、ぬか喜びは御免だ。ラチンスたちの早とちりの可能性も高い。そんなフェルトの疑念に、ラチンスは「へっ」と頬ほおをつり上げ、

「鈍い奴やつは気付かねえが、オレは服見てすぐピンときたね。普通、親がガキ捨てる理由ってのは金だ。だから、捨てられるガキってのは小汚ぇもんだが、そのガキは服も籠も綺き麗れいなもんだった。変だなって一目でわかったぜ」

「こいつ、地味に生まれと育ちがいいんだよ。俺らと違って」

　ラチンスの講釈に、隣に並ぶガストンが注釈を入れる。その内容にラチンスは「今、関係ねえだろ」とバツの悪い顔をして、すぐ咳せき払ばらいする。

「で、捨てる理由は金じゃねえし、置いてったのは『剣聖』の家……となりゃ話は簡単だ。命が危ねえんだ。親は、そのためにガキを置き去りにした」

『剣聖』の家に拾われることになれば、追っ手にかかる心配は激減する。実際、『黒くろ銀ぎん貨か』の刺客は退けられた。推測が正しければ、思惑通りの展開になっている。

「そこまでわかったのはすげーけど……その先は？」

「ガキを『剣聖』に拾わせて親はどうする？　ガキのための囮おとりになって遠くにいく！　竜車の停留所見張らせるって考えは悪くねえが、オイラたちはそのさらに一歩先をいった！　遠乗りの竜車に照準を合わせて、最後の決め手はこいつだ！」

　いちいち大げさな挙動を入れ、最後にカンバリーが両手を正面に突き出した。しかし、フェルトにはその決め手とやらがわからない。首を傾かしげる。

「よーっく見ろ、よーく！　これだよ、これ！」

「これって……んん？」

　カンバリーの主張に歩み寄り、フェルトはようやく気付く。彼の突き出す両手に、何やら細長い糸が握られて──否、糸ではない。それは、人の髪の毛だ。

　灰褐色の、長い髪の毛。それを握り、カンバリーはフェルトに勝ち誇った。

「あのガキの籠に残ってた、別の誰かの髪の毛だ！　ガキとは髪の色がちげーし、となるとこれは置いてった親！　それも母親の髪の毛ってことに……」

「なんか気持ちわりー見つけ方だな……」

「それがここまでやったオイラたちへのねぎらいか!?」

　フェルトの端的な感想に、カンバリーが手にした髪の毛を千切って目を剥むく。が、フェルトはすぐに「わりーわりー」と笑って手を振った。

「どうあれ、お手柄だ。けど、それだけでもまだ不十分じゃ……」

「余よ所そ者もの、髪の毛の一致、遠乗りの竜車。そんで、トドメに」

「────」

　フェルトの言葉を遮り、ガストンが指折り並べて、最後に女性を顎でしゃくった。その仕草に改めて女性を見て、フェルトも気付く。

　立ち尽くす女性の首から胸にかけて、服に隠れて包帯が巻かれているのだ。

「娘だけじゃなく、母親も危なかったって話か……おい、双子！」

「お呼びですか」「フェルト様お呼ばれ」

　舌打ちしたフェルトの呼びかけに、文字通り湧くようにフラムとグラシスが現れる。その得体の知れない動きに三馬鹿がギョッとし、女性も目を丸くした。

　しかし、フェルトはそれを当然のように受け入れ、

「あのケガの手当ての準備しとけ。アタシのオシメの穿はかせ方じゃねーんだ。あんな不格好な包帯の巻き方、見てられっかよ」

「まあ、フェルト様ったらご自覚が」「己おのが罪に焼かれよ」

「うるせーよ」

　双子は口に手を当て、フェルトに軽口を飛ばしてから女性の下へ。そして彼女の手を取ると、恐縮する女性をひとまず応接間へ連れてゆこうとする。

「あー、その前に、だ。アンタ、名前は？」

「────」

「名前だよ、名前。娘にもあんだ。アンタにも名前はあんだろ？　それぐらいは……」

　言えよ、と続けかけたフェルトに、女性は自分の喉のどを指差した。それから、ゆっくりと首を横に振って目を伏せる。──話せないと、仕草で示して。

「傷と、用があるって声かけたら観念したんだよ。最初はオレらのこと、追っ手の方だって勘違いしたみてえだったけどな」

　応接間へ向かった女性が見えなくなり、ラチンスがフェルトにそう話しかける。彼の言葉にフェルトは「そーだろな」と鷹おう揚ように頷うなずいた。

「どう考えても、『剣聖』の家にいるってヤツの面構えじゃねーし。……でも、見っけてきてくれてありがとーよ。助かった」

「──。へっ！」

　一瞬、フェルトの褒め言葉にラチンスは呆あつ気けに取られ、すぐに笑みを浮かべる。その様子を後ろでガストンとカンバリーの二人も共有していた。

　そして、この場で最初から最後まで、状況に取り残されていたのは──、

「──で、お前はなんだってそんな間抜けな顔してんだよ、珍しい」

「……正直、驚いていました」

　振り返ったフェルトの問いかけに、ラインハルトが躊躇ためらいがちに答える。

　女性の登場、ラチンスたちの手柄、双子の仕事──いずれも、ラインハルトは無言でそれらを見届けた。その心中、どうやら珍しく驚きが占めていたようで。

「どーだ？　案外やるもんだろ、貧民街のチンピラだってよ」

「────」

「つっても、今度のはアタシも予想外だったんだけどな。ま、たまにはテメーより連中の方が役に立つ場面があるってわけだ。万能でもねーな、『剣聖』」

　頭の後ろで手を組み、フェルトは底意地悪い笑みをラインハルトへ向けた。その笑みにラインハルトは短く息を吐くと、「ですが」と言葉を継いで、

「あの女性が本当にイリアの母親かはわからないのではありませんか？　話ができない以上、彼女からはまだ何も聞けていません。これでは……」

「証拠、証拠ね。それなら楽勝だろ」

　いらぬ心配をするラインハルトに、フェルトは片目をつむって言った。

「イリアに会わせりゃいいんだよ。そーすりゃ一発だ」





　　　　９






「ぁー」

　母の腕の中でご満悦のイリア、その姿にラインハルトも素直に自分の敗北を認めた。

「敗北だなんてとんでもありません。こうして、イリアが無事に母親の胸の中に戻ることができた。望外のことです。僕たち全員の、いえ、イリアの勝利ですよ」

「なんか、その言い草がうるせーな……。とにかく、これではっきりした」

　応接間、中央のソファに腰掛ける女性はイリアの母親だ。

　それは彼女に抱かれたイリアと、そのイリアを見つめる女性の慈しみの眼まな差ざしが証明している。そこは、疑う余地はないだろう。

「これだけ愛いとおしげに娘を抱く女性が、イリアを捨てたがるはずがない、か」

「あと、美人だしな」「おお、それ大事な」「オイラ、年上も大歓迎だし」

　ラインハルトの納得に、三馬鹿の低俗な判断が重なって価値が下がった気がした。

　その余計な一言を差し込んだ三人が、フラムとグラシスに睨にらまれて小さくなる。それを横目にフェルトは鼻を鳴らし、ラインハルトに目を向けた。

　すると、彼はフェルトの視線に恭しく頭こうべを垂れ、

「ご安心ください。僕はフェルト様の騎士、その忠義は揺るぎません」

「何も言ってねーのに心配してたことにすんな。あと、今はアタシより、イリアとその母ちゃんの方を心配してろ。今はな」

　女性が『剣聖』を頼ったなら、その望み通りにしてやるのが今は一番いい。

　女性のケガの手当ても無事に済み、今は人心地ついたところだ。この辺りで一つ、女性を傷付け、イリアを危険に晒さらした相手について詳しく知りたいところだが。

「これで、単に旦那が嫁と娘に暴力振るってたってだけなら楽なんだけどな」

「楽だなんてことは。それは、この世で最も辛つらい悲劇の一つですよ」

「別に家族がギスギスしててほしいって話じゃねーよ。解決すんのが楽って話だ」

　妙な食いつき方をするラインハルトを窘たしなめ、フェルトは肩をすくめた。

　そう、問題が母娘おやことその夫、つまりは家族の中だけで完結していれば話は早い。とっちめる相手が一人で済むからだ。しかし──、

「──『黒くろ銀ぎん貨か』が絡んできてんだ。もうそれだけの話じゃねーんだよ」

「はぁ!?　『黒銀貨』ァ!?」

　親探しで大活躍したラチンスたちが、フェルト側の収穫を聞いて仰天する。

　手短に、フェルトは驚く三人に何があったかを説明した。イリアを狙った刺客があったことと、その刺客が『黒くろ銀ぎん貨か』の配下だったことなどだ。

　その話を聞いて、三人は「冗談じゃねえ……」と顔面を蒼そう白はくにした。

「お前、『黒銀貨』っつったら、五大都市の一つを仕切ってる顔だぞ、顔！」

「逆らう奴やつには容赦しねえし！」「逆らう馬鹿は川に浮かぶし！」

　相手が悪い、と必死に訴える三人。その言葉にフェルトも「そーだよな」と自分の金髪を乱暴に掻かきながら、

「相手がでけーと、こっちもやり方考えなきゃまともに話もできやしねーもんな」

「「「そういう話じゃねえし!?」」」

　三馬鹿が声を揃そろえたが、フェルトの方針は曲がらない。

「血路を切り開け、と言われれば僕の命を賭して役目を果たしますが……」

「それで解決する問題ばっかでもねーよ」

「はい。それは僕も痛感しています」

　力押しで解決できる問題なら、ラインハルトほど強力な手札はそうはない。しかし、現実はその手段ばかりを選ばせてもくれない。今がまさにそれだ。

「うん？」

　ふと、考え込んでいたフェルトは視線を感じて顔を上げる。その視線の主は、娘を抱いたままフェルトを見つめる母親だった。

　緑りよく翠すいの瞳ひとみに浮かぶ感情、そこにあるのは不安と期待、あとは困惑だ。

　その複雑な感情の原因は──、

「なんでアタシらが手ぇ貸そうとしてんのかわかんねーってか？」

　問いかけに、女性がこくりと頷うなずいた。

「勘違いすんな。アタシらは……少なくとも、アタシはアンタに手ぇ貸してやろーなんて思ってねーよ。アタシが肩入れすんなら、そりゃイリアの方だ」

「────」

「なんせ、何日も散々夜泣きに付き合わされてんだぜ？　いい加減、寝不足で爆発する寸前ってんだ。捨てた親見つけたら容赦しねーって思ってて……で、いざ母親が見つかってみたら面倒くせー事情があるときた。もうウンザリなんだよ」

　フェルトの言葉の強さに、女性が何を言われるのかと緊張に頬ほおを硬くする。が、その胸の中、イリアはフェルトに小さな手を伸ばし、能天気に微笑ほほえんでいた。

「ったく……」

　その姿に毒気を抜かれる。母親と違い、イリアにとっては普通のことだ。

　だって、イリアの前のフェルトはいつも、こんな風に小さい体を目一杯に怒らせて、感情的に声を張り上げていたのだから。

「アタシはイライラしてんだ。で、その原因に一言ぶつけてやらねーと気が済まねー。なぁ、オイ……アンタはどうなんだよ？」

　フェルト流の物言いに、女性は自分を指差して目を丸くした。

「いっぺんはガキ置いて囮おとりになろーとしたんだろ？　そんだけの真ま似ねされて、腹立ってねーのか？　逃げ回んなきゃなんねーことに腹は立たねーのかよ」

「────」

「お前の母ちゃん、負け犬の看板背負ってたってイリアに聞かせてーのかよ？」

「──っ」

　その挑発的なフェルトの言葉に、女性の表情が変わった。顔を赤くし、女性は目を見開くと、イリアを抱く腕だけは優しく、それ以外を強く硬くした。

　それは嫌だと、言葉ではなく全身で表明する。その姿にフェルトは笑い、

「双子！　紙と筆！」

「紙はこちらに」「筆はこちらに」

　両手を差し出したフェルトに、素早くフラムとグラシスが求めに応じた。紙と筆を受け取り、フェルトはそれを女性へ突き付ける。

「名前を書け。イリアの母親の名前と、父親の名前を、両方だ」

「────」

「一生に一度ぐれーはあるぜ。選ぶときがな。──今がそーだ」

　フェルトの言葉に、女性は目をつむった。そして、目を開けた女性がイリアをラインハルトへ差し出す。柔らかく赤子を受け取り、ラインハルトは息を呑のんだ。

　その眼前で、女性が紙に筆を走らせる。母親、自身の名前は『カリファ』と。そうして残った枠に男の名前、イリアの父親の名前が記されて──、

「──ドルテロ、それが父親の名前か」

「いやぁぁぁぁ──!!」

　その名前を読み上げた瞬間、後ろで三馬鹿が崩れ落ちた。

　裏返った悲鳴を上げた三人は、手を取り合って必死に嫌々と首を横に振っている。

「なんだよ！　さっきっからうるせーな！　せっかく上げた男が下がんだろ！」

「下がっても仕方ねえよ！　ドルテロ？　馬鹿か！　そりゃ『黒くろ銀ぎん貨か』のボスの名前じゃねえか！　ああ、そうか！　同じ名前なだけか！　紛まぎらわしいな！」

　よほど絶望的に思えたのか、ラチンスたちは必死に現実を書き直そうと努力する。が、女性──カリファはドルテロの名前に、家名を書き加えた。

「ドルテロ・アムル、だってよ」

「────」

　今度こそ打つ手なしと、三馬鹿はへなへなとその場に脱力した。どうやら、家名も彼らの知る『黒銀貨』のてっぺんと一致したらしい。

「つまり、イリアの素性は『黒銀貨』の頭目、その血縁……」

「どーりで狙われるわけだ……って、なんかおかしくねーか？」

『黒銀貨』のボスの娘を、『黒銀貨』の人間が連れ戻そうとすることに不思議はない。

　しかし、『黒くろ銀ぎん貨か』のボスの嫁──この場合、カリファは情婦か愛人だろうか。呼び方はどうでもいいが、彼女が身の危険を感じて逃げ出したことも事実のはずだ。

　それは連れ戻したい誰かの考えと、明らかに真逆の思惑が働いている。

「敵が『黒銀貨』じゃねーってんならわかる。けど、ふん縛ったヤローは『黒銀貨』からきたって話してやがった。なんでそうなる？　大体……」

「────」

「なんで、カリファは『黒銀貨』のボスを頼らねーんだ？」

　自分の愛人と娘が危機に陥れば、『黒銀貨』のボスも黙ってはいまい。イリアの身の安全を思えば、カリファもそうした判断に従うのが自然だ。

　それをしなかった。──否、できなかったとしたら。

「キナ臭くなってきやがったな。いっぺん、そのドルテロってヤツにガツンとかましてやりてーとこだが……」

「フェルト様のお考えはわかりますが、そう簡単にはいきません。相手が『黒銀貨』、それもその頭目となると、接触するには相応の用意が……」

「──今、ドルテロの話をしておったか？」

　そこへ、唐突にしわがれた声の乱入があって、応接間の全員が入口へ振り返る。そこに立っていたのは、人に会うとかで外出していたロム爺じいだった。

「ロム爺、帰ってきたのか！」

「ちょうど今な。それでドルテロがどうした？　それに、そっちの娘っ子も……」

　自分の禿はげた頭を撫なでて、ロム爺が見知らぬカリファの姿に眉まゆを顰ひそめる。

　状況も状況だ。屋敷の全員が一部屋に集まり、それぞれ難しく複雑な顔でいる。脱力した三馬鹿や、人の名前の書かれた紙を広げる双子、そして赤ん坊を抱くラインハルトと、ソファに胡坐あぐらを掻かくフェルト──ロム爺は「ふむ」と深く頷うなずいた。

「察するに、進展があったようじゃな。それとドルテロがどう関係する？」

「アタシからも聞きてーことがあんな。もし本気でそーなら、ロム爺最高だぜ」

　ぴょんとソファから飛び降りて、フェルトは軽快にロム爺に駆け寄った。そして、自分を見下ろす視線を真っ向から見つめ返し、

「ロム爺、『黒銀貨』のドルテロってヤツと知り合いなのか？」

「知り合いどころか、今さっき、儂わしが会いにいっておった相手がそのドルテロじゃよ」

「──やた！」

「おおい!?」

　片目を閉じたロム爺の答えに、フェルトが喜びのあまり飛びついた。その軽い体を慌てて受け止め、ロム爺は「なんなんじゃ」と呆あきれた顔をする。

「すげーすげーすげーよ、ロム爺！　やっぱり、アタシを助けてくれんのはロム爺だ！」

「そりゃ光栄な評価じゃが、いい加減に詳しい話をせんか……」

　フェルトを抱えたまま、ロム爺は欠けた情報を求めてラインハルトの方を見る。その視線にラインハルトはイリアを揺すり、

「フェルト様」

「ああ、聞いたろ？　──どーも、必要な鍵が全部揃そろったらしーぜ。あとはこの鍵使って何が見られんのか、きっちりアタシらで拝んでやろーじゃねーか」

　赤い瞳ひとみを輝かせ、会心の笑みを浮かべるフェルト。その彼女の笑顔にラインハルトは頭を下げて、それから言った。

「──今のフェルト様、イリアと全く同じようにロム殿に抱かれていますね」

「うるせーな！　さっさと支度しろ!!」
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「────」

　その一室に張り詰める空気に、フェルトは奇妙な既視感を覚えた。

　息の詰まるこの感覚は、大部屋の中に蔓まん延えんする異様な圧迫感が原因だ。

　厚みのある壁、あえて光量を絞った薄暗い照明、相手の威嚇を目的としたような厳いかつい調度品の数々と、客人を迎えておきながら座る椅子も用意しないあたり──そこまで考えて、フェルトは既視感の正体に思い当たった。

　──王城だ。

　王選で無理やり立たされた舞台、あの広間の空気に酷似しているのだ。

「つまり、敵だらけってこった。それはあんときと同じだけど……ま、今回は自分の足でここまできたかんな。それだけでだいぶ気分はマシだ」

「ご安心ください。何があろうと、フェルト様の身は……いえ、この場にいる全員、僕がお守りします。その際は抱き上げたとしても悲鳴は我慢していただきたく」

「テメーが隣にいて気分が曇るのは前とおんなじだな」

　ラインハルトのお約束の忠言に鼻を鳴らし、フェルトは悠然と腕を組んだ。そんなフェルトの返答に、これまたお約束ながらラインハルトが苦笑する。

　そんなお約束を交わせるあたり、二人の胆力は人並み外れていると言っていい。

　現在、二人が立っているのは五大都市『フランダース』、その一等地に立つドルテロ・アムルの豪邸の一室だ。言い換えれば、『黒くろ銀ぎん貨か』の心臓部でもある。

　当然だが、本来は突然の来訪者など門前払いされるのが自明の理。しかし、今夜、フェルトたちはこうして邸内に通され、黒社会らしい歓待を満喫していた。

　それが叶かなったのも──、

「──大変お待たせしました」

　大部屋の扉が開かれ、冷たい声と厳かな一礼がこちらへ向けられる。

　やってきたのは細身に黒いスーツを纏まとった男だ。全身から鋭い威圧感を放っており、蛇のような眼光が特徴的な人物だった。

　その蛇目の男は部屋の中、フェルトたちの後ろに立つロム爺じいの方へ視線を向けて、

「頭目がいらっしゃいます。……クロムウェル殿、今回は特例ですよ」

「すまんな、サーフィス。恩に着る。それに奴やつにとっても悪い話ではない」

「──なるほど」

　サーフィスと、ロム爺に呼ばれた蛇目の男。その視線がフェルトたちの同行者、イリアを抱くカリファへと向く。その温度のない瞳ひとみの裏に、サーフィスがどんな印象を母娘おやこに抱いたかは余人にはわからない。

　そしてその答えは、再び大扉が軋きしむ音に隠れて誰にもわからなくなる。

「────」

　その男が現れた瞬間、室内の空気が一段、二段と重くなったのを感じる。

　味にすれば苦く、色にすれば黒く、音にすれば低く、そんな威圧的な空気を振りまき、男は部屋の最奥、唯一、そこに置かれていた椅子に重々しく腰掛けた。

　煌きらめく金髪を後ろに撫なで付け、深い青の瞳をした人物だ。それはイリアの身体的特徴とぴったり一致している。──だが、それ以外の部分に大きな違いがあった。

　何な故ぜならその男の外見は、明らかに只ただ人びとのそれと異なっていたからだ。

「アンタ、亜人なのか」

「──いかにも。だが、この場で血が重要か？　人の娘」

「んや、別に？　まぁ、あんまり親の血が濃く遺伝しなくてよかったなとは思ったかな」

　カリファの腕の中、すやすやと寝息を立てるイリアを覗のぞいてフェルトは答える。

　そのフェルトの答えを聞いて、男は低く喉のどを鳴らした。

「肝の据わった正直な娘だ。──私も同意見だがな」

　不遜な答えに賛同し、男が自身の鼻──人の鼻ではなく、豚の特徴を持った鼻を触って愉たのしげに頬ほおを歪ゆがめた。その特徴、一目で彼が豚人族であるとわかる。

　──『豚王』ドルテロ・アムルの、異名通りの姿と威厳がここに鎮座していた。

「お互い、気持ちがわかり合えたとこで話を進めてーんだが……アタシたちがこうしてわざわざやってきた理由はわかってんだろ？」

「無論だ。──カリファ」

　フェルトの問いかけに重く頷うなずいて、ドルテロが無言でいる母子の母を呼んだ。その呼びかけにカリファは頬を硬くして、しかし気丈に男と視線を合わせる。

　男と女であり、父親と母親でもある二人だ。両者の間で交わされた視線、それが孕はらんだ複雑な感情は二人以外には窺うかがい知れないだろう。

「何故、逃げたのだ」

「────」

　その問いに、カリファは言葉で答えられない。

　言葉を尽くすことが、今の彼女には不可能だ。娘を『剣聖』の家に託して、自らを囮おとりにする判断を下した苦肉の策も、喉を潰された事実がそうさせたのだ。
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　そして、カリファがそうまで追い込まれた原因は他でもない。

「イリアを連れ、お前は逃げ出した。行方を追わせてはいたが、お前は戻るまいと。理由を聞く機会はないと思ったが、ここへ戻ったなら話せ」

　声の出ないカリファに、ドルテロの問いかけは酷だった。そして、その姿勢からすれば物事の裏側が見えてくる。──ドルテロの、老いた『豚王』の実情が。

「何な故ぜ、逃げた。『剣聖』を連れ、何故戻った」

「逃げた彼女を責めないでください。彼女は逃げるしかなかったのです。娘と共に命を狙われ、頼った先がアストレア家だった。それだけです」

　問い詰めるドルテロ、そこでカリファの代わりに口を開いたのはラインハルトだった。彼は母の腕の中、穏やかなイリアの寝顔を横目にしてから前に出る。

「命を狙われた彼女は、せめて娘だけは守り抜こうと僕たちに縋すがった。あなたの下を離れたのは、それが原因です」

「──馬鹿な。命を狙われ、逃げただと？　ならば、何故お前たちを頼る。何かあったとあれば、最初に私を頼ればいい。私は……」

「馬鹿言えよ、お山の大将。足下の見えてねーヤツにそうそう頼れっかよ。だから、女と子どもに見限られたんだよ、アンタは」

　二人の会話に割って入り、フェルトが挑発的な態度でドルテロを揶や揄ゆした。そのフェルトの物言いに、室内で凄すさまじい怒気が膨れ上がる。

　それは、罵倒されたドルテロ自身ではなく──、

「口の利き方に気を付けた方がよろしい。ここが『黒くろ銀ぎん貨か』の本拠であることをお忘れなのですか？　客分であろうと、一線を越えるのはおススメしません」

　冷たい声色と凍いてつく視線が突き刺さり、フェルトはそう発言した男、サーフィスを紅の瞳ひとみで睨にらみ返した。部屋の端に立つサーフィスは、ドルテロがこの場の同席を許した唯一の『黒銀貨』側の人間だ。それだけ信頼されている、ということなのだろうが。

「隣に『剣聖』がいれば危険はないとでも？　だとしたら侮られたものだ。我々には我々のやり方がある。そのことを……」

「オイ、冗談じゃねーぞ。アタシが保護者がいねーとケンカもできねー腰抜けに見えんのかよ。コイツがいるかは問題じゃねーよ」

　隣のラインハルトを指差して、フェルトはその侮辱発言に舌打ちした。

「それに、白々しいこと言ってくれんじゃねーか、腹が真っ黒の蛇ヤローが」

「──。いったい、何の話をしているんです？　言いがかりもいいところだ」

「そーかよ。アタシからすりゃ、テメーの演技力に拍手喝采って気分だけどな」

　白い眉み間けんに不快げな皺しわを刻んだサーフィス、その芸の細かさをフェルトが称賛する。

　その客人と部下の剣けん呑のんなやり取りに、ドルテロが骨の浮く手で自分の豚鼻を触れた。考え込む仕草、その思し惟ゆいする様子に「のう」とロム爺じいが口を開く。

　ここまで、フェルトとラインハルトの後ろで成り行きを見ていた賢老は目を伏せ、

「この母娘おやこが狙われるとすれば、ドルテロ、お前さんと無関係のはずもない。『黒銀貨』を敵視する輩やからから見れば垂すい涎ぜんの的じゃろうよ。じゃが、母娘はお前さんを頼らんかった。迷惑をかけるのを嫌った、だけでは話は成立せん。ならば原因は……」

「──『黒銀貨』を、味方とは思えなかったか」

　ロム爺の話、その最後の部分を引き取り、ドルテロの青い瞳が理解の光を灯ともした。

　フランダースの黒社会を支配する組織、その頭目の失脚に繋つながる弱点となれば敵は血眼になる。そして『敵』とは、外にいるばかりとは限らない。

　上が失脚すれば、それで得するのは内部にいる人間とて同じだ。

「──イリアを、私の娘だと明かしたのはお前にだけだったな、サーフィス」

「────」

　ドルテロの低く鳴動する声音、それが腹心であるサーフィスへと圧のし掛かる。蛇目の男はそれを受け、真まっ直すぐに自分の上役を見つめ返した。

　そこに戸惑いや混乱はなく、かといって怒りや取り繕いも見つからない。

「『黒銀貨』に狙われれば、カリファは娘を抱いて外へ逃げるしかない。そして、二人が私の弱味だと知るのはお前だけだ。──何か、言うべきことはあるか？」

　それは弁明を許したのではなく、遺言を残す慈悲を与えただけの代物だった。

　最も信頼を置く腹心に裏切られ、ドルテロの心中にはささくれ立った感情があろう。それを他ひ人と事ごととも思えず、フェルトは結末を固唾を呑のんで見守る。

　そして、『豚王』の問いかけにサーフィスは己の深緑の髪を手で撫なでると、

「──全て事実です。訂正するべき点はありません、頭目」

「お前には目をかけていた。最も組織への忠誠を誓った男だと。それは今もだ」

　造反を企くわだてたサーフィスに、ドルテロは深い苦悩を滲にじませて言い放った。その言葉を聞くと、あろうことかサーフィスは笑った。──苦笑したのだ。

「何がおかしい」

「頭目の目は曇っておられませんよ。私は今なお、組織に……いえ、あなたに忠誠を誓っています。この命に懸けて、組織と頭目に誓った忠誠に偽りはない」

「は、ぁ？　何言ってんだ、テメー」

　自分の裏切りを認めたあとで、奇妙な悪わる足あ掻がきをするサーフィスにフェルトは呆あきれた。

　取り繕うなら論点がズレている。裏切りを認めたのに、忠誠を言い繕うなどと。

「ボスの弱味につけ込んで、娘と愛人使って組織を乗っ取ろうとしたんだろーが。それを今さらなんだ。そんな言い訳が通ると思ってんのかよ」

「訂正を。今の言葉、正確なのは一部だけです。その母娘おやこは頭目の弱味になる。組織と頭目の安泰のため、その母娘は邪魔だった。──それが真相です」

「────」

　何を言い出したのかと、フェルトは大いに顔をしかめた。疑問符だけが頭を占めるフェルト、彼女に代わって「なるほどな」とロム爺じいが深く頷うなずく。

「儂わしの知るお前さんは造反など企てる男ではなかった。それがどうして、こんな大それたことをと思ったが……サーフィス、その忠誠心は行き過ぎたものじゃぞ」

「頭目に恩義を受け、組織に忠誠を誓った。命と誇りはここに預け、この手に持つものなど何もない。『黒くろ銀ぎん貨か』の安寧のため、その不安を排するのが私の役目です」

　ロム爺の言葉に背筋を正して答え、それからサーフィスはその場に跪ひざまずいた。その腕を一度振ると、彼の手の中には魔法のように短剣が生じる。

　一瞬、空気がひりつく気配。──その中で、サーフィスは短剣を自分の首に当てた。

「頭目！　この度の不忠、命を以もつて償う覚悟。ですが今一度、私の亡なき骸がらを前にご一考いただきたい。イリアお嬢様を、お傍そばに置くことの意味を！」

「クソ！　ラインハ──」

　早まったサーフィスを止めるべく、フェルトがラインハルトの名前を呼ぶ。が、それよりも早く、鋭い刃やいばが男の細い首の皮を裂いて──直後、颶ぐ風ふうが室内を突き抜けた。

　衝撃波が吹き荒れ、遅れて硬いものが肉を穿うがつ撃音が轟とどろく。何が起きたのかと目を向ければ、そこにあるのは血ち溜だまりに伏すサーフィスの亡骸ではない。

　サーフィスは顔面を拳に打たれ、白目を剥むいて壁際に転がっている。そして、彼を昏こん倒とうさせた一撃を放ったのは──、

「──『豚王』の名は健在、じゃな」

「……それが事実なら、サーフィスに馬鹿な真ま似ねなど許さなかっただろう」

　巨人族のロム爺じいに匹敵する巨きよ躯く、それで風よりも速く動いたドルテロが目を伏せる。部下を一撃した拳を引いて、『豚王』はゆっくりとこちらへ振り返った。

　静かな青い瞳ひとみ、それが見据えるのはカリファとイリアの二人だ。今の撃音に眠るイリアが顔をしかめたが、すぐまた安らかな寝顔になる。

「……なんつーか、大物だな」

「よく寝る子ではあるな。父親の、寝ね惚ぼけたところが似たのかもしれん」

　部下の手綱の握りが甘かったこと、それを自ら揶や揄ゆするドルテロが唇を緩める。が、それも刹那のことだ。

「頭目！　今の騒ぎは……」

　大扉を開けて、外で待機していた『黒くろ銀ぎん貨か』の構成員が姿を見せる。彼らは室内、倒れるサーフィスの姿と、拳を引くドルテロを見比べ、驚きを隠せない様子だ。

「こ、これは……頭目、どうしてサーフィスさんを……」

「狼狽うろたえるな、客人の前だ。サーフィスを連れていけ。奴やつとはまだ話がある。死なせぬように手当てしてやれ」

　動転する部下に命じて、ドルテロはそれ以上の説明をしない。部下も詳しい説明を求めることなく、倒れるサーフィスを担いで早々に部屋を出ていった。

　それを見届け、ドルテロは重たい足音を立てて、自らの椅子へと再び腰を下ろした。

　太い腕で肘掛けに頬ほお杖づえをつくドルテロ──否、『豚王』の瞳がフェルトへ向く。その瞳に宿った色を見て、フェルトは内臓を指でこすられたような不快感を覚えた。

　その不快感の原因、それは──、

「わざわざのご足労感謝する、王選候補。──だが、無駄足だったな」

「あ？」

「私に娘などいない。故に、無駄足だったと言っている」

「────」

　一瞬、何を言われたのかわからず、フェルトの頭を空白が占めた。

　そのフェルトの表情変化を見ながら、ドルテロは「わからんか？」と続けて、

「早々に、どこの誰とも知れん女と娘を連れて消えろ。目障りだ」

「──ッ！　テメー、ざっけんな！」

　ドルテロの魂胆が読めた瞬間、フェルトは怒りに八重歯を剥むいて吠ほえた。

　サーフィスの忠言、それをドルテロは認めたのだ。彼はカリファとイリアの母娘おやこ、彼女たちの存在が自分の弱味になると認めた。そして、その弱味を弱味と周囲に悟られないように、二人の存在を切り捨てようとしている。

　この男は、自分の愛人と娘を。──親が、子を捨てようとしているのだ。

「アタシはイリアを捨てさせるためにここにきたんじゃねーんだぞ！」

　落とし前をつけさせにきただけだ。それがどうして、こんな話になってしまう。

「テメーには家も、金も力もあるはずだろ!?　親ならテメーのガキぐらいちゃんと守れよ！　都合が悪くなりゃ簡単に捨てやがって！　だったら、最初から……」

「フェルト」

　猛然と噛かみつくフェルトの肩を、後ろからロム爺じいの大きな手が掴つかんでいた。赤い瞳ひとみを怒りに燃やしたフェルトに、ロム爺は沈鬱な面持ちで首を横に振る。

　諦めろ、ではない。しかし、引き下がれと賢老は無言でフェルトに伝えていた。

　その態度に、フェルトの心中を憤激が覆い尽くしたが──、

「……ああ、そーだな。わかった、わかったよ！」

　すぐに怒りは沈静化し、フェルトは食い下がるのをやめて舌打ちした。今一度、ドルテロを睨にらみつける瞳に怒りはない。あるのは失望と、軽蔑だけだ。

「テメーみたいなクソ親ならいねー方がマシだ。アタシも、おんなじ意見だよ」

　自分の子どもを守る気概がないなら、そんな親元になどいない方がずっといい。

　親に捨てられた子どもの先輩として、同じ境遇を味わったフェルトはイリアにそう同情する。そして一秒でも早く、ここからイリアを連れ出すべきだと思った。

　こんな場所に、イリアの幸福はない。何一つ、彼女の人生に関わるべきものは。

「フェルト様」

　悪罵を残し、鼻息荒くカリファの腕を引こうとしたフェルト、その背中に声をかけたのはラインハルトだった。

　苛いら立だたしく見上げれば、ラインハルトの澄んだ青い瞳と視線が交錯する。何が言いたいのかと、続く言葉を待つフェルト。だが、ラインハルトは唇を震わせて、

「────」

　何も言えない。──騎士の中の騎士、『剣聖』さえも、言葉が出てこなかった。

「……いくぞ」

　顎をしゃくり、フェルトは押し黙るラインハルトにそう言った。その言葉にラインハルトは眉まゆ尻じりを下げ、無言でこちらの背に続こうと歩み出す。

「世話になったな、王選候補」

「……余計な世話って皮肉か？　何が世話だよ、豚鼻野郎。テメーの面は二度と見たくねーし、二度と関わり合いになりたくもねー」

　のうのうと別れの言葉を投げてくるドルテロに、フェルトは背を向けたまま吐き捨てた。腕を引いて、フェルトはカリファとイリアの二人を部屋から連れ出そうとする。

「────」

　部屋を出る直前、足を止めたカリファがドルテロに振り返り、頭を下げた。腕の中の赤子の寝顔を見せるように、それが最後だ。

「……お前さんも、いつか後悔するぞ」

「──いいや、しない」

　去り際、ロム爺が部屋の中のドルテロに一言だけかけた。それに対するドルテロの答えは強く、それ以上を求めない。

　古くからの知己、その言葉にロム爺じいは吐息をこぼし、部屋を出ていった。

　そうして、客人たちが誰一人いなくなった部屋で、ドルテロは己の顔に手を当てた。その皺しわだらけの掌てのひらを見て、目をつむる。

「──イリア」

　声は、ドルテロ自身にしか聞こえなかった。
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「結局、落とし前なんか何にもつかなかったじゃねーか……」

　一連の事態が片付いて、フランダースからアストレア邸へと戻ったあと、フェルトは屋敷の荒れ果てた庭で頭を掻かきながら嘆息した。

　イリアとカリファの母娘おやこを取り巻く問題については、『黒くろ銀ぎん貨か』の本拠地で交わされた内容が真実となった。──つまり、ドルテロとイリアに血縁関係はない。

　二人は無関係の赤の他人。イリアは晴れて、父親のいない赤ん坊になったわけだ。

　そのおかげで、もうこれ以上、母娘共々命を狙われる理由はなくなり、万々歳だ。人生から一部の繋つながりが欠けただけで、何事もなかったと言って差し支えないだろう。

「──それでも、やり切れない気持ちにはなってしまいますね」

「────」

　物思いするフェルト、その隣でラインハルトも同じように心中を吐露する。

　今、屋敷の庭で一緒にいるのはフェルトとラインハルトの二人だけだ。普段は彼に付き纏まとわれるのを嫌がるフェルトだが、今回ばかりはそれに目をつむった。

　今は、フェルトも誰かと話をしていたい。それがラインハルトでも、いい。

「壁に話しかけてるよりはマシって程度だけどな」

「光栄なことですよ。フェルト様のお気持ちを打ち明けていただけるのは」

「テメー、あえてアタシが嫌がる言い方すんのやめろ。……なぁ、ラインハルト」

　顔をしかめたあと、フェルトはラインハルトを見上げ、彼を呼んだ。

　最後、ドルテロと話を終える直前、彼に呼び止められたことを思い出したのだ。あの場でラインハルトは何も言えなかった。が、フェルトも何も言ってやれなかった。

　答えがあの場になかったのか、それともフェルトたちが知らなかっただけなのか。

　どちらにせよ、何も言ってやれなかったことを、思い出したのだ。

「ま、アタシは親なしだし、テメーも家族関係ごたついてっからな。家族下手なアタシらには荷が勝ちすぎたって話だったんだろーよ」

「……そうはっきり仰おつしやられると、僕もなんと答えていいものか」

　フェルトの物言いに、ラインハルトは痛いところを突かれたと苦笑する。

　彼の複雑な親子関係については、フェルトも少しだけだが知っている。

　母親は原因不明の病で、ラインハルトが幼い頃から目覚めぬ眠りについたまま。父親に関しては控えめに言って人間性が最悪だ。端的に言えばクズだった。

　そんな家庭環境にあったラインハルトと、捨て子でロム爺じいに拾って育ててもらった経緯のあるフェルト。──家族が下手とは的確な表現だった。

「しかし、向かうところ敵なしの『剣聖』様でも、ただ相手をやっつけりゃいいって場面でもねーと案外手詰まりになるもんだ。一の騎士なんて肩書きも考え直すか？」

「確かに、今回は不ふ甲が斐いない結果でした。フェルト様のお役に立てず、僕では一の騎士に不足だと不安にさせてしまったとしても……」

「バカ、真に受けんな。冗談だ、冗談。つっても、テメーで満足してるって話じゃねーぞ。そういう話じゃねーけど、騎士はひとまずテメーでいいんだ」

　冗談の通じないラインハルトに噛かみついて、フェルトは無造作に生えた芝生に直接座って胡坐あぐらを掻かいた。普段は服が汚れると、小言のうるさいラインハルトも何も言わない。

　ただ静かに、緑の香りがする風を浴びて、二人は同じ空を眺めて過ごす。

「……これから一発かましてやろーってのに、最初の一歩目で躓つまずかされたよな」

「それは……いえ、フェルト様、ですが」

「──だから、次はこうはいかねーよ」

「──え？」

　拳を握り、力強く言い切ったフェルトにラインハルトが呆あつ気けに取られた。

　その彼の唖あ然ぜんとした反応に、「なんだよ」とフェルトは座ったままのけ反り、その逆さになった視界にラインハルトの顔を映した。

「すっとぼけた声出しやがって、アタシがなんか妙なこと言ったか？」

「そんなことは。ただ、僕はてっきり、フェルト様が落ち込まれているものと」

「アタシが落ち込んでる？　おいおい、そりゃ……」

　のけ反った頭を戻し、フェルトは尻を滑らせて後ろへ向き直った。胡坐のまま、ラインハルトの長身を見上げ、陽光を背負った顔をじっと見つめた。

　その影の差した騎士の顔つきに、フェルトは「あー」と納得する。

「落ち込んでんのはアタシじゃなくて、お前の方だろ、ラインハルト」

「僕が、ですか？」

「自覚がねーのが重症だな。まぁ、テメーは負けた経験がなさそうだもんな」

　やれやれと頭を振り、フェルトは立ち上がって尻を払った。それから、難しい顔をしているラインハルトの胸に拳を向け、軽く彼を小突く。

「お、当たった」

「避さける必要を感じませんでしたし、フェルト様の手ですから」

「いらねーこと付け加えんな。あと、これも覚えとけ。──こっから先、アタシに付き合ってくんなら、こんな負けは何回もぶつかることになんぞ」

「────」

「なんだよ、お前。まさか、アタシがこの先、ずーっと全戦全勝して気持ちよく王様になるまで駆け上がる、なんて期待してたんじゃねーだろーな」

　負けることもある、としたフェルトの宣言にラインハルトは瞠どう目もくしていた。

　まさか、なんて言い方はしたものの、フェルトは半ば確信している。ラインハルトはきっと、負けることなど考えたこともない。それはフェルトへの信頼というより、自分自身が歩く道への絶大な安心感、それが原因なのだろう。

　自分がいれば負けるはずがない。──そんな類の全能感を背負っていたはずだ。

　だが、ラインハルトがいてもどうにもならない場面もある。王選が始まったばかりの今になって、それと早々に激突したわけだ。自分の認識する理想と現実の違い、その落差への戸惑いがあるのに、その自覚だけがないのだ。

「お前、たまにホントにガキみてーなとこあるな。イリアと変わんねーぞ」

「それは……さすがに言いすぎかと」

「いーや、言いすぎでも何でもねーな。きっとお前、気付いてねーこと山ほどあるぜ。オシメ穿はかせてやろーか、ラインハルトちゃん」

「フェルト様！」

　少し感情を昂たかぶらせたラインハルト、その反応にフェルトは鼻を鳴らした。別にケンカをしたいわけではない。ただ、覚悟しておいてもらうだけだ。

「ラインハルト、お前はイリアにどうなってもらいたかったんだよ」

「僕は……イリアが無事、親元に戻れたらいいと。あの子は親に捨てられた、その前提は間違いだったんです。カリファも、ドルテロ殿もイリアのことを……」

「カリファはそーだな。けど、ドルテロはイリアを捨てた。捨てたんだよ」

　フェルトにだって、ドルテロの考えがわからないわけではない。母娘おやこを遠ざけた彼の判断は、『黒くろ銀ぎん貨か』や自分の立場を守るためのそれではなかっただろう。

「でも、捨てた理由が嫌々だったとか、守ろうとしてやったとか、そんなことはな、捨てられた方からすりゃ関係ねーんだよ」

「────」

「愛してたなんて、全部後出しだ。アタシは、そんなの許さねーよ」

　怒りのこもったフェルトの声に、ラインハルトが押し黙った。

　複雑な家族環境にあったとしても、捨てられた経験までは彼にはない。その彼に、捨てられたイリアを慮おもんぱかる、捨てられたフェルトの言葉を遮る資格はなかった。

「……あー、クソ！　こんな話がしたかったわけじゃねーぞ。別に親がいねーってことが即不幸って話じゃねーんだ。アタシは親なしのおかげでロム爺じいと会えたんだし」

　バツの悪さも手伝って、早口になりながらフェルトは言った。

　フェルトは親の顔も名前も知らない。捨てられた理由にも興味はない。もし、捨てられたのが原因で自分が死んでいたら、恨み言の一つや二つはあったかもしれない。

　だが、幸いにもフェルトを拾ったのは、世界で一番最高の男だった。

「血が強制的な家族を作るってんなら、アタシは自分で選んだ家族の方がよっぽど大事だね。親父おやじがいなくなったイリアも、テメーで家族を選べばいい」

　ラインハルトの話が事実なら、フェルトの家族はルグニカ王国の王族かもしれない。しかし、王族は全員死んだ。それで話せなくなったことが、フェルトが血の繋つながりを否定する理由ではない。仮に生きていても、会いたくなどなかった。

　負の理由ではない。正の理由でだ。

　家族は自分で選んだ。幸せだ。だから、会う必要など何一つない。それだけ。

「あのヤローが何考えてたかなんて知らねーし、イリアに聞かせてやりたくもねーよ」

「ですが、イリアがいつか、父親に会いたいと思ったとしたら？」

「そんときはイリアが選べばいい。いつかでかくなったイリアが、会わせたくねーって騒ぐアタシを鬱陶しいと思うんなら、それもイリアの勝手だろ」

　所詮は部外者、などと言葉を飾るつもりはない。イリアの生き方はイリアのモノだ。

　ドルテロの思惑や、カリファが娘に何を願うのかはフェルトの知ったことじゃない。それをイリアがどう受け止めるかも、フェルトの関わるところじゃない。

　フェルトが思えるのは、イリアがこれからの人生を幸いに生きる方法だけだ。

「────」

　そんなフェルトの答えに、ラインハルトはまたしても言葉を失っていた。しかし、それは驚きや戸惑いの沈黙ではなく、もっと別の感慨によるものだ。

　その証拠に、彼は「うん、うん」と自分に言い聞かせるように何度か頷うなずいて、

「光栄です、フェルト様」

「……は？　何が？　急に気持ちわりーこと言い出すなよ」

「今、フェルト様は選んだものが大事であると、そう仰おつしやいましたね」

「お、おう、まぁ、そーだな。そーだと思うけど……」

　そこは否定の余地はない、とおずおずとフェルトが頷くと、ラインハルトは薄く微笑ほほえんでみせ、その自身の胸へと己の掌てのひらを当てて、

「僕を騎士に選んでくださったのはフェルト様です。その事実を噛かみしめていて……」

「──ッ!?　て、テメー、自分に都合よく考えんのやめろ！　大体、いつアタシがテメーを選んだ！　ほとんどテメーの強制だっただろーが！」

「どうなさるか、はフェルト様に委ねましたよ。その中でフェルト様が嫌々でも選んでくださったのが僕であると、今はそのことを誇りに思います」

「ぐ、ぐ、ぐ……！」

　ああ言えばこう言い返す、口の減らない騎士にフェルトは赤い顔で呻うめいた。

　ただ、そんな風にフェルトに嫌がらせをするラインハルトには、普段の調子が戻ってきたようにも感じた。落ち込んでいた気持ちも、少しは立て直せたようで。

「……はんっ。これから何度も負けるって宣言してるご主人様だぜ。じきに、テメーの方からアタシの騎士になったことを後悔するんじゃねーのか？」

「それは、きっとありませんよ。──イリアとカリファのことで確信しました」

　──ドルテロと縁を切り、フェルトたちと一緒に屋敷へ戻ったイリアとカリファ。

　狙われる理由こそなくなった二人だが、母一人赤子一人、何の頼りもなく生きるのは相当な苦労を伴う。たったの数日だが、嫌々ながらも世話した赤ん坊とその母親、それが路頭に迷われたとあっては、フェルトの夢見が悪いなんて話ではない。

「だから、ハクチュリの牧場に住み込みの働き口を世話してあげたと」

「牧場に口利きしたのはテメーだ。アタシは別に何にもしちゃいねーだろ」

「では、二人のために持たせた支度金についてはいかがですか？」

　楽しげに逃げ道を塞ぐラインハルトに、フェルトは心底嫌そうな顔をした。

　先立つものが必要だと、フェルトがカリファに支度金を渡してやったのは事実だ。たまたまフェルトの手元には、使い道のない纏まとまった金──思わぬ形で貧民街から出ることとなり、白紙になった成り上がり計画で宙ぶらりんになった金があったからだ。

「──イリアには、幸せになってほしいですね」

　不ふ貞て腐くされ、顔を背けたフェルトにラインハルトがそんなことを言った。それが、どうしてかやけに儚はかない希望に聞こえてフェルトはおかしくなる。

「別に会おうと思えばすぐ会える距離じゃねーか、バーカ」

「はい、そうですね」

　悪態をつくフェルトに、ラインハルトの笑みを含んだ返事があった。

　結局、これがいつもの二人の距離感だ。それを少し、心地好よく思う自分にフェルトは気付かない。ただふと、沈黙を嫌ったフェルトは眼前の荒れた庭に目を向けて、

「関係ねーけど、この庭！　こんだけ荒れ放題だと外聞悪くねーか？」

「元々、ここには大きな花壇があったんです。祖母が好きで……ただ、家族の手が入らなくなってからは荒れてしまい、こんな状態ですが」

　屈かがんだラインハルトが草を分けると、そこにレンガ囲いの痕跡が見つかる。なるほど、確かにここは昔は花壇だったらしい。今は見る影もないが──、

「──花は、どうして枯れるのでしょう。咲き続けてくれないのは、どうして」

　花壇の跡地を眺めて、ラインハルトがやけに寂しげにそう言った。その言葉にフェルトは首を傾かしげ、考える。だが、すぐに傾げた首を立て直した。

「知らね。構ってほしいからじゃねーの？　いつも綺き麗れいに咲いてるまんまじゃ手抜きされんだろ。だから、咲いたり枯れたり忙せわしねーんだよ。イリアと一緒だな」

　そのフェルトの回答にラインハルトは沈黙した。

　さすがに今の答えはラインハルトの機嫌を損ねたらしい、とフェルトは頬ほおを掻かく。

「フェルト様。──花は、お好きですか？」

　故に、唐突な問いかけに反応が遅れた。

　土に埋もれたレンガに指で触れ、そう問いかけるラインハルトにフェルトは考えた。

「いや、好きじゃね……」

「────」

「と、思ったけど、そもそも好き嫌いってなるほど花なんて見てる暇なかったかんな。だから、好きでも嫌いでもねーよ」

　どっちつかずな答えを返して、それからふと、思いついたことがあった。

　目の前には荒れた花壇、かつての思い出話はともかく、今はここには何にもありはしないのだから──、

「お前がここに花壇作ってみろよ。アタシの花の好き嫌いはそれから決める」

「僕が、花を？」

「アタシに好きにならせたきゃ、綺き麗れいな花を咲かせてみろよ。それまで答えはお預けだ」

　ぐっと背伸びして、フェルトは勝手な思いつきをラインハルトに仕事として命じた。

　日々、ご立派な騎士として振る舞うラインハルトが、フェルトの命令で土いじりする姿は想像するだけで面白い。屋敷の景観もいい感じになって完璧ではないか。

　そんな思わぬ命令をされ、さぞラインハルトも憮ぶ然ぜんとした顔をするものと──、

「──？　お前、なんでちょっと楽しそうなんだよ」

「いいえ、そうですね。……僕も、庭いじりするのは初めてなので」

　そわそわと、未経験の可能性に触れることをラインハルトがそう評する。そんな彼の反応にフェルトは目を丸くして、それから八重歯を見せて笑った。

「はん。その調子で負けも楽しみにしてろ。あ、でも、最後に勝つのは譲んねーかんな。そこんとこは勘違いすんなよ」

「──はい、フェルト様」

　微笑するラインハルトに付け加え、フェルトは彼の胸を小突いた。今度も、フェルトの拳は避さけられなかった。それを確かめ、フェルトは立ち上がる。

　視線の先、屋敷の玄関からカリファが出てきたところだ。彼女の背後には大荷物を抱えた三馬鹿が続いており、恐縮するカリファにデレデレした顔をしている。

　この数日間、イリアとカリファの新生活のために用意された数々の生活雑貨、それを牧場まで運搬するよう命じられた三馬鹿だが、その指示に不満はない様子だ。

　それら、生活雑貨を揃そろえるのに奮闘したフラムとグラシスが三馬鹿の様子を呆あきれた風に見ていて、二人の頭をロム爺じいが優しく撫なでてやっている。

　そのことに少しフェルトはムッとなったが、カリファに背負われるイリアと目が合い、その不満をすぐに引っ込めた。母親の背中で、イリアは庭に佇たたずむフェルトとラインハルトを青い瞳ひとみで見つめると、嬉うれしそうに笑いながら小さな手を振った。

　──幸せになってほしいと、ラインハルトはそう言った。

　フェルトも同意見だが、そのための方法は知っている。だから、フェルトはそれを声高に、自分と似た境遇の赤子に教えてやることにした。

　口を開け、大きな声で、叫ぶ。

「イリア！　──強く生きろよ！」


《了》
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『高慢と偏屈とゾンビ』
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　──青年が、必死に野山を駆けていた。

　息を切らし、全身を汗だくにしながら、青年はなりふり構わず暗い夜道を走り続ける。頬ほおや首筋を枝木が掠かすめ、赤い擦り傷がつくことにも頓着しない。

　今、彼は必死だった。人生で一番速く走っていた。

　そうしなければ追いつかれる。追いつかれてしまう。青年が目にしたモノに、青年が何もかも投げ出して逃げた元凶に。──見知った顔の、知らないモノに。

「チクショウ、チクショウ……ッ」

　走る青年の唇からやるせない感情がこぼれ、その眦まなじりに苦い涙が浮かび上がる。脳裏を過よぎるのは懐かしい故郷の風景──今しがた、置き去りにしてきた場所の記憶だ。

　何もない田舎だった。好きではなかった。だから、十五のときに飛び出した。

　その後、色んな土地を転々として、苦労と経験を重ねながら自分も大人になった。それなりに落ち着く場所も得て、ふと思ったのが故郷のことだ。

　──故郷を離れることを最後まで反対した両親、こっそりと家から抜け出すのを手伝ってくれた兄弟、告げた別れを惜しんでくれた幼おさな馴な染じみの少女。

　今さらどの面を下げてとも思ったが、仕事は順調だ。いっそ凱がい旋せん気分で戻ってやろうと開き直って、青年は数年ぶりに故郷へ足を向けた。

　──そして今、青年は暗闇の山中を、喉のどの奥で血の味を味わいながら走っている。

　何な故ぜ、こんなことになってしまったのか。いったい、自分はどうすればいいのか。

　ただ、あの場所を、土地を、故郷を、あのままにはしておけない。

　家族を、兄弟を、幼馴染みを、あんな残酷な姿のままになど──。

「誰か、誰かが……っ！」

　何とかしなくてはならない。──その一心で、青年は走り続けた。

　山間から覗のぞく朝日、その方角に向かって走った。

　太陽を求めるように、青年は走り続けた。
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　──バーリエル領の『太陽姫』。

　プリシラ・バーリエルが領民にそう呼び慕われるのは、彼女自身の気質と能力、そして掛け値なしに輝かんばかりの美貌が原因である。

　以前のバーリエル領の統治は、領民にとって非常に過酷なものだった。

　プリシラの夫であり、王選が始まる直前に死没したライプ・バーリエルは無能ではなかったが、思いやりを欠落したような冷酷な老人だった。

　故にその死後、バーリエル領の統治を引き継いだプリシラの手腕は、困窮していた領民たちにとってまさしく救世主、暗黒の世界を照らした太陽そのものだった。

　そのため、彼らは敬愛の証あかしとして、プリシラを『太陽姫』と慕うのである。




「──オレ的には、思いやり不足って意味じゃ姫さんもライプ爺じい様さまもどっこいどっこいって感じがすんだがな」

　渡り廊下の手すりに寄りかかり、屋敷の玄関ホールを見下ろす男がそう呟つぶやく。

　色々と奇抜で、特徴的な外見をした人物だ。

　それなりに鍛えた体に野卑な軽装を纏まとい、足下はゾーリと呼ばれる珍しい履物、その左腕は肩から先が失われていて、いわゆる隻腕というやつだ。ただし、真に目立つのは隻腕であること以上に、首から上を覆った漆黒の鉄てつ兜かぶとであろう。

　奇抜な衣装に隻腕、そして顔を隠す鉄兜──プリシラ・バーリエルが傍そばに置き、彼女から道化の役割を拝命する人物、アルであった。

　一見侮辱的だが、アル当人はその『道化』の肩書きを気に入っている。外で噂うわさされるような、プリシラの一の騎士なんて立場は願い下げだ。

　プリシラが嫌なのではない。騎士の肩書きが嫌いだ。騎士など、碌ろくなモノではない。

「むしろ、姫さんは大歓迎。胸の谷間眺めてても怒らねぇで許してくれるし」

「──またまたそんなこと言っちゃって。奥様に言いつけちゃいますよ～？」

「ととと」

　悪戯いたずらっぽい声がして、独り言を口にしていたアルは振り返る。そのアルの背後に立っていたのは、赤と白を基調とした給仕服姿の少女──、

「ヤエかよ。他人の独り言を盗み聞きするなんて趣味が悪ぃな」

「いっそ、聞いた私の方が後悔するような下品な独り言でしたけども」

「今話してんのは聞く側の品位の問題。話した側の品位はまた別の機会ってなもんだ」

「ええ～、アル様ってば理不尽～」

　そう言って、嫌々と身をよじる少女はヤエ・テンゼン──このバーリエル邸でプリシラに仕えるメイドの一人であり、アルにとっても同僚に当たる相手だ。

　色白の肌にすらりとした肢体、長い赤髪を一つにまとめた二十歳はたち前後の美しい少女で、茶ちや目めっ気けが強く、猫のような印象を与える瞳ひとみが特徴的。

　変わり種が好きなプリシラが好んで侍従長に指名しただけあって、彼女もまたちょっとした変人の一人である。アルの異様な風体もすぐに受け入れ、こうしてフランクに接してくるあたりにその片へん鱗りんが窺うかがえるだろう。

　ともあれ──、

「下にきてる連中、みんな姫さん目当てだろ？　懲りないね、マジで」

　言いながら、アルが顎をしゃくって示すのは階下の玄関ホールだ。

　そこには、先ほどからアルが見下ろしていた光景、屋敷へ詰めかけた領民たちと、その対応に追われる使用人たちの姿があった。

　領主の屋敷へ大挙して押し寄せる領民、普通に考えれば武力蜂起の一幕だが、

「奥様への贈り物や、一目お会いしてご挨拶をと願い出る領民感情……それを無下にされる奥様ではありませんから、私もお慕い申し上げているわけでして」

　隣に並んだヤエが、階下を眺めてそう嘯うそぶく。

　彼女の言葉通り、玄関ホールに集まる領民たちは、プリシラへの敵意ではなく、敬意から行動を起こしている。事実、屋敷の入口には領内の各地から届けられた贈り物が並べられ、プリシラへの拝謁を願う声が後を絶たない。

　そうして下々に開かれた権力者の屋敷となれば、トラブルの種となるのも必然だ。そのため、屋敷へ上がる領民への対応は慎重を要するはずだが──、

「そのわりに、侍従長が対応してねぇってのはどういう了見なんだ？　お慕いする姫さんの名前と安全のためにも、お前が身みを粉こにして働く場面じゃね？」

「だって、次から次へとキリがないんですもん。ヤエちゃん、お給金分しか働きたくありませんし。他のメイドの子たちにも成長してもらいたいですし？」

「どれが本音なんだか、食えねぇメイドだな……」

　舌の根も乾かぬうちに、とはまさにこのことだ。悪びれず、「べ」と舌を出してみせるヤエの態度にアルは己の兜かぶとの継ぎ目に指をやり、金具を弄いじって鳴らす。

　考え事をする際の癖だが、最近はこんな調子で継ぎ目に触ることが多い。王選も本格的に始まり、ナーバスになっている自覚がアルにもあった。

「相手のペースを崩して遊ぶのはオレの専売特許だってのに、このところ調子が崩されっ放しでどうにもうまくねぇ」

「アル様、姿形以外は結構真人間ですもんね。私も、接しやすくて助かってますもん」

「からかいやすくて、の間違いじゃねぇのか？」

「──？　その二つって、違いあります？」

「違いがねぇって思ってることが怖ぇよ」

　不思議そうに首を傾かしげたヤエに、アルは隻腕の肩をすくめて首を横に振った。

　ただ、姿形以外は真人間と評されたことはそれなりに驚きだ。そしてプリシラに仕える上で、それを誉ほめ言葉とはなかなか受け入れられない。あの真紅の少女が人間の如い何かなる部分に価値を見み出いだすか、それはひどく刹那的で曖昧だ。

　アルを退屈とみなした瞬間、この首を刎はねようとしてこないとも限らない。

「それも、奥様を侮りすぎだと思いますけど」

「ビビりにビビっててちょうどいいぐれぇさ、姫さんのことは。──うん？」

　と、表情の見えない内心を読み取り、そう言ってくるヤエにアルが応じた直後だ。にわかに階下が騒がしくなり、アルの注意が再び玄関ホールへ向く。

　何事かと見れば、居並ぶ領民たちを掻かき分わける一人の青年が目に飛び込んできた。汗だくで泥だらけの、見るからに不衛生な姿の青年だ。

　領主の屋敷とあって、他の領民たちはそれなりにまともな格好をしている。それが最低限の配慮であり、その青年にはそれがない。つまり──、

「よっぽどの間抜けか常識知らずじゃねぇ限り……」

「それだけ、大急ぎで伝える必要のある話ってことでしょうね～」

　気安い調子で答えながら、赤髪を撫なぜるヤエが漆黒の瞳ひとみをすっと細める。瞬間、おちゃらけた雰囲気が掻き消えるのを見て取り、アルは無意識に鉄兜の金具に触れた。

　そして、みすぼらしい姿の青年が侍女の下へ辿たどり着ついて、叫ぶように言い放つ。

「頼む、領主様に会わせてくれ……俺の、俺の故郷が、屍し人びとだらけになってるんだ!!」

　青年の叫び声が響き渡り、玄関ホールの喧けん騒そうが一瞬にして静まり返る。その中、荒い息をつく青年が膝をついて、堪こらえ切れない涙の雫しずくが床に落ちた。

　その崩れ落ちた青年の姿と、頬ほおを伝う涙を眺めて、

「──どうやら、奥様好みの陳情みたいですね～」

「……姫さん、呼んでくらぁ」

　と、本心の見えない表情で微笑ほほえむヤエに、アルは触れた兜の留め具を鳴らした。
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「俺……自分が故郷に戻ったのは、四日前のことです。最初はただ、数年ぶりの帰郷だったもので、家族が余よ所そ余よ所そしいのもそれが原因だと思っていました」

　ぽつぽつと、跪ひざまずく青年が自らの身に起きた出来事を語り始める。

　場所は屋敷の玄関ホールから移って、最近は領民との謁見に使われることが多い大広間だ。床に紅の絨じゆう毯たんが敷き詰められた一室、左右の壁にはバーリエル領の私兵団、赤拵ごしらえの装備が眩まぶしい『真紅戦線』の人員が並ぶ。

「────」

　そうした威圧的な赤が占有する広間の奥、豪ごう奢しやな椅子に腰掛けるのは壮烈な赤いドレス姿の少女。この屋敷で最も赤が似合う彼女こそが、プリシラ・バーリエルその人だ。

　そのプリシラの紅くれないの視線を浴びながら、陳情にやってきた青年は懸命に、たどたどしくも事情の説明を続けている。

「妙だと思ったのは、所々で感じる受け答えの不自然さでした。記憶と違った話や、辻つじ褄つまの合わない会話がやけに多くて……」

「単なるど忘れじゃ説明がつかねぇと。けど、それで屍し人びとってのも突拍子がねぇな」

　と、青年の説明をつつくのは、屋敷の関係者で唯一、赤を纏まとっていないアルだった。

　直立不動の『真紅戦線』や、プリシラの後ろに控える侍従長のヤエ、そしてプリシラの傍かたわらに立つ幼い従者のシュルト──紅の瞳ひとみをプリシラに気に入られた少年も含め、大広間の関係者は全員『赤』を印象的に纏っている。

　そんな中、アルの存在はまさしく異質、異邦人の佇たたずまいだ。そういった印象は部外者の青年にもあるらしく、彼は怪け訝げんそうな視線をアルへと向ける。

「も、もちろんそれだけが原因じゃありません。決定的な場面を、目にして」

「決定的な場面、ね。何を見たんだ？」

「そ、れは……」

　顔を蒼そう白はくにして、問われた青年の視線が広間を泳ぐ。それは、自分の頭の中の記憶を恐れ、怖おじ気けづく表情だ。渇いた唇で何度も喘あえぐ青年、続く言葉が出てこない。

　あるいはそのまま、言葉と共に故郷への思いも萎えてしまいかねない反応だった。

　だが──、

「──そこで黙るでない、凡愚」

　そう、押し黙りかけた青年へと頬ほお杖づえをつくプリシラが言い放つ。その容赦のない声音に青年の肩が震え、怯おびえる視線の彼をプリシラは睨にらみつけた。

「怯きよう懦だに負ければ、貴様の唇は二度と動かなくなろう。それで妾わらわの慈悲に縋すがろうなどと言語道断、思い上がるのも大概にせよ」

「ぁ……」

　微み塵じんの優しさもない苛烈な言葉が、青年の怖おじる心を灼しやく熱ねつで焼き尽くす。瞬間、青年の心に吹き荒れた強風と、痛々しい失望の色にアルは同情の念を抱く。

　故に、アルはプリシラへと肩をすくめ、「姫さん」と呼びかけた。

「こんだけ弱ってる相手に追い打ちかけんなよ。何にでも言い方ってもんがあんだろ？」

「言い方なぞない。あるのは事実だけじゃ。──聞け、凡俗」

　諌いさめようとするアルに鼻を鳴らし、プリシラは豊満な胸を強調するように腕を組む。そのまま彼女は、身を硬くする青年を真まっ直すぐ視線で射抜くと、

「今ここで貴様が口を噤つぐめば、命懸けで昼夜を駆け抜け、そうまでして伝えようとした故郷の無念が水泡に帰す。それを許容できるか、己の胸に問うがいい」

「────」

「なに、一度は捨てた故郷よ。綺き麗れいさっぱり忘れて生きるのも一つの選択と言える。それを賢いと呼ぶか、臆病と呼ぶかは知らぬがな」

　言葉の苛烈さはそのままに、プリシラは青年の心を躊躇ためらうことなく焼け野原にする。その結果、灰の山だけが残ったとしても彼女は気にしない。

　しかし、彼女の焼け付く言葉を受け、瞳ひとみを押し開く青年は違う。

「──さあ、貴様はどうする？　臆病者か？」

「……臆病者、です。賢くも、ない。でも、卑ひ怯きよう者ものにはならない」

　問いかけに、青年は顔を上げて答えた。その答えを、プリシラはまるで最初からわかっていたかのように鷹おう揚ようと頷うなずいて受け入れる。

　結果、まんまとアルの言葉は踏み台とされ、何とも腹の中が痒かゆくなる気分だ。

　そんなアルの方へと、意地の悪い笑みを向けるヤエが憎たらしい。プリシラの手元でハラハラとした顔のシュルトは可愛かわいげがあるというものだ。

「帰郷した日の夜、違和感がしこりのようになっていて、自分は寝付けずにいました。家族と食事もせず、部屋で横になっていて……ふと、誰かが家を出ていくのに気付いたんです。まるで人目を忍ぶようで、それが気になってあとを追いかけたら……」

　覚悟を決めた表情で、青年が我が身に起きた出来事の説明を再開する。そして、青年は微かすかな躊躇いのあと、決定的な言葉を口にした。

「──自分たちの、崩れる手足を縫い合わせ、縫合する村人を見ました」

「────」

「最初は見間違いかと思いましたが、そうじゃない。あれは、腐りかけの手足をくっつけて、元通りにしようとしていたんだ。俺は、それを見てしまった」

　見てはならないモノを目にした。物語において、そうした目撃者の末路は一つだ。しかし、青年は物語の法則に逆らい、その場から何とか逃げおおせた。

「枝を踏んで、奴やつらに見つかりました。けど、俺は必死に走って、逃げた。故郷を離れるときに使った、裏山への抜け道を使って。そして、ずっと走り続けて……」

　息も絶え絶えの状態で、領主であるプリシラの下へと助けを求めにきたのだと。

「その、屍し人びとというのはどこから出た話なんです？　彼らが屍人と名乗ったとでも？」

「……昔、故郷の辺りでは死体が動き回って人を襲ったなんて話がありました。それで親が子を叱るときに、屍し人びとがくるなんて脅し方をしてたんです。だから」

「──迷信と思っていた屍人が現れたと、そう考えたわけですね～」

　段飛ばしの結論を、ヤエが冷静な指摘で補足する。それを経て、彼女はちらとプリシラの横顔を窺うかがい、口を閉ざした。アルも、同じく何も言わない。

　青年の訴えへの結論はプリシラが出すべきだと、そう弁わきまえている。

　ただし、そう割り切れていないものも、この場にはいて。

「プリシラ様……」

　か細い声で主あるじを呼んで、潤んだ瞳ひとみを彼女へ向けるのはシュルトだ。幼く、心優しい少年は悲痛な青年の言葉に同情し、プリシラへ慈悲を求めている。

　それはともすればプリシラの不興を買い、処断されかねない危険を孕はらんだ訴えだ。

　だが、プリシラはそんなシュルトを見ると、少年の桃髪に指を差し入れて撫なでる。撫でて、何も言わない。ただその行動だけで、シュルトは安あん堵どの表情を浮かべた。

「──して、貴様は妾わらわに何を望む？　故郷が屍人だらけになったと知らせ、危急の報告を妾へ届けた。その見返りに求めるのは？」

「どうか、故郷を取り戻して……いえ」

　唇を噛かみ、青年は首を横に振った。プリシラの問いかけに希望を述べようとして、それが現実味のない嘆願だと自ら気付いたのだ。

　プリシラは、望みのない希望を叶かなえようとはしない。この場で彼女が求める答えは、触れることのできない夢物語ではないのだ。

　──すでに、起こってしまった出来事を変えることはできない。それはなんであれ、誰であれ、許されてはならない傲ごう慢まんの所業だ。

　故に、青年が口にしたのは救ってほしい、ではなかった。

「屍人たちを、滅ぼしてください。故郷を……俺の家族を、兄弟を、幼おさな馴な染じみを、眠らせてやってください。──お願いします」

　頭を下げ、青年が悲痛な、しかし覚悟のいる願いを口にした。

「────」

　それを聞いたプリシラが如い何かなる答えを返すのか。鉄てつ兜かぶとの内から主人を覗のぞき見たアルには一目でわかった。彼女に仕える広間の全員が、同じく解する。

　プリシラは赤い唇を嗜し虐ぎやく的に緩め、満足げな笑みを浮かべていたからだ。
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　青年の故郷、『カッフルトン』はバーリエル領の南端に位置する寒村の一つだ。

　何もない田舎に嫌気が差したという青年の言葉通り、これといった特色のない村であり、以前、プリシラが直接足を運んだ『ラドリマ』という村とは前提条件が違う。

　あのとき、プリシラはラドリマ特産の『クレナイ』なる真っ赤な花が目当てだったが、カッフルトンにはそうした旨うま味みの一つも存在しないのだ。

　だから、ありふれた領内の変事の一つとして、『真紅戦線』の一部を解決に向かわせるのが手っ取り早いはずだったが──、

「それがどうしてまた、姫さんが直接出向くなんて話になったかねえ」

　真紅の地竜が引く竜車の中、豪華な内装を見上げるアルがそうぼやく。

『風かぜ除よけの加護』の効果で、揺れも風も感じない車内は快適の極みだ。ただし、そもそもこの旅自体に乗り気でない以上、不自由のない旅路そのものが不自由の極み。

　そんな感慨を抱くアルの前で、「なんじゃ」とプリシラが片目を閉じ、

「妾わらわの考えに不満でもあるのか？　ずいぶんと命知らずなものよな、アル」

「ちょっとぼやいただけで命知らず扱いになんの？　最近、オレの扱い悪くねぇ？」

「たわけ。妾は常に公平にものを見る。貴様の扱いが杜ず撰さんと感じるなら、それは貴様が相応の働きしかしておらぬせいよ。妾に責任を転嫁するなど、それこそ愚の骨頂よな」

　長い足を優雅に組み替え、プリシラは胸の谷間から抜いた扇で自分の口元を隠した。その仕草に「へいへい」とアルは手を振ると、

「実際、私兵も連れずに領主様自らってのは悪手なんじゃねぇの？　そりゃ、相手が単なる村人ってんなら姫さんの威光にひれ伏すかもしれねぇけど、聞いた話じゃ相手はゾンビってんだろ？　脳がスポンジになってる連中に権力って通用すんのかね」

「またぞろ、妾の知らぬ言葉を用いたな。その『ぞんび』やら『すぽんじ』やらとは何のことじゃ」

「ああ、歩き回る死体のことをゾンビっていうの。スポンジは……なんだろ、食器とか水洗いするときに使う道具。ようはカスカスってこと」

「ふん。『すぽんじ』はともかく、『ぞんび』の方の響きは気に入った」

　上機嫌に唇を緩め、プリシラが紅の瞳ひとみを細める。

「それで、妾が直接出向く理由じゃったな。想像がつかんのか？」

「思いつく理由が、面白そう以外になくて困ってんだよ。別の理由とかあんの？」

「なくはない。無論、興味深いという理由が一番ではあるがな。──ただ、そればかりが理由でもないぞ。解決までの間、妾の思惑を推し量ることじゃな。万一、解決までに答えが得られなければ、貴様の扱いはより悪くなると思え」

「何それ、クイズってこと？　罰ゲームありなら、ご褒美もありにしてほしいね」

「何とも卑しいことじゃな。わかった。ならば、見事に妾の思惑を解き明かした暁には、貴様に妾の足を舐なめさせてやろう」「それ、姫さんの中の流は行やりなの？　そろそろ本気で舐めようか迷ってきてるぜ」

　それはご褒美なのか罰ゲームなのか。特殊な趣味の持ち主ならご褒美だろうが、基本的には罰ゲームの類だろう。プリシラのおみ足を間近にできると思えば、アルも頑張ってご褒美と捉えることもできなくはないが。

「あの～、お二人が色っぽいお話してるとこ申し訳ないんですけど～」

　と、そんなアルとプリシラの会話に、おずおずと割り込んでくる声がある。それは竜車の車内、プリシラの隣に座っているヤエの声音だ。

　小さく挙手した彼女はへらへらとした笑みを作り、媚こびっぽく首を傾かしげた。

「どうしてまた、今回は私が連れ出されたんでしょ？　いつもなら、シュルトちゃんとアル様の両手に花……片方は食虫花ですが、そうなさってたはずなのに」

「食虫花て。いや、かろうじてシュルトちゃんがそっちの可能性も……」

「あ、普通にアル様が食虫花ですよ。かなり柔らかくて甘めに評価しました」

「さいですか……」

　ヤエの散々な評価にがっくりと肩を落としつつ、アルは内心で同じ疑問を得ていた。

　今回、カッフルトンへの旅路にプリシラはシュルトを同行させていない。基本、どこへいくにも彼を連れ歩くプリシラには滅めつ多たにないことだ。

　そのシュルトの代わりに、ヤエを屋敷から連れ出すなど初めてのことである。

「そもそも、私ってあくまでお屋敷の侍女として旦那様……故人となられてしまいましたが、旦那様に雇われて、それで奥様にお仕えしている身ですし？　今の立場って、わりと契約外の労働って感じがしなくもなかったり？」

「つまり、なんだ？　雇用条件にそぐわない扱いを受けたから辞職したいって？」

「そこまでは言いませんよ～。ただ、私は時間外労働も契約外労働も、本来ならしたくない立場なので、それを強いる以上は……」

「相応の報酬を弾め、であろう？　心配するな。妾わらわは下々の働きには報いる。そも、貴様を帯同したのは妾の判断よ。──妾が、それを誤ご魔ま化かすとでも？」

「────」

　一瞬、車内の空気が焦げる匂いがして、アルは身を硬くした。プリシラの低い声に恫どう喝かつされ、ヤエの頬ほおも微かすかに強こわ張ばる。

　しかし、ヤエはすぐに普段の調子を取り戻し、その両手を自分の頬に添えて、

「いえいえ、そんなそんな、まさかまさか。奥様を疑おうなんて命知らずな！　私は立場を表明しただけ。奥様がそう言ってくださるなら、何の心配もありません。私は奥様の忠実な犬です。大切なお花にも、食虫花にも喜んで水やりをいたしますよ～」

「言っとくが、食虫花にはちゃんと虫を食べさせないと、水だけやった食虫花より明らかに弱くなるって研究データがあってな……」

「混ぜっ返すでないわ、アル。貴様の食虫花への知識なぞ今はいい。して、心を入れ替えたなら働きで見せよ、ヤエ。──カッフルトンについては？」

　愚痴るアルを窘たしなめ、プリシラがヤエに大おお雑ざつ把ぱな問いを投げつける。すると、ヤエは自分の赤髪の束を掴つかみ、その髪先で自分の唇をくすぐりながら、

「え～、特別、お渡しできる情報なんてありませんよ。ああ、屍し人びとの情報を伝えた男性はアレイ・デンクツ。カロン・デンクツとモネ・デンクツの次男で、長男はリドル・デンクツ……うーん、そのぐらいですかね～。目立ったところもないですし？」

　お役に立てずにすみません、とヤエは謝罪するが、その発言には十分に舌を巻く。もちろん、適当な答えを返したわけではない。全て、事実に基づいた情報だ。

　領内の各町村では、住民の数と名前を把握するための検地が行われている。当然、その記録は領主であるプリシラの下に届くわけだが、侍従長たるヤエはその全てを把握しているとばかりに、あっさりとその知識を吐き出してみせた。

　有能であるから使われる。──底知れぬ娘だが、プリシラが彼女を重用する所以ゆえんだ。

「──あ、ついたみたいですよ～」

　そんなやり取りが一段落したところで、竜車がゆっくりと停車する。手綱を握る御者が恭しく竜車の扉を開けると、涼風が一行の来訪を歓迎していた。

　そして、歓迎と呼べるほどまともなものは、それ以外には何もない。

「……見渡す限り、野っ原と畑しかねぇな」

「そういうところですもん。住人もたったの八十八人しかいませんし、私たちのお屋敷より敷地で言ったら狭いぐらいです」

　高台から村を見下ろし、田舎の風景にアルとヤエが感想を交換する。

　緑豊かで牧歌的などと言えば聞こえはいいが、若者には退屈すぎる寒村だと一目でわかる。青年が故郷を捨てて飛び出したのにも納得だ。

「少ない家も小ぢんまりとまとまったもんだ。けど……」

　そこで言葉を切り、アルは遠目に村の様子を眺める。相応に離れた距離だが、それでも村の営みには生活の動きが見える。炊事の煙が立ち、村内を歩く人の姿もあった。

　とても、屍し人びとに占拠された村なんて風聞にはそぐわない有様だ。

「今んとこ、普通の村に見えっけどね。オレの想像するゾンビは、あんな調子で炊事だの洗濯だのって働くイメージじゃねぇなぁ」

「四十年前、ルグニカ王国で猛威を振るった屍しかばね兵へいも、日常生活なんてとても送れるような状態ではなかったらしいですよ。体は腐る一方、行動も生者に襲いかかる一辺倒。強い人の屍兵は、生きていた頃並みに強かったらしいですけど」

　アルの言葉を受け、ヤエが聞きかじりの知識でそう話してくれる。いずれにせよ、死後も誰かに扱こき使つかわれるなどとゾッとしない話だ。

「いや、死ねるだけまだマシなのかね。頭が働かなくなってんなら、自分の不幸も自覚できなくなってそうだし」

「またずいぶんとおかしな仮定ですね～」

　首をひねり、兜かぶとの金具に指で触れるアルの呟つぶやきをヤエが揶や揄ゆする。それに答えず、アルは今後の方針を確かめんと、無言のプリシラの方へと振り返った。

「もしかすっと、屋敷にきたお兄ちゃんの方が頭おかしかったのかもしれねぇぜ？　あっち調べた方がよかったかも……姫さん？」

「────」

　呼びかけに返答はなく、プリシラは黙って平凡な寒村を見下ろしている。しかし、その紅の瞳ひとみに宿るのは強い嫌悪と、揺らめく炎となった怒りだ。

　アルやヤエの感じるものと、明らかに異なる確信が彼女の感情に火を点つけている。

「どこの誰かは知らぬが、妾わらわの足下でこのような狼ろう藉ぜきを行うとはな」

　唇を曲げ、そう言ったプリシラがずんずんと歩き出した。その迷いのない足取りに、アルたちは一瞬反応が遅れ、慌てて彼女の背中を追いかける。

「おい、姫さん！　すげぇブチギレてんのはわかるけど、なんでそんないきなり!?」

「見ればわかろう。嗅げば匂おう。耳を澄ませば、人でなしの人形遊びの糸繰りが聞こえてこようが。──万事、妾に対する無礼とみなす」

「もう全部がわけわからねぇ！」

　プリシラの物言いは難解で、アルは頭の中で噛かみ砕くだくのに時を要する。そして、プリシラの歩みは速く、その時間をアルへと与えなかった。

　堂々と高台を降りたプリシラは、一切の躊ちゆう躇ちよなく件くだんのカッフルトンへ足を踏み入れる。そのプリシラと連れ二人に、村の入口にいた壮年の男が眉まゆを上げた。

「おや、外からのお客人とは珍しい。そんなドレスで、この村に何の……」

「黙れ」

　軽く手を上げ、和やかに話しかけてきた男が目を見開く。

　次の瞬間、プリシラが虚空から抜いた真紅の宝剣で、男を袈け裟さ斬りにしていた。

「か」

　短い苦鳴が漏れ、直後に男の体が一気に炎に包まれる。

　──プリシラの所有する『陽剣』は、斬りつけたものを焼き尽くす魔剣の一振りだ。その業火は消えることなく、その存在を灰と化すまで燃え上がらせる。

　ものの見事に、壮年の男の体は一瞬で黒焦げの炭クズへと変貌して──、

「おいおいおいおい!?　マジかよ!?　第一村人をいきなり焼殺!?」

「正確には斬殺かと思いますけど、微妙にどっちでもいい感じですよね。ええ～」

　その暴挙を目の当たりにして、さすがのアルとヤエも驚きよう愕がくを隠せない。しかし、連れの驚きに目もくれず、プリシラは炭化した男の死体を見下ろして鼻を鳴らした。

「『ぞんび』が馴なれ馴なれしく、妾に語りかけてくるでないわ。妾は領民に庇ひ護ごを与えるが、それを姿形が同じだけの紛まがい物ものにまでくれてやるほど安くはない。弁わきまえよ」

「いや、喋しやべってたし、社交的な笑顔も浮かべてたぜ!?　ホントにゾンビ!?」

　少なくとも、アルの目で見た焼死した男は人間判定だ。それも、友好的な部類に入る人間判定であり、問答無用で焼死したのは悲劇としか言いようがない。

「私的には斬殺だと思いますって訂正重ねますけど……ああ、村の皆さんが」

　頭を抱えるアルの隣で、ヤエが周りを見ながら頬ほおをひくつかせる。周囲、ざわつきながら姿を見せたのは、見知らぬ来訪者の存在に気付いた村人たちだ。

　一瞬の早業だったので、彼らは第一村人の末路を目にしていない。とはいえ、人型の炭すみ屑くずが転がっているので、悲劇に気付かれるのは時間の問題だろう。

[image: ]

「え～と、これはですね、皆さん」

　なんと言って誤ご魔ま化かすべきか、全力で言い訳に頭を使っているヤエ。──だが、アルはそう考える彼女より、半歩分だけプリシラを深く理解していた。

「姫さ──」

「ふん」

　しかし、その半歩もやはり、はるか先を行くプリシラの行動に追いつけない。

「────」

　無防備にやってきたのが運の尽きと、プリシラの陽剣が容赦なく一いつ閃せん、先頭に立っていた小柄な老人の体が撫なで斬られ、直後に赤々と燃え上がった。

「う、うわあああ──っ!!」

　その突然の凶行を目の当たりにして、村人が恐慌状態へ突入する。だが、悲鳴はすぐに止やんだ。悲鳴を上げた男の首が刎はねられ、悲鳴が中断する。

「見よ、アル。あの男の報告は正しかったな」

「何が!?　現在進行形で、間違った判断したお偉いさんの乱心口封じシーンってイメージが欠片かけらも拭えねぇけど!?」

「──何な故ぜ、この場に女子供が一人もいない？　体のできている男だけが、妾わらわたちを取り囲んだ理由はどこにある？」

　真紅の宝剣を手の中で回して、プリシラが頭のなくなった男の胸を剣先で突く。当然、その衝撃で頭部を失った体は倒れ──ない。

　首の切断面から血が出ないのは、陽剣が斬るのと同時に傷を焼くからだが、それだけではなかった。──首の断面から何かを蠢うごめかせ、首のない体がプリシラへ掴つかみかかる。

「──ちぃっ！」

　舌打ちして、アルは強引にその首なし男へと体当たりした。頭がない分、軽々と男は後ろへ吹っ飛ぶが、すぐに四肢を地について体勢を立て直す。

「うげ」

　首の切断面を直視して、アルがおぞましさに呻うめく。

　男の傷口で蠢くのは、無数の植物の根のような触手だ。水中で踊る水草のように、蠢く触手がアルを牽けん制せい、そのまま飛びかかってこようとして──燃える。

「陽剣の切っ先に触れて、無事で済むなどと思うな。燃え尽きよ、贋がん作さく」

　吐き捨てるプリシラの前で、声なき断末魔を上げる男が炭となって崩れ落ちる。その間も、周囲の村人たちは逃げるのではなく、感情のない瞳ひとみで『外敵』を見ていた。

　大当たりだったと、プリシラの直感の正しさにアルは腰裏の青せい龍りゆう刀とうを抜く。

「クソが、本気でゾンビかよ！　姫さん、下がってろ！」

「うむ、任せた。これ以上、奴やつらの如ごとく薄汚い連中を妾わらわの視界に入れるのは御免じゃ」

「え、マジで？」

　格好つけつつも、屍し人びとの掃討をプリシラが手伝ってくれる当てが外れた。

　プリシラは本気で陽剣を空へ仕し舞まい込こむと、アルの肩を叩たたいてこちらの背後へ下がる。そうして、アルが相手をするのは三十人以上の能面のような屍人──。

「あれ、これ死ぬんじゃね？」

「よっ！　アル様、カッコいい！　ここが男の見せ所です！　派手に噛かみ殺ころされたら、シュルトちゃんには立派な最期だったとお伝えしておきますので～」

「ふざけてねぇでてめぇも手伝え！」

「あれれ～？」

　青龍刀を構え、気抜けする応援を投げてくる侍従長にアルが吠ほえる。それを切っ掛けとしたように、正面、農具を手にした男が殴り掛かってきた。

　その、男の額ひたいを真まっ直すぐ、黒い刃やいばが射抜くように貫く。

「────」

　衝撃に首を後ろへ倒して、男の足が止まった。しかし、すぐに男の頭はバネ仕掛けのように跳ね戻り、農具をアルへ叩き付ける作業を再開する。

　その両腕を青龍刀で叩き切り、返す刀で首を、胴を、膝をぶった斬った。

「ここまでやって……やっと、一匹！」

「ひゃぁ、気が遠くなる。こういう元気な方々って、私と相性悪すぎません？」

　ようやく一体のゾンビを沈黙させて、肩で息するアルにヤエが唇を尖とがらせる。その彼女の手の中には黒い刃物──男の額ひたいに突き立ったものと同じ、クナイが握られている。

　クナイは西方特有の暗器であり、彼女はその他にも多数の隠し武器をあの赤いメイド服の下に隠し持っている。それ故に戦えるメイド、それが彼女の真骨頂だ。

　ただし、ヤエの基本攻撃は奇襲からの急所攻撃であり、頭部や心臓が単純な弱点とならないゾンビは相性最悪、嘆きたくもなる。

「姫さん！　ちょっと、姫さんってば！」

「ぴいぴい囀さえずるでない。妾わらわの従者であるなら堂々とせよ。妾の格が下がろうが」

「その綺き麗れいなお目々に見えてねぇの？　オレこれ死ぬぜ、オイ！」

　嘆く間にも一人、二人と斬り倒し、アルは決死の気分で敵中を掻かい潜くぐる。

　一斉に襲いかかってくるゾンビ化した村人、それらの中を抜けるのはまさしく死中に活を見み出いだす気分だ。だが、物量差に押し負けるのも時間の問題。

　なのにプリシラは、そんなアルの悪戦苦闘を楽しげに観戦するばかりで──、

「アル様、頑張ってくださ～い。私も、応援するぐらいしかできそうにないんで」

「うるせぇ！」

　何な故ぜか、自分も部外者気分で声援を投げてくるヤエを怒鳴りつける。

　状況の見えていない二人を背後に置いたまま、アルのかつてない死闘が続く。

　本気で死にかけたアルのために、プリシラが再び陽剣を抜いてくれたのは、それからほんの数十秒後のことだった。
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「それにしても、マジでゾンビの村だったとはな……」

　そうこぼしながら、アルは自分が斬り殺した村人の亡なき骸がらを足でひっくり返した。その死相は安らかとは程遠く、彼には「ナンマンダブ」と祈ってやることしかできない。

　なにせ、単純な斬殺死体と違い、全身滅めつ多た斬りの酷ひどい有様だ。

　ここまでの死体損壊、異常者の所業でもなければそうはお目にかかれまい。無論、アルにはそうした思惑はなく、必要に迫られてのことだったと言い訳ができるが。

「そもそも、斬られた死体の十倍以上も焼死体が転がってて、オレの言い訳なんかいるわきゃねぇって話だわな」

　言いながら、ぐるりと周囲を見回すと、あるわあるわ焼死体の山だ。

　襲ってくる村人を掻い潜り、戦い続けて死体はついには五十以上──その九割は焼死体であり、アルの作った死体など大した数でもなかった。中盤以降、アルはヤエと一緒になって、プリシラの紅の剣舞に声援を送り続けていただけだ。

　とはいえ、それで最適解。屍し人びと化した村人の生命力は異常で、首や心臓といった急所を潰されてもピンピンしていた。図らずも、陽剣の炎こそが奴やつらの弱点であり、それ以外で殺し切るにはそれこそ滅多斬りにする残酷さが必要になる。

　あの異常な生命力と、炎を浴びて滅びる姿。ますます、アルの知るゾンビの生態と酷似していた。もっと言えば、ゾンビより寄生体の方がしっくりくるが──、

「わかりやすさ優先でゾンビって呼んどくが……姫さんの観察通り、女子供のゾンビがいねぇな。こっそり、村の中で食糧なんてことになってなけりゃ……」

「そんな怖い想像やめてくださいよ～。ちゃんと見つけてきましたってば」

　記憶と、炭化した死体の顔を見比べていると、村内を見回っていたヤエが戻ってくる。彼女はアルの呟つぶやきに顔をしかめ、自分の背後を手で示した。

　そこにはカッフルトンの住民だろう、女性や子どもたちの姿があった。

「それぞれ、日中はご家庭の納屋や倉庫に押し込まれていたそうで。姿形は家族と同じ化け物が、自分たちに普段の生活を強いていたとか……」

「そいつは……」

　正直言って、相当に薄気味悪い要求だ。外見は家族と同じでも、その中身が全く違う輩やからが普段と同じを演じろと命じる。──どの口が、としか思えない。

　だが、彼女らはそれを強要されていた。挙句、夜ごと手足ががたつくゾンビのために、取れかけた手足を繕う仕事までやらされて。

「この手の話、自分じゃ結構耐性があるつもりだったんだがな」

「兜かぶとのおかげで見えませんけど、これで眉まゆ一つ動かさないような同僚のいる場所では働けませんよ、怖くて。なので、ビビッてくれて大丈夫です、アル様」

「ビビったわけじゃねぇよ。ゾッとしねぇ話だなってのはあるけどな」

　微笑ほほえみ、そんな慰めっぽいことを言ったヤエにアルは首を鳴らした。そのまま、ヤエは視線でアルに「どうしますか」と村人の処遇を問うてくる。

　ヤエが気にかけているのは、助かった女子供にどう家族の末路を伝えるか、だ。ゾンビ化した上に、最後は炭すみ屑くずになったと素直に伝えるべきなのか。

　人生であまり想像する機会のない難題に、アルは無言で鉄兜の金具を弄いじるが──、

「──なんじゃ、村の生き残りか」

　そこへ、高台に置いてきた竜車に戻っていたプリシラがやってきた。生存者たちを見つめるプリシラに、アルは「姫さん」と慌ててその肩を掴つかむ。

「気持ちはわかる。けど、堪こらえてくれ。姫さんが連中を嬉き々きとして始末したなんて教えたら、錯乱した女子供の焼死体がもう二十体ばかり転がる羽目になる」

「貴様、妾わらわのことをなんだと思っておるんじゃ。妾がわざわざ、夫を亡くした妻に、父を亡くした子に、兄を亡くした妹に、それを突き付けて笑うとでも思うのか」

「────」

　正直思ったのだが、アルはその言葉をすんでのところで呑のみ込こんだ。

　そしてその間、プリシラは生き残りの女子供の方へ歩み寄る。その先頭、所在なく立っていた少女がプリシラを見て、「あの」と意を決したように口を開く。

「アレイは、無事なんでしょうか？」

「アレイ……？」

「屋敷に報告にきた男性ですよ。アレイ・デンクツ」

　少女の尋ね人の名前に、首を傾かしげたアルへとヤエが耳打ちしてくれる。そう、来訪途中の竜車で聞いた名前だ。その、彼の身を案じたということは──、

「無事じゃ。あれを村の外へ逃がしたのは貴様か？」

「……偽物の、気を引いただけです。でも、無事でよかった」

　そっと胸を撫なで下ろし、少女がアレイの無事に心から安あん堵どする。本気で、あの青年のことを心配していたのだろう。そのために危ない橋を渡ることを厭いとわぬほどに。

　だが、結果的にその行いが、この密ひそやかな屍し人びとの侵略をプリシラに気付かせたのだ。

「褒美を取らせる。近ぅ寄れ」

「え、あ、はい……」

　その貢献を認め、プリシラが少女を手招きした。尊大な呼びかけに戸惑いつつ、少女は一歩、プリシラの下へ。そして──、

「舌を噛かむでないぞ」

「──っ」

　次の瞬間、プリシラは何の躊ちゆう躇ちよもなく、その少女の唇を正面から奪った。

　初対面、説明なし、女性同士──様々な問題を一息に飛び越え、プリシラの別角度からの暴挙に背後の女子供も驚く。無論、仰天したのはアルやヤエも同じだ。

「おいおいおいおい、何事だよ!?」

「──っ！　アル様！」

「ああ!?　なんだよ……って、うぉ!?」

　褒美の定義について議論を求めるアルを、表情を変えたヤエが呼んだ。その呼びかけに眉まゆを顰ひそめた直後、プリシラが少女から唇を離す。

　──その白い歯で、異形の触手に噛みついたまま。

「────」

　そのまま一気に、プリシラが少女の体内から触手を外へと引きずり出す。全長一メートルほどの触手が暴れ、その鋭い先端をプリシラへ叩たたき付けようと──、

「おらぁっ！」

　それを、青せい龍りゆう刀とうを閃ひらめかせるアルが防ぐ。一撃、容易たやすく木の根のような触手は断たれ、激しく地面の上で悶もだえ苦しむ。まるで、陸に上がった魚が呼吸できずに跳ねるように、触手もまた必死に足あ掻がいているように見えた。

「だが、貴様は生くるに値せぬ」

　言って、地面で悶える触手が紅の宝剣によって焼き尽くされる。ゾンビ化した村人と同様、触手は焼かれた途端に呆あつ気けなくその動きを止めた。

「これがゾンビの素もとか。寄生虫……寄生生物ってとこかよ」

　ゾッとしない気分で、アルが地面で灰になった触手に息を呑のむ。

　思い描くのは、首を断たれた男の断面で蠢うごめいていた異物。ゾンビ化した男たちと同じものが、女子供の体内にも巣食っていたということになる。

　だが、少女はゾンビ化していない。その違いはどこにあるのか。

「体質か、血の問題でしょ～か。もっと単純に、女性や子どもの体は奪えない？」

「それでも巣食うのは陸に上がるため、か。──おぞましい」

　咳せき込こむ少女を介抱するヤエに、プリシラが目を細めて吐き捨てる。それからプリシラは陽剣を逆手に握り、怯おびえる女子供へと真紅の剣けん閃せんを浴びせた。

「──ぁ」

　瞬間、生存者たちはその場に崩れ──一斉に、地面に嘔おう吐とし始める。その光景を目にして、唖あ然ぜんとなるアルの前でプリシラは鼻を鳴らした。

　それから、彼女は自身の握る真紅の剣の刀身をそっと撫なでると、

「妾わらわの陽剣は斬りたいものを斬り、焼きたいものを焼く」

「……つまり、体の中の触手だけ斬って焼いた？」

「呑のみ込こみが早いな。褒めて遣わす」

「一瞬、生き残りも全員ぶった斬ったのかと思ってヒヤッとしたぜ」

　とはいえ、プリシラの陽剣がなければ、それに近い対処が必要だったはずだ。最悪、生き残り全員からキスして寄生体を引きずり出さなくてはならなかった。

「にしても、ご褒美って姫さんとのキスのことかよ。オレも、足を舐なめさせてやるとかじゃなくて、そういうのでいいんだぜ？」

「たわけ。妾の唇が至宝なのは事実じゃが、褒美は命の方に決まっておろうが。あれが命より情を優先した結果、今回のことが露見した。確かな働きである」

　アルの言葉に嘆息し、プリシラが少女の行動力を称たたえる。

「女の子の恋心が悲劇を食い止める、か。出来すぎた話だったな。けど、何とかこれぐらいの被害で済んでマシだった……」

「──いいや、その安あん堵どにはまだ早い」

　痛ましいカッフルトンの屍し人びと被害、しかし、プリシラはその〆方に首を横に振った。その断定的な物言いに、村人の様子を確かめたヤエが振り返り、

「それは先ほど、奥様が御者に何かを命じて地竜を走らせたことと関係が？」

「無論よ。──竜車は屋敷の『真紅戦線』の下へ向かわせた。奴やつらには厳重装備の上、テンリル川流域にある、カッフルトン以外の三つの村を調べさせる」

　答えながら、プリシラが真紅の扇を広げ、それで村の傍そばを流れる川を指し示した。その動作の真意を悟り、アルやヤエは戦慄する。

「奥様は、川が感染源になっているとお考えなんですね」

「オレの浅い知識だと、ゾンビってのは噛かまれた奴からうつってくのがお約束だぜ？」

「あれらに人を噛む習性はなかった。その上、営みに溶け込もうとしておったろう？」

「確かにな」

　そこが、アルの知るゾンビと、寄生された村人たちとの明確な違いだ。彼らは人を襲うのではなく、成り代わり、そのテリトリーを守ろうとしていた。

　まるで、奪うのは肉体ではなく、人生そのものだとでもいうように。

「だとしたら、寄生虫なんて可愛かわいげのあるもんじゃねぇ」

「間違っても、川の水を飲むでないぞ。できれば触れるのもやめておけ。あの水を使った農作物も、焼き捨てておくのが確実じゃ」

「徹底してるな。それなら、水辺は虫にも気を付けた方がいいぜ。人間の血を吸う虫は水辺に多いしな。虫から病気が広がるってケースもよく聞く話だ」

「──いずれにせよ」

　低く、プリシラが紅の瞳ひとみを細め、そこで言葉を区切った。

　瞬間、アルの背筋を駆け上がったのは寒気──否、それに近いものだが、寒気ではなかった。冷たくはない。熱かった。灼しやく熱ねつが、その背筋を撫なでていった。

　竜車の中でも嗅いだ、空気の焦げる匂いが鼻び腔くうを掠かすめる。それはプリシラ・バーリエルの纏まとった覇気が、狼ろう藉ぜきを働いた相手への沙汰を決めた証あかし。

　すなわち──、




「──誰であれ、この愚行の対価は支払わせる。その命でな」
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　プリシラの指示を受けた『真紅戦線』の行動は早い。

　主あるじの命令通り、赤拵ごしらえの重装備に身を包んだ兵士たちがテンリル川の流域へ集結し、カッフルトン以外に存在する三つの村をそれぞれ検あらためる。

　結果、寄生体の影響は他の二つの村でも発生しており、女子供の身柄の確保と引き換えに、やはり寄生された男たちが処分される結果を招いた。

「姫さんの陽剣なら、女子供とおんなじように男も助けられねぇの？」

「陽剣も万能ではない。体内の異物は殺せても、その異物に食われた穴まで埋めることはできん。貴様流に言えば、『すぽんじ』になった脳は救えぬ」

　プリシラの答えを受け、アルは「なるほどね」と顎を引いた。

　つまり、あの寄生体は男の脳を苗床にして、ゆっくりと全身を支配していくのだ。最初に脳が支配されるのだから、記憶や行動は曖昧なものになっていく。

　バーリエル邸に異変を知らせた青年の証言、それとも一致する内容だった。

「あのお兄ちゃんは飯も食わずに、連中が手足を縫ってるのを見て逃げ出したって話だったな。……水、飲んでなきゃいいんだが」

「その点は、女性たちが抜かりありませんでしたよ。彼を無事に逃がしたい一心だったんでしょ～ね。持たせた水は煮沸、食事は保存食……感染源から遠ざけられていました」

「ひゅぅ、やる。愛だねえ」

　おかげで青年は無事、彼の無事のために行動した少女もプリシラのおかげで無事だ。村は男手を失い、ほぼ壊滅状態だが、それでも失われていないものがある。

　それなら、立て直すことは可能なはずだ。きっと。

「さて、そんなこんなで後味の悪い展開は避けられたってんなら……姫さんは、じーっと地図睨にらんで何考えてんだ？」

「──妙だと思わんか？　テンリル川の付近にある村は四つ。そのうち、『ぞんび』の被害に遭ったのは三つ、被害を免れた村が一つだけある」

　カッフルトン村の中央、家主を亡くして無人となった村長宅で、プリシラが机の上の地図を眺めながらアルへ尋ねた。その言葉にアルは「あー」と呻うめいて、

「たまたま、村の全員で断食と断水の荒行に挑んでたとか？　なんかあるらしいぜ、そういう宗教。食べない飲まない遊ばないが、信仰の証あかしになるんだとか」

「それで被害を免れたなら、『ぞんび』被害とは別の意味で問題であろうよ。考えられるのは川の流れ……他の村より、被害のなかった村は上流にあるな」

　地図を指差して、被害の有無をテンリル川の上流と下流で分ける。当然、水は低きに流れるものなので、毒が流し込まれた場合、被害が出るのはその地点から下流のみ。

「なので、この被害を免れた村と、カッフルトンとの間に何があるかを調べてきました」

　と、村長宅の扉を開けて、ひょいと顔を覗のぞかせたのは赤髪を躍らせるヤエだ。彼女は気楽な調子でアルとプリシラに割って入ると、地図の上に印を付ける。

「この印は？」

「水車の印です。川辺の森では木材が切り出されて、船で下流へ運ばれる仕組みになっています。水車は主に粉挽ひき用だったと思いましたが、臭いですよね」

「──悪巧みの隠かくれ蓑みのにはもってこい、であろうな」

　プリシラの返答に、我が意を得たりとヤエが頷うなずく。

　そんな二人の様子に、アルは「待った」と右腕を上げた。

「悪巧みだの隠れ蓑だのって盛り上がってるとこ悪ぃんだが……もうあれか？　姫さんたち的には完全に、ゾンビ災害はテロリズムって決め打ちした感じ？」

「当然であろう。いくら血の巡りが悪かろうと、これが人為的でなくてなんと考える？　あまり馬鹿を申すな、アル。道化と愚物の違いくらいはわかっていよう？」

「……笑わせる奴やつと、笑われる奴だ」

「前者は見所があるが、後者は見み出いだされなければ無価値に終わる。努ゆめ々ゆめ忘れるな」

　突き放すような物言いだが、プリシラにしては優しいというべきだろう。ただ、アルにはアルで、この状況を良しとしたくない理由があるのだ。

　──バーリエル領で発生する『ゾンビ化騒動』など、聞いたこともないのだと。

「アル様、怖い顔してますね。いけませんよ～、笑顔笑顔」

「オレの顔は見えねぇだろ」

　プリシラとのやり取りで拗すねているとでも思われたのか、ヤエがそんな調子で話しかけてくるのに鼻を鳴らした。それから、アルはプリシラの睨にらむ地図を指差して、

「で、隠かくれ蓑みのってことは、この水車の管理者やら、木材業者が怪しいって踏んでんの？」

「そこから疑い始めるのが妥当であろうよ。ヤエ、代表者は？」

「──エッダ・レイファスト。荒くれ男たちを纏まとめる女傑って話ですね～。もしかすると奥様と気が合うかもしれませんよ？」

「ふむ。妾わらわと気が合うかどうかはともかく、最初の条件は『くりあ』したな」

　記録を参照するでもなく、パッと答えたヤエにプリシラは片目を閉じた。その彼女の答えを聞いて、アルとヤエは「条件？」と揃そろって首を傾かしげる。

　そんな付き人二人の反応に、プリシラは「そうじゃ」と赤い唇を緩めて、

「『ぞんび』となったものは男ばかり。ここまでの先例を考えれば、その女傑とやらの脳が『すぽんじ』になっている可能性は低い」

「あー、なるほど。そりゃ確かに」

「ただ──」

　と、そこでプリシラは言葉を切り、もう片方の目も閉じて瞑めい目もくした。嫌な沈黙だと、アルは彼女の美しい横顔に声をかけようとして、

「──まぁいい。全ては、妾のこの目で確かめてからじゃ」

「────」

　何かを言わせる前に、全てを自分で決めてしまうところがプリシラらしい。

　アルの憂慮にも気付いているだろうに、彼女はそのことには目もくれない。そのくせ、歩き出す背中にアルがついてこないことに気付くと、

「何をしておるか、アル。──妾の後ろに、飼い犬のように続け」

　などと、当然のように言うのだからたまらない。

「本気で、その白い足舐なめてやろうか。犬っぽく、鼻息荒く」

「うわ～、アル様ったらどん引き～」

　堂々と歩く背中に続こうとして、隣の赤毛のメイドにそんなことを言われる。アルは自分の兜かぶとの金具に触れながら、無性に桃髪の少年執事が恋しく思えた。
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　──エッダ・レイファストの印象は、『女傑』というより『鉄血』だ。

　浅黒い肌の下、血管を流れているのは赤い血ではなく、どす黒い油ではなかろうか。肉厚の体に太い手足、はち切れんばかりに張り詰めた衣類の上から毛皮のコートを羽織り、美ではなく武を奉じたような厚化粧。

　一見して、通常の美意識とかけ離れた美的感覚がそこに窺うかがえる。

「あーたが、プリシラ・バーリエル様だのね」

　応接間で相対したエッダが、椅子に腰掛けたプリシラを見下ろしてそう言った。なお、見下ろす形なのは体格差が原因で、椅子の高さのせいではない。

　プリシラも決して背の低い女性ではないが、エッダの身長はアルさえも首が痛くなるぐらい見上げる必要のある高さだ。さすがのプリシラも、そのことを怒りは──、

「頭が高いぞ、貴様。妾わらわを誰と心得る」

「怒るんだ!?　身長だぜ!?　どうしようもなくない!?」

「何を騒ぐ。妾を見下ろす不敬を思えば、腰の半分も床に埋まればいいだけの話じゃ。床が開く仕掛けの一つもなかったせいで、妾の不興を買ったな」

「そんな大掛かりな前準備、かもしれない運転でもやらねぇよ！　床に埋まっておかないと、偉い客の機嫌を損ねるかもしれない……生きづらいわ！」

「ぴいぴいとやかましい。貴様、今回はあれこれ妙にうるさくて敵かなわぬ」

「それは……姫さんが心配なんだよ」

　ソファに腰を埋うずめて、耳を塞ぐプリシラにアルは言葉に詰まった。

　心配と、そう言ってしまえばそれが事実だ。しかし、そんなアルの考えはプリシラの足を止める理由にはならない。隣で、ヤエが深くため息をつくのが見える。

　案の定、プリシラは「ふん」と小さく鼻を鳴らすと、エッダの方へ向き直った。

「妾の用向きは一つよ。貴様が仕切っている材木業と川の水車、いずれかで不ふ埒らちな企たくらみを目もく論ろむ輩やからがいる。気付いているか？」

「──不埒な企み、ねん」

「すでにカッフルトンをはじめ、テンリル川流域の三つの村が被害に遭っています。エッダ様のところの従業員に、体の不調を訴えるものはおりませんか～？」

　プリシラの指摘に太い眉まゆを上げ、ヤエの追及に芋虫のような指を唇に当てる。そうした反応を見せるエッダは、明らかに何も知らない人間の顔ではない。

　その視線は良くないと、アルは平時の心境なら教えてやったはずだ。が、今のアルにはその配慮をエッダへ傾けてやる余裕がなかった。

　それ故に、エッダの濁った視線がプリシラの機嫌を損ねるのをあえて見過ごす。

「その目つき、心当たりのある顔じゃな」

「──ここだけの話なら、ねん」

　プリシラの追及からは逃れられないと観念したのか、エッダはすぐにそう答えた。それは肥え太った彼女の持つ、ある種の生存のための最適解を選ぶ能力か。

　仮にもう一度とぼけていれば、プリシラは容赦なく陽剣を抜いていたはずだ。そんな修羅場にならずに済んで、アルとしても一安心──、

　──そこに、油断が生じた。

「──お」

　ふと、アルは自分の足下が揺らいで、踏ん張りが利かなくなったことに気付く。すぐに足下を見て、その原因を理解した。

　床が、消えたのだ。絨じゆう毯たんごと、ソファごと、応接テーブルごと、床が下へ開いた。そのまま真っ暗な地下の空間へと、アルの体が自然落下を始める。

「姫さ──ッ」

「アル様、ごめんなさい！」

　転落の瞬間、アルはプリシラを呼ぼうとして、その肩に衝撃を受けてひっくり返る。見れば、アルの肩を蹴って天井へ取り付くのは、同じく落ちそうになったヤエだ。彼女は天井の照明を掴つかんで、何とか転落の被害を免れる。

　代わりにアルはバランスを崩し、もはや墜落は避けられない。だからせめて、アルは確かめなくてはならない姿だけ、視界の端に捜して──、

「────」

　赤い、紅ぐ蓮れんの少女と視線が交錯して、それを最後に転落する。

　落ちる、落ちる、落ちてゆく。──アルの体が真っ逆さまに、地下へ落ちていく。

　声にならない声を上げ、アルはそのまま、深い暗闇の中へと為なす術すべなく落ちていった。
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「────」

　床下には暗く、どこまでも深い闇が広がっていた。

　突然、前触れなく開いた床は、いっそ奈落と呼ぶべき暗闇へと全てを呑のみ込こんだ。

　赤い絨毯に大きなソファ、来客を迎えるテーブルとお茶の入ったカップ類──そして、とっさの判断が遅れ、反応できなかった漆黒の兜かぶとを被かぶった男が一人。

　尾を引く悲鳴を残しながら、男の姿が奈落の底へ消えるのを見届け、謀られた形になった紅の女──プリシラ・バーリエルは宝石の如ごとく美しい瞳ひとみを細めた。

「油断、した、わねん」

「……油断じゃと？」

　背後、奈落へ目をやるうなじに声がかかり、プリシラは声の主へと振り返る。

　そこで、血色の化粧を施した唇を歪ゆがめるのは、まんまとプリシラたちを謀ったエッダであった。その彼女の醜悪な笑みを見据え、プリシラは表情を変えぬまま、

「──妾わらわに、こうも真っ向から敵意を向けるとは正気の沙汰とは思えんな」

「そう？」

「挙句、妾の姿勢をさして油断などと、貴様の器で測ったな。万死に値する」

「そーお？」

　プリシラの冷酷な罪状確認に、しかしエッダは場違いな愉悦で体の肉を震わせる。浅黒い鉄油色の肌が震え、それがますますプリシラの不機嫌を助長した。

　そのまま、プリシラは躊躇ためらわずに宙へと手を伸ばし、『空』を鞘さやとする真紅の宝剣を抜き放とうとする。だが──、

「──奥様！」

　瞬間、呼びかけと同時に空を黒刃が走り、肉が穿うがたれる音が室内に響く。

　空を走ったのはクナイと呼ばれる西方の暗器、投じたのはアルの肩を借りて、とっさに落下を免れていたヤエだった。そのヤエが投じたクナイが迫りくる敵──エッダの背後、壁の隠し戸から現れた二人の男の額ひたいを穿つ。

　さして刃渡りは長くないが、クナイの刃やいばは深々と男たちの頭部を抉えぐり、その奥にある脳を掻かき回して命を刺し貫いた。

　そしてそれは、首の中央に刃を受けたエッダも例外ではない。

「あちゃ～、奥様ごめんなさい。うっかり反射的にやってしまいました」

　プリシラの隣に身軽に降り立ち、ヤエが三人を投とう擲てきで仕し留とめたことを謝罪する。その言葉に腕を下ろし、プリシラは「構わぬ」と前置きして、

「妾わらわの手ずから処刑したいところではあったが、侍従の忠誠を蔑ないがしろにしてまでやるほどの価値はない。そんなことより……」

「ええと、アル様ですが、この高さだと……わーお、底が見えませんね～」

　腕を組むプリシラの横で、奈落を覗のぞき込むヤエが渋い顔をする。

　その表情も当然だろう。なにせ、どす黒い闇が広がる奈落は底が見えず、試しにヤエがクナイを落とすと、それが地面に当たった音が聞こえてこない。この高さと、敵を陥れるための罠わなであることを念頭に入れると、底にどんな仕掛けがあることやら。

　つまるところ、ここから落ちたアルの生存は絶望的と考えるしかなかった。

「奥様、大変言いづらいのですが、アル様はお亡くなりに～……」

「──ふむ。此奴きやつら、いったい何なに故ゆえに妾を襲おうなどと考えた？」

「奥様？」

　罠の見分を終え、アルの悲報を伝えたヤエが首を傾かしげる。

　正面、クナイを受けて倒れたエッダとその部下を眺めるプリシラ、彼女は敵の思惑を考察するのに集中しており、その横顔にアルを慮おもんぱかった色は皆無。

　まるで、アルという存在そのものを忘却したかのような無関心ぶりだ。

「奥様、それはいくら何でもアル様が浮かばれないのでは～」

「たわけ。些さ事じに割く時間など妾にも貴様にもない。そも、妙だとは思わぬか？」

「妙ですか？」

「──妾を害する目的なら、何な故ぜ、妾が奈落からどいた段階で罠を起動した？　狙いが誤っている。それでは筋が通らぬじゃろう」

　そのプリシラの指摘に、ヤエもまた違和を察して頬ほおを引き締める。

　道理だ。元々、奈落の上にはプリシラもいた。狙いがプリシラ陣営──否、中核たるプリシラだったなら、彼女が罠にかからなければ意味がない。

　それなのに、敵はわざわざプリシラを巻き込まないように罠を動かして──、

「──それはねん、あーたの体に傷をつけたくなかったからよん」

「──っ」

　ふと轟とどろく低い声に、プリシラとヤエが顔を上げた。

　二人の視線の先、ゆっくり立ち上がるのは首にクナイの刺さった巨体だ。芋虫のように太い指が黒刃の柄つかを掴つかみ、乱暴に刃やいばが引き抜かれる。荒っぽく、まるで人体に配慮のない挙動だが、奇妙なことに傷から血が流れることはない。

　──その原因は、ここまでの状況からすぐに察しがついた。

「もしかして、屍し人びと様でいらっしゃったり？」

「その言われ方は心外ねん。ただ、血の通ってない体を動かしてるだけよん」

　いけしゃあしゃあと言ってのけ、エッダもとい屍人のエッダが陰惨に微笑ほほえむ。

　その表情に苦痛の色はなく、首の傷がなければ醜い顔の生者と変わらない。だが、依然として、首には痛々しい穴が開いていて、見るものの現実感を喪失させる。

「────」

　その屍人と相対し、ヤエはさりげなくプリシラを背後に庇かばう。そうした侍従の気遣いに触れず、プリシラはエッダの言動に鼻を鳴らした。

「妾わらわも同意見じゃな。屍人などと華がない。今後は『ぞんび』と名乗るがよいぞ」

「って、奥様、そんな場合ですか～!?」

「たとえ場合と状況がどうあろうと、妾は妾のままで在る。それを曲げれば妾ではない。とはいえ、想定外の事態ではあるな」

　全てを見通したような言動の多いプリシラが、珍しく自分の想定外を言明する。そのことにヤエが驚くと、プリシラは白く細い肩をすくめる。

「ただ喋しやべり、人に擬態するだけならおぞましいの一言で済む。じゃが、この『ぞんび』の在り様は明らかにそれに留とどまらぬ。貴様、妾を傷付けたくなかったと言ったな？」

「ええ、言ったわん」

「なるほど。──つまり、次は妾の体が目当てか」

　そのプリシラの一言に、エッダが赤黒い唇をより大きく歪ゆがめる。

　瞬間、床に倒れた二人の男が跳ね起き、額ひたいにクナイを刺したまま飛び掛かってきた。

　当然ながら、この二人──否、二体も屍人だ。

　掴み掛かってくる一体を、ヤエはすらりと長い足で蹴り飛ばし、続く一体の襟首を掴んで器用に背後へ投げ落とす。結果、二体揃そろって奈落の底へ真っ逆さまだ。

　だが──、

「まだまだ手勢はいるのよん。逃げられると思ったのん？」

「うげえ～！」

　エッダの哄こう笑しようを聞きつけ、部屋の扉がいっぺんに開け放たれる。

　正面入口に隠し扉、挙句に天井が開いて屋根裏からも伏兵が落ちてくる始末。その圧倒的な物量に、懐のクナイの残数を数えるヤエが頬ほおを引きつらせる。

「これ、ちょっと笑けてくるぐらい劣勢ですね～。奥様、何か妙案あります？」

「侍従こそが妾わらわに妙案を出すべきであろうに、すぐ妾頼みとは情けない」

「そう仰おつしやられましても～！」

　近寄ってくる屍し人びとへクナイを叩たたき付け、腕を斬り、足を斬り、首を斬って次々と薙なぎ倒たおしながら、ヤエは室内に腐臭の漂う屍しかばねを積み上げていく。だが、倒しても倒しても、積み上げた死体が次々と立ち上がってくるのだから始末に負えない。

　その徐々に追い込まれる状況を眺め、プリシラが吐息する。

「──ヤエ、妾を置いて一度退ひけ。そして、アルを捜すがいい」

「え!?　奥様、アル様の存在をお忘れになったんじゃ？」

「案ずるだけ無駄と言っただけじゃろうが。たわけたことを抜かすな。貴様の逃げる隙ぐらいならこじ開けてやろう。光栄に思い、跪ひざまずくがいい」

「跪けって……ひぇ～っ！」

　尊大な発言があった直後、横薙ぎに真紅の輝きが一いつ閃せんされる。

　反射的に跪くヤエ、その頭上をプリシラの宝剣が容赦なく薙ぎ払った。赤い剣けん閃せんから火を噴いて、その刃やいばの死線上にあった屍人はことごとくのたうち回って灰になる。

「征ゆくがいい」

「奥様、どうぞご無事で～！」

　その間に跳躍し、天井に取り付くヤエがするりと屋根裏へ滑り込む。そのまま、彼女は素早く戦場となった応接間から離脱、プリシラだけが残された。

「ふむ」

　それを見届け、プリシラはさらに二度、三度と紅の宝剣を振り抜き、近付いてこようとする不ふ埒らちな輩やからを炎でくるむ。しかし──、

「そろそろ打ち止め、ねん」

「そうじゃな」

　悠然と、配下の屍人の奮戦を眺めていたエッダが嗤わらう。そのエッダの視線の先、プリシラの手にした宝剣の輝きが陰り、揺らめく炎の火勢は見る影もなくなっていた。

「日輪が陰ったか。相変わらず、妾の意のままになり切らぬ剣よな」

　言い捨て、プリシラがぞんざいに宝剣を宙へ投げ捨てる。と、それは背後に立つ屍人の首を刎はね、そのまま空に吸い込まれるように消失した。『空』を鞘さやとする剣が『空』へと帰った。そして、無手になるプリシラを屍人たちが取り囲む。

「傷付けるのは本意じゃないのよん。大人しくついてきてくれるかしらん」

「周囲の汚物を妾に触れさせるな。そして、丁重にもてなすがいい」

　腕を組み、自らの豊満な胸を誇示するように持ち上げ、プリシラは堂々と言い放つ。それを聞いたエッダは眉まゆを上げ、それから盛大に破顔した。

　そうして破顔したまま、『女傑』は続ける。

「その尊大な物言い、嫌いじゃないわん。──楽土の管理者にもってこいよん」
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　暗く深い奈落の底で、アルは汚水に塗まみれた我が身を儚はかなんでいた。

「マジかよ、これ……よく生き残ったな、オイ」

　ぐずぐずとした足場、手を突いた地面の生なま温ぬるい感触に顔をしかめ、アルは汚れた手をズボンで拭うと、兜かぶとの隙間に入った泥を指で掻かき出した。

　その間、周囲に目をやるアルは何も見えない無灯の暗闇に舌打ちする。そして、兜の泥抜きを中断し、いそいそと腹の備えから白い石を取り出した。

　──ラグマイト鉱石と呼ばれる、衝撃を受けると発光する特殊な石だ。

　魔鉱石とはまた性質の異なる石で、火がなくても光を得られるために重宝する。それを自分の兜にぶつけ、白いぼんやりとした光で辺りを照らし出す。

　そして、最初に目についたものを見て、アルは「うげ」と声を漏らした。

「死なずに済んでラッキーなんて、単純に思ってたわけじゃねぇが……」

　レイファスト邸の応接間、その床が開いた奈落の罠わなの穴底だ。敵の狙いは当然、罠にかかった相手の転落死だったのだろうが、その最悪の結果は免れた。

　とはいえ、格好よく颯さつ爽そうと罠を掻い潜くぐり、危難を脱したなんてわけではなく、たまたまアルが落ちた先にクッションがあり、転落の衝撃が緩和されただけの話。

　ただし、そのクッションとは──、

「……ぐずぐずの死体の山、か。ひでぇ臭いだな」

　鉄兜の隙間、金具に詰まったものが『泥』であるといいなと思いながら、アルは自分を受け止めたクッション的な状態の人間の末路に顔をしかめる。

　その死体の数、十や二十では足りないほどだ。

　おそらく、エッダの仕切っている材木業者の従業員、その一部ではなかろうか。どの死体も着衣はそのまま、装飾品も奪われていないため、金目当ての殺しではない。死体の処理は雑だが、死体が死体になった理由は単純な線ではないだろう。

「つまり、屍し人びとは長持ちしねぇのが難点ってわけだ。この分だと、屍人ビジネスは大成しねぇだろうな。ハイソな上流階級には嫌がられそうな要素満載だし」

　ああして仕掛けてきた以上、エッダ・レイファストが屍人と関係があるのは確実だ。その影響力と財力を思えば、彼女こそが黒幕の可能性も十分にある。

　そうなると、上に取り残されたプリシラの安否が危ぶまれるが──、

「ヤエの奴やつ、オレを蹴倒してまで残りやがったんだから、ちゃんと仕事してんだろな。助けなんかいなくても、姫さんなら何とかしちまいそうだが……ぁ？」

　そうして、ラグマイト鉱石の光を頼りに辺りを観察していると、ふと死体の山の方から妙な気配を感じ取った。そちらへ顔を向け、アルは光を傾ける。

　──瞬間、空洞となった眼がん窩かと目が合い、アルは思わず後ろへ下がった。

「うお!?」

「あ、ぁぁぁあぁぁ！」

　おぞましい亡者の呻うめき声を上げ、ほとんど原形を留とどめていない死体が蠢うごめく。それは骨が剥むき出だしになった腕を伸ばし、アルを地獄へ引きずり込もうと襲いかかってきた。

　一瞬、反応が遅れてアルは息を呑のむ。間に合わず、相手の指がアルを抉えぐろうと──、

「──ぶ」

「へ？」

　直後、その亡者の腐った頭部を、上から落ちてきたクナイが無惨にぶち抜いた。

　──それが、応接間のヤエが奈落の深さを測るために落としたクナイであるなどと、このときのアルには理解しようがない。

　ただ、理解し難がたい幸運に救われ、アルはかろうじて命を拾うことに成功する。

　亡者にも質があるのか、頭部を砕かれた死体が活動を止める。腐った腕を落とし、呻くことさえなく頽くずおれて完全に亡者は沈黙した。

　しかし、それはあくまで最初の一体、その窮地を逃れただけに過ぎない。

「……嘘うそだろ」

　そう呟つぶやく眼前、死体の山が蠢いて、腐肉と腐汁がぬかるんだ地面を浸していくのがわかる。このぬかるみの正体が何なのか、溢あふれる腐臭に鼻び腔くうを侵されながら、アルはじりじりと背後へ後ずさる。可能な限り、目の前の『それ』の注意を引かぬように。

　だが、そんなアルの決死の試みは、思わぬ形で現れる闖ちん入にゆう者しやに妨害される。

「どわぁっ!?」

　刺激しないように、というアルの配慮が馬鹿らしくなるぐらい、それは勢いよく死体の山の上に転落し、盛大に腐肉を周囲へぶちまける。白い光に映ったのは、またしても上から落ちてきた異物、ただし今度は二人の人間だ。

　ちらりと見えた姿が確かなら、少なくとも一人の額ひたいにはクナイが刺さっていた。

　つまり、下手人はヤエ。彼女が上で奮戦している証あかしだが、タイミングが悪い。

「う、おおおお──っ！」

　転落物の衝撃を受け、弱々しく蠢くだけだった死体の山に大きな動きが生まれる。それは正しく大きな動きで、死体の山そのものが動き出したような光景だった。

　──十や二十では足りぬ腐った人体の塊、それらが絡み合いもつれ合い、もはや人ではないグロテスクな一個体として成立、屍し人びとの塊が転がってくる。

「じ、冗談じゃねぇ──っ!!」

　猛然と転がってくる屍し塊かいに背を向け、アルは全力で走り出した。

　足場と視界の悪さはアルの人生経験でも最悪の部類だ。これほど必死に命懸けで走るのは、剣奴孤島のコロシアムから脱走した夜以来──ただ、あのときに追ってきたのはどれだけ恐ろしくても人間だったが、今回は恐怖の性質が違う。

「下水？　排水処理場!?　出口あんのか、ここ!?」

　ゾーリと汚水の相性は悪いが、かろうじて転ばずに走り続ける。道幅の広い通路が真まっ直すぐ続くため、横道に逸れて屍し塊かいをやり過ごす作戦が取れない。

　地図もなく、出口の当てもない状態で走り続けるのは現実的ではないだろう。

　追いかけてくる屍塊が息切れしてくれるなら逃げる価値もあるが、すでに生命活動の終わった死体とスタミナ対決しても勝ち目は薄い。

　おまけに──、

「ぐっ、マジかよ！」

　必死に走る正面、うっすらと視界に映り込むいくつもの人影。両手を突き出し、ゆらゆらふらつく姿はオーソドックスなゾンビスタイルだ。カッフルトンで見かけた喋しやべれるタイプは希少品だったのか、知性のないゾンビのエントリーにアルは歯は噛がみする。

　無論、おびただしい水音と腐臭をばらまいて迫るアルと屍塊に、通路に立ちはだかるゾンビたちが気付かないはずもない。前門のゾンビ、後門の屍塊。

　ゾンビに掴つかまれても命の危機、それ以前に背後の屍塊に押し潰されても命の危機──ここには、アルのピンチを救ってくれる頼れる味方は一人もいない。

　自分の命を救うには自分の力を尽くすしかない。──持てる、全てを使って。

「クソ、広さと尺がわからねぇ！　分が悪ぃが、くるめるか……!?」

　迫ってくる屍塊と、目前に近付いてくるゾンビとのエンカウント。アルは必死に周囲の地形に目をやりながら、兜かぶとの奥で唇を噛み切った。

　そして、覚悟と共に吠ほえる。

「──クソったれ！　領域、展開!!」

　叫んだ瞬間、刹那だけアルの周囲の空間が捻ねじ切きられるように歪ゆがみ、たわむ。

　まるで、常外の存在の干渉を受けたような、水面みなもに浮かんだ泡越しに世界を見たときのような不均衡な、そうした異様な情景がどす黒い腐臭に満ちた空間を浸した。

　そして、

　そして、そして、

　そして──。
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「ここにねん、我らが造物主の楽土を作る予定なのよん」

　そう言って、部屋の床に直接座るエッダが相対するプリシラの顔を覗のぞき見た。その視線に対し、優雅に足を組むプリシラは頬ほお杖づえをついて、「ほお」と呟つぶやき、

「一切、妾わらわの関心を引かぬ話よな。ここからどう盛り返す？」

「つれないわねん。でも、あーたのそういう一貫した姿勢は貴重だわん。誰に対しても尊大で、必要な立場と権力がある……まさしく、理想的よん」

「──なるほど。大方の企たくらみは読めたぞ」

「あらん、本当にん？」

　特段、情報を漏らした自覚はないのか、エッダが太い首を傾かしげる。その可愛かわいげの微み塵じんもない仕草に剣けん呑のんな目をして、プリシラはそっと窓の外へ目をやった。

　エッダ・レイファストの屋敷、その最奥の部屋にプリシラは軟禁されている。

　手て枷かせはなく、室内を自由に歩き回ることも可能だ。三階だが、窓から外へ逃げることもできるだろう。ただし、部屋の外には監視の目があり、窓の外にも見えるだけで十体以上の屍し人びとが見回りを続けている。

　すでに一度、日輪は陰った。落陽のあと、次の日昇には時間がかかる。

　さすがのプリシラも、無手で屍人の群れから逃げおおせられるとは考えていない。そもそも、額ひたいに汗して亡者から逃げ惑うなど絶対に御免である。

「妾わらわがこの屋敷を出るときは、大手を振って正面から出ていくと決めている」

「威勢のいいことねん。でも、その願いは叶かなうかもしれないわよん。だって……」

「妾の頭と体を、薄汚い寄生生物で乗っ取るつもりでいるからか？」

「──ふふ」

　紅の瞳ひとみを細め、焼き尽くすような視線を向けられるエッダが巨体を震わせる。そして彼女は太い指には小さすぎる、透明なグラスをテーブルの上に置いた。

　グラスに注がれているのは、琥こ珀はく色いろをした液体だ。微かすかな香りから、それが上等な酒とプリシラにはわかる。だが、舌は誘われない。

　今の話の流れで置かれるグラスだ。何の変哲もないものであるはずがない。

「あーたは賢いわん。だから、説明は不要でしょん？」

「テンリル川の周辺の村が、貴様らの撒まいたつまらぬ毒で汚された。大方、この酒も同じもので毒されておるのじゃろう？　芸のない奴輩しやつばらよな」

「ごめんなさいねん。その分だけ、あーたの一杯は特別な一杯にしたからん」

　特別な一杯と、その前置きがこうも空むなしく響くことも珍しい。

　テンリル川の水を利用した村、その村民がことごとく屍人化した事態を思えば、その元凶たる寄生体が水から体内に侵入することは疑う余地がない。それはカッフルトン村の時点でわかっていたことだが、一点だけ問題があった。

　この寄生体の寄生対象は成人男性のみで、女子供には無害だと考えられていたのだ。

　それがエッダ・レイファストを支配し、次いでプリシラの肉体も狙っているのは──、

「──ある種の虫や鼠ねずみの中には、好んで集団で巣を作る種類がいる。そうした巣にあって秩序を保つには何が必要か、ちっぽけな脳しか持たぬ野性であっても答えは明白よ」

「……へえ。何なのん？」

「女王じゃ」

　これが面白い、とプリシラはこの屋敷に入って初めて笑みを浮かべた。

　集団で巣を作り、繁殖と巣の拡大を目的とした生物は頂点に女王を置く。子を産むのに女は不可欠と、それは生物の大小問わず不変の理であるらしい。

　王ではなく、女王。何とも奇妙な在り様だが、それは今の状況にも符合する。

　つまり──、

「──貴様らおぞましい寄生体も、女王の理屈が成立するようじゃな。すでにその体に命はなく、繁殖など夢のまた夢であろうに」

「あらん、どうかしらん。あたくしたちは急速に成長しているわん。最初は脳を腐らせて動くだけの死体、それが知性と思考を残した寄生体……このままいけば、完全に生きた状態で相手を乗っ取ることだって可能なはずよん」

「そして、ゆくゆくは生まれながらの『ぞんび』を作ると？　何とも、おぞましき千年王国を目もく論ろむものよ。それが貴様らの望む楽土、妾わらわにその管理者となれと？」

「拒否はさせないわん。しても無駄なのはわかり切ってるでしょん？　あーたが逃がしたメイドはまだ捕まってないけどん、それも時間の問題よん」

　辛からくも逃げ続けるヤエだが、屋敷と周辺の包囲網は厳重だ。特に屋敷の周りの森などは材木業者であるエッダの部下の独壇場、ヤエの身のこなしでも分が悪い。

　そうして、状況を冷静に分析するプリシラにエッダは笑いかける。

「んふん。そんなに嫌がることはないわよん。かく言うあたくしも、完全に別人ってわけじゃないんだからん。──ただ、大事なものの順番が入れ替わっただけよん」

「くだらんことを言うでない。それを死と、そう呼ぶのであろうが」

「──ぐふ」

　分厚い唇から生臭い息を吐いて、エッダが低い音を立てながら嗤わらった。その不細工な音を聞いて、プリシラは形のいい眉まゆを顰ひそめる。

　それからそっと、その白く細い指を酒のグラスへ伸ばし──、

「──ん」

「飲み干した、わねん。こっそりと流したなんてこともなく、従順ねん」

　琥こ珀はく色いろの酒杯を傾け、唇を赤い舌で舐なめるプリシラにエッダは意外そうな顔をした。大人しく、プリシラが指示に従ったのが信じ難がたかったのだろう。

　だが、妙な小細工はない。中身を床に捨てたなんてこともなく、飲み干している。

　故にプリシラの体内には、エッダと同様の寄生体が侵入したはずで。

「そのうち、ゆっくりと効果が現れるわん。そうしたら、もっとあたくしと仲良くお話できるはずよん。造物主についても、話し合いましょん」

「またその名前か。ずいぶんとご執心のようじゃな」

「なんたって造物主だものん。あたくしたちの生みの親……正確には、今のあたくしに生まれ変わる切っ掛けだわん。あの方が安寧を得られる楽土を作り出すこと、それこそがあたくしたちの使命なのよん」

「造物主のための楽土の建設、か。──退屈極まりない話じゃな」

　全身の肉をたわませ、どす黒い敬愛を声音に乗せたエッダにプリシラは肩をすくめた。一瞬、その言いようにエッダの瞳ひとみを敵意が過よぎるが、すぐにそれも掻かき消える。

　彼女は再び頬ほお杖づえをつくプリシラの前に立ち上がり、その美貌を見下ろしながら、

「どんな言葉も、あたくしたちの仕打ちが怖くて逃げたあとじゃ説得力がないわん。これだけ尊大なあーたが、造物主のために尽くす姿はきっと見物よん」

「ほう、その嗜し虐ぎやく的な趣味は醜女しこめにしては悪くない。ヤエの戯たわ言ごとにもようやく妥協点が見つかった。──妾わらわと貴様の気が合うやも、とあれは言っていてな」

「あららん。じゃあ、あたくしと仲良くしてくれる気になったってことん？」

「たわけたことを申すな。──貴様は、妾が手ずから処刑する。その醜く肥え太った図ずう体たいを震わせ、涙を流して命乞いする様はさぞ見応えがあろう。と、どうじゃ？　これに愉悦を覚える妾となら、先の言葉にも頷うなずけよう？」

　嫣えん然ぜんと、唇を緩めて微笑ほほえむプリシラ。──それが、凄絶に美しいことが彼女の本質だ。

　エッダはそこで初めて、プリシラの存在に恐怖を覚えたように身震いする。それ自体が信じられないように、彼女は自分の掌てのひらを見た。

　すでにエッダの肉体は変革され、この世のあらゆる辛苦から解放されている。にも拘かかわらず、今の身震いは何なのか。

　そうして、確かな優位にあるはずのエッダを見上げ、プリシラは目を細めた。そのまま彼女は胸の谷間から扇子を抜くと、それで己の口元を隠し、言った。

　プリシラの代名詞にして、彼女が信じて疑わない絶対の理ことわりを。

　それは──、

「覚えておくがいい。──この世界は妾の都合の良いようにできておる」

「────」

「故に、貴様がどう足あ掻がこうと、最期には焼かれ、灰となるだけよ。せいぜい、それまでの時間を有用に過ごすがいい。──妾の、道化の演目が届くまで」

　そう言って、プリシラは扇の先端を床へ向け、それ以上は語らない。

　それ以上を、語る必要もなかった。
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　ヤエ・テンゼンが地下へ足を踏み入れたのは、すでに全てが終わったあとだった。

「うひゃ～、鼻が曲がりそう」

　腐肉と汚水が混ざり合い、気が遠くなるような悪臭を嗅いでヤエが顔をしかめる。

　夜目が利く体質のため、ヤエは暗闇の中に明かりを持たない。ただし、薄闇に浮かび上がるその光景は、夜目の訓練を受けたことを後悔するような地獄絵図だった。

　死体、死体、死体。右を見ても左を見ても、死体、死体、死体の山だ。

　ヤエの半生を思えば、死体を見ることなど珍しいことでも何でもないが、ここまで人の尊厳を奪われた死体はそうそうない。拷問や凌りよう辱じよくとは異なり、一切の無価値を断じられたように打ち捨てられる、不ふ憫びんな人生の末路が山とある。

「この状況で、奥様の指示に従う私ってめちゃめちゃ忠誠心ありますよね～。でも、やっぱり万一ってのは一万回に一回しか起きないもんですよ。これだと……」

　落ちた同僚の姿を捜してここまできたが、やはり生存は絶望的だろう。この地下空間へくるまで結構な苦労があったが、実際に下りてみてその深さに辟へき易えきとした。

　屋敷の床下から数十メートル、ヤエだって転落死しかねない高さである。

　床下にこんな空間を作るなんて、考えただけでも嫌になる。おそらく、そこここに転がる死体こそが、その重労働に従事した貴重な労働力だったのだろう。屍し人びとは文句も言わないし、自分の墓穴を掘らせるという意味では適材適所と言えなくもない。

「ま～、同僚としては身み嗜だしなみって点で落第ですか。そういう意味だと、アル様も屍人とどっこいでしたけど、ギリギリで清潔感だけはありましたからね～」

　故にかろうじて、同僚としての好感度はアルの方に天てん秤びんが傾く。正直、屍人と勝負していい勝負になる時点でどうかと思わなくもないが──、

「……ゾンビと並べていい勝負って、あんま勝っても嬉うれしくねぇな」

「わお」

　通路の端を歩いて、せめて腐汁の被害を最小限にと努めていたヤエは、その不意打ち気味の声に驚いて顔を上げ、薄闇にぼんやり浮かんだ人影にさらに驚く。

　幽鬼めいた足取りで、気持ち悪い水音を立てながらこちらへやってくるのは──、

「──アル様ですか？　近寄って大丈夫です？　うっかり屍人化してません？」

「あちこち噛かまれたり引っ掻かかれたりしてっから、自覚症状はねぇけどうつってねぇとは言い切れねぇな。こういうの、一発でアウトのケースが多いから」

「私や奥様の見立てだと、傷から感染はしませんよ。水さえ飲んでいなければ……正直、この環境の水を飲むような方とは、屍人でなくてもお付き合いしたくないですが～」

「オレも泥水啜すすって生き延びてきたタイプだが、ここの水だけはノーセンキューだ」

　そう言いながら、漆黒の兜かぶとを被かぶった隻腕の男が闇から抜け出してくる。全身、汚物塗まみれのおぞましい状態だが、一見して致命的な傷はない。転落による傷も。

「アル様って空とか飛べたり？　西の辺へん境きよう伯はくとか得意らしいですけど～」

「オレも道化って言われちゃいるけど、あの手の道化とはタイプが違うぜ。たまたま運が良かっただけだ。ちょうど、真下に死体の山のクッションがあってよ」

「うええ～、それって運が良かったって言います？」

「死ななきゃ安いってのがオレの故郷の名分でな」

　そこまで話したところで、アルが壁に背を預けてどっかりと座り込む。

「────」

　軽口を叩たたいてはいたが、かなり消耗しているのがヤエの目にも見て取れた。すでに奈落へ落ちて数時間、生き死にの前途も見えずに動き続けていれば当然だ。

　それに何より──、

「この、辺りにある大量の死体って、屍人だったのをアル様が？」

　先ほどの推測が正しければ、死体の一部はこの地下空間を作るための労働力であり、贄にえだ。ただし、それ以外の用途に使われたらしき死体も少なくなく、死体の状態にもずいぶんと落差があるように感じられた。

　早い話、地上の屋敷やカッフルトン村で見かけた知性を有する屍し人びとと、そうでない歩く屍しかばねとが混在している雰囲気だ。

　そして、それらの死体には共通して、身幅の厚い刃やいばを受けた裂傷があった。

「あー、しんどい。よく生き残ったぜ、オレ。マジでグッジョブ、神にサンクス……」

「────」

　深々と疲労の重い息を吐くアル、その兜かぶとの横顔を眺めてヤエは目を細めた。

　この地下の惨状、全てをアルがやり遂げたのだとしたら意外の一言だ。

　ヤエの正直な見立てでは、アルはそこまで腕の立つ男ではない。剣士としては二流、片腕を失っていることで戦士としても二流半がいいところで、継戦能力に秀でているとも考えにくく、持ち味が掴つかみにくい。実際、賑やかし要員の認識だった。

　いざというとき、プリシラの盾になるぐらいが関の山と。──それが、万全ではない屍人の群れとはいえ、これを撃滅し得るとは。

「愛の力、ですかね～」

「怖いこと言ってんじゃねぇよ。……あー、それで姫さんは？　無事か？」

「それなんですが、ちょっとマズいことになりまして～」

「ああ？」

　胡乱うろんげなアルの声色に肩をすくめ、ヤエはアルの転落後の出来事を説明する。

　エッダ・レイファストの謀略に加え、屍人の群れに支配された一帯。プリシラの身柄は敵に確保され、ヤエとアルのみが自由に動ける立場──。

「とはいえ、多勢に無勢です。私だけなら頑張って逃げるのも可能でしょ～が、援軍を連れて戻ってくる頃には……」

「姫さんに寄生体が入り込んでる可能性が高ぇ、と」

「そうなっちゃうと、無意味かな～と」

　どうしましょ、とヤエはアルに意見を求めてみる。

　もっとも、取れる手立てとしてはさして多くない。屍人の群れに対して、こちらの手札はたったの二枚。アルの生存はめでたい話だが、それが状況を劇的に変える一手になるとも考えにくく、ヤエの意識は屋敷の外──テンリル川周辺の村を回り、屍人の掃討に当たっている赤拵ごしらえの『真紅戦線』へと向いている。

　彼らを呼び寄せれば、多少の屍人など歯牙にもかけまい。ただ問題は、その間にプリシラの自意識が寄生体に奪われ、操り人形と化してしまうことだった。

　こればかりはプリシラの常軌を逸した自意識の強度に期待する、なんて根拠のない対抗策しか出てこない。それを頼りに動くなど、抵抗感が勝った。

　と、そんなヤエの複雑な胸中を無視して──、

「なんで、お前はオレを捜しにきたんだ？　姫さんを助けるのが目的なら、外に抜け出して『真紅戦線』を呼ぶのが一番じゃねぇか」

「──。私も最初はそう考えましたよ？　落っこちたアル様が生きてるなんて、正直全然期待できませんでしたしね～。でも、奥様が」

「姫さんが？」

「アル様を捜せと。案ずるだけ無駄とも仰おつしやっていましたので、よほどアル様のことを信頼されているのかと……アル様？」

　離脱の間際、最後のプリシラの不敵な指示が思い出される。正直、プリシラの意見でなければ従う価値も見み出いだせなかっただろう悪手だ。

　実際、こうしてアルが生きていたから無駄にはならなかったが、これが後々の何に繋つながるかはヤエには到底わからない。

　そんな考えでいたヤエが、ふとアルの雰囲気の変化に目を留めた。

「アル様？」

「────」

　俯うつむいて、地べたにへたり込んでいたアルがゆっくりと立ち上がり、自分の鉄てつ兜かぶとの金具を指で弄いじって音を鳴らす。小さく、弱々しい金属音。

　よくアルが見せる仕草だが、この瞬間ばかりは普段と異なる印象を覚えて──、

「──やってくれやがる、あの女」

　呟つぶやく声には痛快な響きがあって、それがますますヤエを困惑させた。そして、その困惑を抱えるヤエの前で、アルはゆっくりと足を引きずるように歩き出した。

　向かう先はヤエがきた方角、すなわち地上の屋敷へ戻る道筋だ。

「アル様、上には敵さんいっぱいいらっしゃいますよ～!?」

「ヤエ、お前は気付かねぇのか？」

「はい？　何に……」

「あの姫さんが、空振りに終わるようなつまらねぇ手を打つかよ。オレやお前がすぐに悪手なんて気付くような馬鹿な手、姫さんが打つとは思えねぇ」

「それは……」

　アルの指摘に言葉を詰まらせ、ヤエは自分の行動に不信感を覚えた。確かにそうだ。ヤエ自身、アルの捜索など無意味ではないかと考えていたではないか。

　なのに、何な故ぜ、プリシラの指示に従ったのか。それは──、

「──結局、世界が姫さんに都合のいいように動いてやがんのさ」

　そして、そのプリシラがアルを選んだのなら、それがこの場面の最善手なのだと。

「────」

　アルが腰裏の青せい龍りゆう刀とうを抜いて、億おつ劫くうそうな足取りで地上への道を行く。その後ろに慌てて続きながら、ヤエは「どうするつもりですか？」と問いかける。

「わんさと敵がいますよ？　アル様、百対一とかで勝てるおつもりですか～？」

「百対一どころか、二対一で十分危ねぇよ。てめぇの実力ぐらい弁わきまえてんぜ、オレは。けどな、そんな局面はこれまでに何度もあった」

「百対一が、ですか？」

「敵の方が多いって局面だ。百対一と、敵が百人ってのは違ぇ話だぜ、ヤエ」

「────」

「百対一なら勝ち目はねぇが、一対一が百回ならどうだ？　不利には違いねぇが、万一の可能性がありそうな気がしてこねぇか？」

　それは、敵が多勢の場合の正攻法だが、彼我の戦力差を思えば荒唐無稽な夢物語だ。

　しかし、目の前の男はその針の穴のような微かすかな可能性を、まるで星を撃ち落としたことでもあるかの如ごとく堂々と語る。

「一万回に一回なんてないも同然……それに、その可能性ならさっき私が使ってしまいましたよ。アル様が生きてるなんて、万一の可能性だと思ってましたし～」

「となると、オレが引き寄せなきゃなんねぇのは二万に一つの可能性ってわけか。オレも男の子だから燃えてくるぜ。──可能性がゼロでなきゃ、こじ開けてやる」

　会話するアルとヤエの正面、地上へ繋つながる螺ら旋せん階段が見えてくる。その階段を上がり切れば地上だが、待ち受けているのは地獄より地獄の屍し人びとの群れ──。

「オレが騒がしくしてる間、お前は屋敷を抜けて『真紅戦線』を拾ってこい。どのみち、寄生された連中は根絶やしにしなきゃならねぇ」

「……本気でやるんですか？」

「何度も言わせんな。決め台詞ぜりふの最中に息切れしたくねぇんでな」

　それだけ言って、アルが螺旋階段の一段目を踏んだ。これ以上は止めるだけ無粋と、ヤエはその場に丁寧に一礼し、

「私、アル様と奥様のこと、わりと気に入ってましたよ」

「今生の別れみてぇなこと言ってくなよ、縁起悪ぃ」

　と、そんなやり取りを交わし、ヤエは素早くアルを追い越して走り出した。

　アルにどんな隠し玉があるかは不明だが、命懸けの強がりだったとしてもその意を汲くんでやるとしよう。──『真紅戦線』を呼び寄せ、屋敷の屍人を撃滅する。

　この鼻の曲がる悪臭の元凶たちを、薄汚い庭から外へ出さずに駆除するために。

　そうして、走るヤエの背後で、最後にアルが呟つぶやく声が聞こえる。

　それはヤエにはとんと、意味のわからない言葉で──。




「──領域展開、思考実験開始」
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　眼前の屍人の首を刎はね、背後へ現れる敵の胴体へ振り返らずに剣を突き立てる。そのまま力ずくで剣を捻ねじると、腐った相手の胴体は容易たやすく千切れ、死体が転がった。

「────」

　次、また次と斬り捨て続けてどれだけ経たったか、屋敷は死体で溢あふれ返っている。

　元々死体が歩き回っていただけなのだから、不自然を自然が淘とう汰たした結果であると言い張れないこともない。

　どちらにせよ、死体は死体、これが自然な在り方だ。

　こうなると、自分がいったい何をしているのかわからなくなってくるが。

「除霊ってわけでも鎮魂って話でもねぇ。運命の袋小路に入った奴やつらを根こそぎ刈り取ってくって作業だ。……それをオレがやるってのは皮肉が利きすぎてやがる」

　あるいはそれさえも、プリシラにとっては掌てのひらの上の出来事なのか。全てを見通すような紅の瞳ひとみの持ち主、彼女の豊満な胸中はアルにも到底計り知れない。

　ただ、自らの命運を自らの秤はかり以外に載せないだろうプリシラが、この手詰まりの盤面を動かす駒として、アルを選んだ事実だけは動かしようがない。

　たったそれだけのことで、こうまで死力を尽くしている自分の馬鹿さ加減も。

「さて、殺しも殺したり、百三十四体……ヤエの奴、目分量しやがって。百対一よりずっと多いじゃねぇかよ。けど、そろそろ……」

「──そろそろ、こちらの我慢も限界なのよん」

「────」

　腐汁で汚れた青せい龍りゆう刀とうをカーテンで拭い、振り返ったアルは通路の奥に巨大な影を見る。人間大とは言い難がたい巨きよ躯く、醜い顔かお貌かたち、鼓膜に届く癪しやくに障る声──、

「ここだけの話、『女傑』じゃなくて『汚物』って名前に改名した方がよくね？」

「やってくれたわねん、あーた。これだけ数を揃そろえるのにどれだけ苦労したと思っているのん？　みんな、楽土のための貴重な労働力だったのにん」

「苦労も何も水飲ませただけじゃねぇか。給水所に突っ立ってただけのくせに、マラソンランナーと同じだけ苦労しましたみてぇな面してんじゃねぇよ、デブ」

　楽土の建設だのなんだのと、屍し人びとの親玉の言い分には興味もない。残念ながら、アルは悪役の口上を大人しく聞いてやるよう躾しつけられた覚えはなかった。

　故に──、

「てめぇを殺して、姫さんを連れ帰る。そろそろ本気で、あの白くて長い足をペロペロしてやるぜ」

「俗物ねん、あーた。そんなあーたに、あたくしたちの使命は邪魔させないわん」

　青龍刀を突き付け、卑ひ猥わいな要望を語ったアルにエッダ・レイファストが凶笑する。

　次の瞬間、エッダの鉄油色の肌が膨らみ、異様な凹凸がパツパツの服の下で暴れる。そのまま服が破け、嬉うれしくない肌が露出し──おぞましい、異形が姿を現した。

「────」

　それは、エッダが巨体の内に取り込んだ、複数の屍人の集合体だ。手や足が不自然に全身から突き出し、声なき声を上げる亡者の顔が腹や背中に付属する。

　異常、異様の存在感に嫌悪を覚え、アルは兜かぶとの中で唇を曲げ、舌打ちした。

「グロい」

「あーたもあたくしの一部にして、あの女の鼻っ柱を折る材料にしてやるわん。そうしてあの女の地位と美貌で、地上に楽土が築かれるのよん──ッ！」

「──ッ!?」

　勢いよく身を弾ませ、エッダの巨体が重量感を無視した跳躍でアルへと迫る。それを可能としたのは、取り込んだ死体の不自然な筋力の再利用か。全身からおびただしい量の腐汁をぶちまけて飛ぶ姿、まさしく最悪の敵だ。

　地下で出くわした屍し塊かいに、一個の自由意思がくっつけばこんな形になるのか。最悪と最悪を重ねて、醜悪そのものとなった化け物へ、アルは大きく後ろへ飛んだ。

　そして、迫る敵ではなく、その向こうにいる囚とらわれの姫の姿を描いた。

　──ああ、まったく。何な故ぜ、自分はこんなひどい目に遭わなくてはならないのか。それはきっと、出会ってしまったのが悪かったのだ。

　だから──、

「死ぃぃぃぃねぇぇぇぇ──!!」

　飛んで迫ってくる巨きよ躯くの屍が、汚い唾と腐臭をまき散らして無数の手を伸ばした。

　それを目の当たりにしながら、アルは軽く肩をすくめ、




「──オレもお前も、星が悪かったのさ」
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「遅かったな、アル。どれだけ妾わらわを待たせる。不遜にも程があろうが」

「……それ、死闘を終えてようやく辿たどり着ついた健けな気げなオレにかける言葉？」

　どろどろの格好で扉を開けたアルが、その優しくないお出迎えに肩を落とす。

　そんなアルを見据え、優雅に足を組み替えるのは屋敷の最奥で囚われのお姫様をやっていたプリシラだ。ただし、彼女はそんな不安な立場の影響など微み塵じんも感じさせず、普段の尊大さそのままの姿、まさしくプリシラ・バーリエルである。

「それに呆あきれるより安心すんだから、オレもつくづく馬鹿な男だぜ……」

「男が妾に跪ひざまずくのは必定よ。情けなく思う必要はないぞ。むしろ、当然の理ことわりと知れ。それで、あの無礼千万な屍し人びとの首しゆ魁かいは？」

「本気で万に一つの勝ち目ってぐらい苦戦したけど……ま、姫さんが自分でやりてぇかと思ってな。動けないようにして転がしてあるよ」

「ふむ、よいぞ。褒めて遣わす」

　言いながら、ゆるりと席を立ったプリシラがアルの隣を堂々と抜ける。その颯さつ爽そうとしたプリシラの姿に首をひねり、アルは嘆息気味にその背中を追った。

　そして、最奥の部屋を離れ、しばらく進んだ先で──、

「ぅ、あ、ぅ……」

「ふん。何とも、滑稽な姿に成り果てたものよな」

　そう言ったプリシラの足下には、エッダ・レイファストだったものが転がっている。

　その姿は無惨の一言──屍しかばねの寄せ集めだった肉体は元々見られたものではなかったが、体中の腐肉を削そがれ、丁寧に手足を捥もがれた姿は芋虫のそれに類似する。

　彼女の太い指を芋虫と形容したが、本体がそうなるとは笑い話にもならない。

「貴様が醜く泣きじゃくり、命乞いする様を見物して溜りゆう飲いんを下げるつもりじゃったが……この哀れな有様ではそうもいくまいよ」

「あ、ーた……あれ、は、なん、なのん。あんな、何も、かもを……」

　屍し人びととなり、俗世の辛苦を自分から切り離した。そう豪語したエッダが嫌々と首を振って、自分の身に起きた出来事への恐怖に歯の根を震わせている。

　それが、自分をこんな姿にした相手、アルへの言及だとわかっていながら、プリシラは何らそれに答えず、中空から美しい紅の宝剣を抜き放った。

　一度仕し舞まったときと変わらず、その刀身に赤々とした輝きは戻っていないが、

「日輪は陰ろうと、燻くすぶる炎熱は消えぬ。楽にはゆかぬが、妾わらわは貴様を焼き尽くしてやるとそう言った。言葉は違たがえぬ。──貴様はここで、楽土を夢見て灰と化せ」

「どう、せ……あーたも、あたくし、と……」

　何事か、負け惜しみを口にしようとした顔面に剣先が刺さった。強制的に沈黙を選ばされ、目を剥むくエッダの顔が弱々しく赤熱し、次第に炎となって燃え上がる。

　そのまま、エッダを始点とした炎は壁や床に燃え移り、屋敷そのものを焼き尽くす大火となるための薪まきを欲して燃え広がった。

「──姫さん、体は何ともねぇのか？」

　そうして炎が広がるのを目にしながら、アルがプリシラの背中に問いかけた。

　囚とらわれの身の間、エッダたち屍人が彼女に何もしなかったとは考えにくい。見たところ体に危害を加えられた形跡はなく、態度も普段の彼女そのまま。

　故に、プリシラにまで屍人と化す寄生体が入り込んだとは考えたくないが──、

「奴やつらに、何かされたんじゃねぇか？　例えば……」

「妾の完璧な体を『ぞんび』と変えるための無粋な手入れか？」

「────」

　振り返るプリシラの視線を受け、アルは思わず押し黙った。彼女の紅の瞳ひとみに怒りがあったならまだいい。だが、その双そう眸ぼうに宿るのは仔し細さいの読めない凪なぎの感情だ。

　その無風の視線に戸惑うアルへ、プリシラはふっと唇を緩めた。

「案ずるな。仮に妾の内が異物に蝕むしばまれていたとして、それを取り除く手段は貴様も知っていよう？」

「取り除く手段って……あ」

　微笑ほほえむプリシラの発言に、アルはカッフルトン村での出来事を回想する。

　寄生体に蝕むしばまれた娘に口付けし、プリシラは強引に相手の体内から寄生した触手を引っ張り出した。あの方法なら、体内に根を張った寄生体を取り除くことができる。

　ただし──、

「こ、ここにはヤエとかシュルトちゃんはいねぇぞ？　唯一、最後に残ってた同性も今しがた姫さんが焼いちまったし……」

「たわけ。焼け残っていたとして、誰が二つの意味で腐った唇に妾わらわの唇を委ねるものか。いい加減に覚悟を決めよ。妾がどうなっても構わぬのか？」

「いや、それは……」

　じろりとプリシラに睨にらまれて、アルは後ろへ後ずさる。が、離れた距離はプリシラの堂々たる歩幅に容易に詰められ、すぐにアルは壁に追い詰められた。

「ま、待て、姫さん！　ほら、屋敷が燃えてるし、そんな場合じゃ……」

「健けな気げにも、妾のために命を懸けた。その褒美を与える。──動くな」

　ゆるゆると首を横に振るが、プリシラはそんな拒絶をものともしない。触れることもおぞましい汚物に塗まみれたアルに触れ、彼女の白い指が兜かぶとの淵ふちにかかった。

　そして──、

「──何度見ても、醜悪な目つきよな」




　そんな一言に続いて、黒い兜が床の上に落ちる甲高い音が燃える屋敷に響いた。
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「さすが奥様でしたね～。ご自身もお味方も無事、お見事でした」

「当然じゃ。が、称賛の言葉は心地良い。好きなだけ賛美せよ」

「はは～」

　と、バーリエル邸の私室へ戻り、爪の手入れをさせるプリシラにヤエは平伏する。

　すでにエッダ・レイファスト──屍し人びとを率いていた彼女の目もく論ろ見みは破れ、あとは周辺地帯に残った屍人を掃討し、事態を完全に収束させるだけ。

　始まりから終わりまで、ほとんどの物語をプリシラは自身の力で解決した。無論、そこに一握の助力をした自負はヤエにもあるが、本当に一握だけだ。

　全てはプリシラの掌てのひらの上で起きて、そしてそこから出られないままに終わった。エッダや屍人、ヤエやアルの奮闘も含めて全て。──それが、少しだけ恐ろしい。

「手が止まったな、ヤエ」

「……おっと、ごめんなさい、奥様。ちょっとだけ考え事を」

「ほう、妾の世話の傍かたわら考え事とは不遜じゃな。いったい何を考えた？」

「え～と、ほら、あれですよ。私が『真紅戦線』を連れて戻って、燃える屋敷の前で奥様たちと合流したときです。あのとき、アル様ったらやけに落ち着きがなくありませんでした？　いえ、いつも落ち着きがないっていえばないんですが～」

[image: ]

　もちろん、死線を潜くぐり抜けた高揚感が残っていたとも考えられる。なにせ、膨大な数の屍し人びとを相手に生き延びたのだ。本当に、万一の可能性を潜り抜けて。

　正直、屋敷の前で二人の姿を見つけたとき、ヤエは生涯で一番驚いた自信がある。それを顔に出さなかっただけ、自分で自分を褒めたいぐらい。

　ただ、そんな高揚感では説明のつかないしどろもどろが、あのときのアルにはあった気がしたのだ。

「あれも馬鹿な男じゃからな」

　そんなヤエの疑問に、プリシラの返答は答えになっているようでなっていない。中核に触れないふわふわした答えだが、それ以上を語るつもりは彼女にはなさそうだ。

「──はい、奥様。お手入れ終わりました。相変わらず、嘘うそみたいにお綺き麗れいです」

　煙に巻かれた気分のまま、ヤエはプリシラの爪の手入れを終える。言葉は世辞ではなく、プリシラの生来の美貌は本当に指先にまで通じている。

　全身、どこを取っても美の塊だ。同じ女として信じ難がたいほどに。

「このまま、シュルトちゃんをお呼びします？　いつも通り添い寝して……」

「今夜はいい。万が一もあるまいが、一晩は様子を見る。酒杯から妾わらわの中へ入った異物は残さず焼いたはずじゃが、シュルトを怯おびえさせる必要もあるまいよ」

「なるほど。……奥様の体を奪おうなんて、屍し人びとも高望みしたもんですね～」

　真紅の宝剣の力があれば、プリシラは自在に焼きたいものだけを焼ける。自分の体内に入った異物など、真っ先に焼かれて然しかるべきだ。渡された酒杯にこれ見よがしに口を付けた直後、即座に寄生体を焼き殺したことは想像に難かたくない。

「では、奥様、お疲れでしょうから私はこれで。アル様もぐったりなさっていましたし、どうぞごゆっくりお休みください」

「うむ。──ヤエ、大儀であった」

　一礼し、部屋を辞そうとするヤエにプリシラがねぎらいの言葉をかける。それを受け取り、ヤエは一層深く頭を下げると、足音も立てずに主あるじの前から姿を消した。

　それからふと、ああも自然にプリシラにねぎらわれたのは初めてのことだと気付く。

　さしものプリシラも、今日のことは大仕事だったと認めてくれたわけだ。ヤエも、単なる侍従にあるまじき働きを求められ、疲労と充実感がとんとんといったところ。

　正直言って、今日一日は最悪の日だったが──悪くは、なかった。プリシラの下、バーリエル邸で働くようになって、一番興が乗った日だったと思える。

「何とも、因果な性た質ちですね～、私。でも……」

　自分の掌てのひらを開閉して、ヤエは短く息をつく。

　楽しかった。悪くなかった。これからも、こんな日が続くならと思わなくもなかった。

　だから──、




「──そこまでだ」




　月が雲に隠れ、虫の歌声も聞こえぬ夜の深しん淵えんに、ヤエは背後から声をかけられた。

「────」

　足を止め、息を止め、ヤエは心の震えを止めて、振り返る。

　声に聞き覚えはあった。ただ、その声がここまで冷然としていた記憶はない。

　そのことと、そもそもの状況を不審に思いながら、ヤエは常の笑顔を作った。

「アル様ですか～？　こんな夜更けにどうされたんです？」

「────」

「今日はお疲れだったでしょうし、ゆっくりお休みだったと思いましたのに。それとも、人を斬りすぎて昂たかぶって眠れないとか？　でしたら、こちらはよろしくないかと。侍従の子たちならお手付きにしても許されますが、この先は……」

「姫さんの部屋だな。ああ、わかってるぜ」

　静かな口調に遮られ、ヤエは口を噤つぐんだ。そして、またヘラっと笑顔を作る。

　まだだ。まだ、終わっていない。まだわからない。まだ取り繕える。

　まだ、この日々を、時間を、終わらせないでいられるはずだ。

「わかってるならなおさらです。そりゃ～、どうせ夜よ這ばいするなら美女ですが、奥様はさすがに難しいですよ。何なら、私がお付き合いしましょうか～？　ほら、今日の頑張りでちょっとだけ、アル様のことがカッコよく見えたり……」

「困ったときほどよく喋しやべるんだな、お前。けど、意味ねぇよ。隙は作らねぇ」

「────」

「もういっぺん言うぜ。この先は姫さんの部屋だ。お前はこんな夜に何しにいくんだ？」

　確信めいたアルの言葉を受け、ヤエは短く息を詰めると肩を落とした。ゆるゆると首を横に振ると、束ねた赤髪が夜の中で残酷に揺れる。

　ここまでと、諦めの悪いヤエの心情がそんな結論を下した。

　誤ご魔ま化かしは効かない。言い訳も聞く耳持つまい。アルは、全てわかっている。

「私、わりと完璧だったと思うんですけど、どうしてわかったんです？」

「安心しろ、お前は完璧だった。オレがちっとばかしズルして、カンニングしてるってだけさ。……オレも、できりゃぁ信じたくねぇ答えだったけどな」

「相変わらず、アル様の言葉は難しくて、学のない私にはわかりませんね～」

　飄ひよう々ひようとした態度で以もつて、常にプリシラの安全を守るように位置取りする道化ぶった男。アルはいつもヤエを警戒し、そして気遣っていたように思っている。

　それがヤエの狙いを察した敵意だったのか、それ以外だったのかはわからない。わからないまま、ヤエとアルとの関係は終わりを迎える。

「……この場を見逃してくれれば、私、アル様には何の危害も加えませんよ～？」
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「代わりに取られるもんがなけりゃ、それを聞いてやったかもしれねぇな」

「ですか～。はい、残念です。でも、それなら──」

　と、ヤエは眉まゆを下げ、違う話題を切り出す素振りを見せながら腕を振るった。瞬間、投じられた刃やいばが真まっ直すぐ、アルの胸元へ突き刺さる。

「ぐ」

「アル様のこと、嫌いじゃありませんでしたよ」

　と、苦鳴を漏らし、心臓を抉えぐられて倒れるアルへと慰めにならない言葉をかける。

　躊ちゆう躇ちよのない一撃、それを浴びたアルの死を見届け、ヤエは小さく息を吐くと、再び後ろに向き直ってプリシラの部屋へと足を進めようとした。

　勘のいいプリシラだ。このアルと自分の諍いさかいを察して起きてこないとも限らない。情けない話だが、彼女が起きたらヤエは詰む。だから、その前に──、

「──仕事を果たしたかった、んですけどね～」

　背後、自分の首筋に青せい龍りゆう刀とうを当てられ、ヤエは力なくクナイを落とした。ちらと視線を後ろへ向けると、そこには漆黒の兜かぶとの男が立っている。

　その胸に突き立ったはずのクナイ、それが床に落ちると、その先端が服の胸元に仕込まれていた板切れに刺さっているのが見える。

　それはまるで、ヤエの投じたクナイの狙いがわかっていたかのように。

「言ったろ？　カンニングしたんだよ。お前がオレを殺すタイミングも、全部な」

「わけがわかりません。……私が諦めるって言えば、やめてくれますか？」

「……本気でお前が寝返るつもりなら、考えた。今朝までならな」

　虫がいいとわかりつつの問いかけに、アルは苦しげに不思議な答えを返した。

　今朝までなら話は違ったと。ヤエの提案を、受けるかどうか考えたかもしれないと。

　だが、今は悩むことすらない。そして、その切っ掛けは──、

「グズグズの死体の山で、プリシラがオレを選んだ。だから、オレも選び返す。──ヤエ・テンゼン。お前はプリシラを殺す女だ。二度は殺させない」

「……一度も成功してませんよ？」

「そうだな。それを確定させるために、不確定の芽は全部摘む」

　意味のわからないアルの発言に、ヤエはゾッと怖おぞ気けを覚えた。それは死を思わせる敵意に対してではない。アルが抱く、他人には理解できない異常な執着にだ。

　使命感ではなく、仕事だからでもない。ヤエは自分の本能と技術に懸けて、この男を殺さなくてはならないと考えた。

「悪いな。オレもお前も、運が……いや」

「し──っ！」

　刹那、ヤエは身を捻ひねり、袖口から飛び出した刃を相手の喉のど笛ぶえへ叩たたき付けんとする。

　その瞬間、黒光りする刃が届かんとする間際、声が聞こえた。

　声が。

「──星が悪かったんだよ」




　──翌日、バーリエル邸から一人の侍従が家庭の事情で職を辞した。

　主あるじであるプリシラに一言も告げず、無礼極まりない辞め方であったが、報告を受けたプリシラは「そうか」と一言こぼしたのみで、それ以上は何も言わなかった。

　辞めた侍従は前日の、バーリエル領で発生した異常事態にひどく心を痛めていたと、プリシラに仕える鉄てつ兜かぶとの男は噂うわさする。

　彼女の同僚であった侍従たちは、それに強く同情したが、一人、また一人と忙しい日々に埋没し、辞めた同僚への関心は少しずつ薄れていって。

　──桃髪の少年執事だけが、別れを言えなかったことをずっと惜しみ続ける。




　たったそれだけの出来事として、その存在は歴史の陰に隠されていくのであった。
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　──バーリエル領で起こり、収束した異変。これは、その蛇足のようなものだ。

「────」

　暗く、湿った空間の奥底に、一つの小さな人影が存在していた。それは厳重な拘束に囚とらわれの身となった、幼い姿をした一人の少女だった。

　暗闇の中、少女は身じろぎすることもなく、静かに時の経過を待ち続けている。

　やがて、その少女の下へと、微かすかな物音を立てて鼠ねずみが集まってくる。鼠といえど、一匹二匹であれば可愛かわいげもある。が、その数はそれどころではない。

　百、二百、千、二千を越えようかという膨大な数の鼠が、暗がりの中で囚われの身となった少女を取り囲み、鳴き声も上げずに足を止めていた。

　幼い少女の体ぐらい、この数の鼠が集まればものの数分で骨も残さず食い尽くせる。しかし、鼠が集まった目的は、決して彼女を獲物とみなしてではなかった。

　むしろ、その逆だ。──鼠は少女を獲物ではなく、特別なモノとして崇めている。

　それは女王へと向ける忠誠、本能の支配だけが成立させる、ありえざる凶気の結実、自由意思を失った鼠たちは、『屍しかばね』同然の瞳ひとみで少女を見つめる。

　その忠誠、女王へ向けるモノとした表現さえも生なま温ぬるい。それは女王ではなく、神へと向けるモノ──自分たちを作り出した、『造物主』へと向けるモノだ。

　全てを支配し、あらゆるモノを利用して、楽土を作り出し、造物主を迎えよう。

　そんな、思わぬ我が子らの暴走を理解して、しかし、少女は静かに時を待つ。

　それまでは──、

「──要・熟考、です」


《了》







『オットーの悲ひ喜き交こも々ごも行商録』
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『──坊ちゃん、なんだかやけに騒がしくありやせんか？』

「そうですかね？」

　鼓膜に滑り込む聞き慣れた声に、荷台にいた青年は首を傾かしげた。

　線の細い、灰色の髪をした人物だ。やや押しの弱い雰囲気はあるものの、相応以上に整った顔立ちと、身なりにも気を使った姿は他者に悪い印象を与えない。

　好かれることより、嫌われないことに重きを置く。──万人の感性を悪い意味で刺激しないための工夫、それが青年の装いに対する意識だった。

　とはいえ、悪目立ちしたがらないのは世を忍ぶ必要があるからではない。他人に抱かれる印象が大事な仕事──商いを生業なりわいとした行商人であるためだ。

　青年の名はオットー・スーウェン。行商人として独り立ちし、愛竜一頭をお供に各地を巡る旅をする、いわゆる根無し草の夢追い人というヤツである。

　そのオットーは今、自分の竜車の荷台に積み荷を固定している最中だった。

　仕入れた商品を別の土地へ運び、そこで金銭や別の品と取引きすることで利益を出す。行商の単純な仕組みはそんなところで、オットーの商いもその例に漏れない形だ。

　今回、オットーが山間にあるこの町に立ち寄ったのも、直近で仕入れた酒や嗜し好こう品ひんを売り込むのが目的だった。その商いも無事に終わり、行商は大成功、あとは出立するだけの気楽な身分であったのだが──、

『それにしちゃ、坊ちゃんずいぶんと上の空じゃありませんかい？　せっかく取引きはうまくいったみたいなのに、干し草も質が良くないですよ』

「僕を心配するふりして、美お味いしい草のおねだりですか？　口が上う手まくなりましたね」

『下心がないとは言いませんけど、坊ちゃんが心配なのも本当ですよ？　もちろん、干し草がいいに越したことはありませんけども』

「はいはい、わかりました。とはいえ、最近は不作続きらしいので、祝杯と豪勢な食事は大きな街に戻ってからということで」

『それが待ち遠しくてそそくさと出発しようと？　なんだか怪しいなぁ』

　語りかけてくる声が、オットーの返答を訝いぶかしんだ。付き合いの長さから、こちらの些さ細さいな違和に気付いてくるあたり、頼れる反面、厄介な相方だ。

　そんな焦る内心に気付かれまいと、オットーは殊更声を大きくして、

「何でもありませんって！　とにかく、ここでの商売は終わり！　『時間とお金は等価値』ってホーシン語録にも……」

「──商人殿！　行商人殿はおられるか！」

「────」

　そのオットーの弁明が、響き渡る男の野太い声にあっさりと塗り潰される。

　声量という意味でも、思惑という意味でも、あっさりと。

『坊ちゃん、あれ』

「何も言わなくてもわかってますよ、フルフー」

　声に落胆を交え、オットーは手で顔を覆ってしゃがみ込んだ。せめて、ここで縮こまっている自分を見落としてくれれば。そんな儚はかない希望も叶かなうはずなく、

「おお！　おられましたな、行商人殿！　これは吉報！　希望の兆しですな！」

　荷台の幌ほろをめくり、中を覗のぞき込んでくる相手がオットーを見つけて破顔する。他人の竜車を勝手に覗くなと、そんな当たり前の常識を口にする気力も湧かない。

　オットーは観念した気分で嘆息し、仕方なく立ち上がって、

「ええと、あなたは確か……」

「コリン！　コリン・ラブリルと！　この、ギネブの代表をしております！」

「はぁ……」

　気乗りしないオットーと対照的に、コリンと名乗った男の勢いは結構なものだ。

　薄くなり始めた頭髪と、整えられた口くち髭ひげは白く染まり、年齢はすでに六十路むそじに迫ろうという初老だが、彼の漲みなぎる覇気は荷台の奥にいるオットーに唾が届くほど壮健だった。

「それで、そのコリンさんが、しがない行商人の僕に何の御用で……」

「それです！　実は折り入ってご相談があり、行商人殿を探しておりましてな！」

　顔を手拭いで拭きながら、怖々と尋ねたオットーにコリンが食いつく。ただ、彼が自分を探していたことはとっくにオットーの耳にも入っていたことだ。

「なにせ、町の端から端まで声が聞こえてましたからね……」

「何か言われましたかな!?」

「いいえ、特には。空耳ではないでしょうか」

「なるほど、空耳！　しかし、これは天啓の兆しと捉えれば吉兆そのもの！」

　ものすごい強引に良い解釈へ持ち込み、コリンは力強く拳を握りしめた。そして、立ち尽くすオットーを空いた方の手で手招きする。

「さあ！　こんな狭苦しいところで話していても仕方ない！　まずは私の家へ！　そこで行商人殿に、大事な話をお伝えしましょう！」

　すでに、オットーに断る選択肢はないらしい。押し問答する間、この愛用の竜車をコリンの唾だらけにされるのも避けたい。たとえ、狭苦しいと馬鹿にされようとも、オットーにとっては数年来、共に走り続けてきた大事な竜車なのだから。

『ご愁傷様です、坊ちゃん』

　意気揚々としたコリンの背に続こうとしたところ、相方にそんな声をかけられた。その声に込められた同情は本物で、オットーは深々とため息をつく。

「だから、早く出発したかったのに……」

『ほんの何秒か早いくらいじゃ変わりませんて。坊ちゃんは本当に間が悪いんですから』

「それについては、何にも言い訳できませんね……」

　ぐうの音も出ず、オットーはお手上げと両手を上げた。

「ううん？　行商人殿、どなたと話しておいでですかな？」

　ふと、立ち止まったコリンがきょろきょろと周りを見回して首を傾かしげる。彼の目には、オットーの話し相手の姿が見えないらしい。実際、彼の認識に間違いはない。

　オットーの周りに、話し相手になる『人間』はいないのだから。

　残念だが、そのことを詳しく説明する理由はオットーにはない。なので、オットーはコリンの疑問に「いいえ」と肩をすくめた。

「僕は誰とも話していませんよ。それも空耳なんじゃないですか？」

「うむむ、こうも空耳が続くとは……吉事の兆しが連発！　これは希望が泉の如ごとく湧く状況だ！　幸先がいいですな、行商人殿！」

　空耳の連続は吉兆ではなく、病気か何かの兆しだと思うのだが、オットーはそのことに特に触れず、「そうですね」と疲れた顔で曖昧に笑った。

『やれやれ……』

　そんなオットーの愛想笑いを、水色の皮膚を持つ地竜だけが嘆くように眺めていた。
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『ギネブ』とは、ルグニカ王国南方の山間に隠れた目立たない土地の町だった。

　元々は魔鉱石を採掘する鉱山が近くにあり、そこで働く作業員たちや、その家族の住まいを建てたことが町づくりの切っ掛けとなったらしい。小さな集落に人が集まり、それが少しずつ発展して、今の町の形となったのだとか。

「ただ、本格的に町が出来上がったところで肝心の鉱脈が尽きましてな！　第二のコスツールになると期待して移り住んできた祖父は、それはもう落胆したとか！」

「鉱山都市『コスツール』ですか。あそこの尽きない鉱脈は、王国の魔石産業の大半を占めてますしね。さすが、かつての龍りゆうの巣なんて噂うわさの地です」

「おお！　博識でおられる！　商いで身を立てる男はそうでなくては！」

　正面に座るコリンが、いちいち大声と唾で賛辞を飛ばしてくる。応接用のソファに座るオットーは、愛想笑いで話と唾を躱かわしている真っ最中だった。

　出立を邪魔され、コリンに連れてこられたのは町一番の豪邸──とはいえ、その規模は王都などの本物の豪邸と比べるべくもないが、ギネブで一番なのは確かな屋敷だ。

　町の代表と、そう名乗ったコリンの言葉に嘘うそはないらしい。

　本来なら、その土地の有力者と懇意になれるのはオットーも大歓迎なのだが、今回に限っては少しばかり事情が異なる。そのため、オットーは軽い世間話にある程度付き合ったところで、眉まゆ尻じりを下げて本題に入った。

「それでですね、コリンさん。僕を呼んだ用件というのは？」

「む」

「ご存知の通り、僕は行商人……一所に長く留とどまり、一銭にもならない時間を過ごすことを最も嫌う人種です。すでにギネブでの商いは終わりました。できれば、なるべく早々に山越えをしたいところでして……」

「──そこです」

　早口ながら言葉を選び、この場を辞そうと苦心したオットーは口を閉ざした。こちらの言い分を遮り、コリンが顔に掌てのひらを突き出してきたためだ。

　その不作法に閉口するオットーへ、コリンは「そこです」と同じ言葉を重ねて、

「行商人殿にご相談というのは、まさにその山越えについてでしてな！」

　きたぞ、とオットーはコリンに内心の緊張を悟らせまいとする。

　山越え──それは現在、このギネブを訪れるのに避けられない道程だ。

「────」

　山間にあるギネブとの間を行き来するには、麓からの山道を利用しなくてはならない。その道中、谷底の川にかかった橋を渡る必要があるのだが、現在、その橋は通行することが不可能な状態に陥っているのだ。それというのも──、

「行商人殿もご存知でしょうが、先の長雨で谷底の川が氾濫しました。おかげで麓の道に続く橋が流され、この町にくるには入り組んだ山道を通る他にない！」

　コリンの発言通り、川にかかった橋が流れ、現在のギネブは陸の孤島状態だ。

　とはいえ、それで外界と完全に隔離されるわけではない。川を渡るのを諦め、曲がりくねった過酷な山道を利用すれば麓と町の行き来は可能だ。

　ただし、橋を渡った場合の数倍の時間と、危険な道筋を辿たどることは間違いない。そこまでして、さして旨うま味みのないギネブへの行商に挑むものはまずいないだろう。

　元々、山中にあるギネブにはある程度の自活力がある。行商人の足が数ヶ月遠のくくらいでは死活問題にもならない。そのため、ギネブではしばらくは行商人の姿が見られないだろうと思われていたのだ。──そこへ、オットーがやってきた。

「橋が直るまで我慢もやむなしと思っておりましたが、行商人殿の来訪は実に吉報！　食うに困らずとも、嗜し好こう品ひんだけは取り寄せる他にありませんのでな！」

「それはお互い幸運でしたね。おかげで、僕の懐も久々に温まりましたし……」

「それはそれは！　しかし、行商人殿も変わった御お方かただ！　橋が落ちて数日、こうしてギネブへおられる以上、あなたは橋が落ちる以前に面倒な山道を選んだことになる！　無駄を嫌う行商人殿にしては、ずいぶんと無意味な遠回りを！」

「────」

「あるいは、行商人殿はご存知なのでは？　険しい山道でも！　橋の落ちた川を越える魔法でもなく！　このギネブへ到達する『山越え』の方法を！」

　身を乗り出し、血走った目を向け、唾を飛ばしてくるコリンにオットーは嘆息した。

　──振る舞いの品位に欠けるが、コリンの推測は大部分が正しい。

　実際、オットーがギネブでの行商を決断したのは橋が落ちたと聞いてからだ。売り物の嗜し好こう品ひんは、今のギネブでなら需要が高いと踏んで大急ぎで掻かき集めた。

　そして、オットーは雨で氾濫した川を突破したわけでもなければ、険しい山道を数日かけて踏破したわけでもない。

　他人にはできない方法で、今回の行商を成功へ導いたのだ。

「ですが、その方法は職業秘密というか……口外するわけには。これは、僕だけが知っているから意味を持つ強みです。それを明かせとは……」

「無論！　無論のこと！　ですが、それを曲げてお願いしたい事情があるのです！」

「事情？」

　と、オットーが目を丸くすると、コリンは力強く何度も頷うなずいた。

　それから彼は応接間の入口に振り返り、「きなさい！」と不必要に大きな声をかける。その声におずおずと扉を開け、青っ白い細面の青年が姿を見せた。

　年齢はオットーより五つほど上だろうか。鼻の横の大きなホクロが特徴的な、気弱そうな青年だ。彼は伏し目がちに「ど、どうも……」と会釈した。

「これは、私の息子のアーヒムです！　今回のお話は、このアーヒムに関係がありましてな！　そら！　お前の口から行商人殿にお話ししろ！」

「う、うう……」

　息子の肩を掴つかんだコリンが、力ずくで彼を自分の隣に座らせる。その父親の勢いにすっかり委縮して、アーヒムはオットーを見たり、目を背けたりを繰り返した。

　不必要に気合いの入った父親と、必要な気力にも欠けた息子、正反対の親子だ。

「それで、アーヒムさんは僕にお話……ご相談があるそうですが」

「じ、実は……あの、山に、あの、マローネが……で、あの……」

「──？」

「マローネという娘がいましてな！　それが息子の婚約者なのですが！」

　結局、耐えられなくなったコリンがアーヒムに代わって説明を始める。息子もホッとした顔なので、オットーは大人しく父親の説明に耳を傾けた。

　やや脱線しつつの説明だったが、端的に要約すれば──、

「アーヒムさんの婚約者であるマローネ嬢が、山に住み着いたならず者に連れていかれてしまった。その彼女を取り戻すための救援を呼びたいと……」

「その通り！　無論！　余よ所そ者ものに頼らず、息子を筆頭に奪還のための勇士を募ろうと町でも呼びかけましたが……結果は臆病者だらけとわかったのみ！　嘆かわしい！」

「うーん、臆病者ですか……」

「うら若き娘が男たちにさらわれたのです！　私が若い時分であれば決して許しはしなかった！　町の人間を掻き集め、ならず者を八つ裂きにしてやったものを！」

　オットーの要約に顔を赤くして、コリンが町の人間を臆病と罵る。

　その臆病者の最有力はコリンの横で小さくなっているように見えたが、オットーは怯おびえるアーヒムのことも、町の人間のことも責められないだろうと同情した。

　食い詰めた人間が武器を取り、野盗に身を落とすのはよくある話だ。

　そうして生きるために奪うことを選んだ人間と、家も仕事もある人間とでは刃やいばに懸ける覚悟が違いすぎる。臆病も、生きるためには必要な資質だ。

　オットーは、生きるために泥水を啜すすることを恥だとは思わない。だから、ここではコリンの意見より、臆病と一ひと括くくりにされた彼らの方に同情的だった。

「それにしても……」

　自分の顎に手をやり、オットーはギネブを襲ったならず者の災難に考え込んだ。

　もちろん、不運な出来事ではあるのだが、元々外との交流が乏しいギネブは野盗たちにとって格好の狩場だったはずだ。むしろ、これまでに今回のような問題が起きてこなかったことの方が奇跡的と思える。

　故に、こうした事態への対処法の確立、それは今後のために必須といえるだろう。

「行商人殿！　話を聞いておられますかな!?」

「え？　あ、ああ、すみません。ちょっと考え込んでしまいまして……」

　無関係な町の防衛意識に頭を悩ませる義理はないのだが、何となく、こうした目に見える穴を見つけると塞いでしまいたくなるのがオットーの悪癖だ。

　人生、基本的には自助努力が肝要と、そう自分に言い聞かせているつもりなのだが。

「とにかく！　これは危急の大問題！　マローネ嬢がさらわれたのが二晩前！　一刻も早く助け出さねば命が危うい……そこへ、何らかの山越えの手段を持った行商人殿が訪れたのだ！　これを、運命と言わずしてなんと言われる！」

「たまたまの、偶然……」

「運命と言わずしてなんと言われる!?」

　主張が強い。顔がうるさい。オットーはコリンの勢いに閉口した。

　しかし、強引なコリンへの反感は別として、ならず者にさらわれた女性の安否は素直に心配だ。か弱い女性を襲った苦難、そこまで自助努力と切り捨てるほどオットーも薄情者のつもりはない。救助隊を編成しようとしたコリンの判断も、諦めて見捨てようとするよりよほど人情味があるではないか。

「……うぅ」

　これで、婚約者の奪還に意気を燃やすのが父親ではなく、怯えて小さくなっている当事者の青年であれば完璧な美談と言えたのだが。

「さあ、いかがですかな、行商人殿！」

　人としての良識と、商人としての意識の間で揺れるオットーに問いがぶつけられる。しかし、オットーとしてはこの屋敷へ招かれた時点で選択肢はなかった。

　コリンの提案を拒めば、オットーは町の代表の息子の婚約者を見捨てたことになり、二度とギネブでまともな商売をすることはできなくなる。

　だが、コリンの提案に頷うなずいて全てを明かせば、オットーは自分だけが持つ強みを捨てることとなり、結局は大損をすることになるのだ。

　よって、ここでオットーの取れる選択肢は一つだけだった。

「ここへこれた方法、それはお教えできません」

「ほう！　行商人殿、ならばあなたは罪もない娘を見捨てると……」

「ですから！」

　険しい顔つきになるコリンに、オットーは意趣返しのように掌てのひらを突き出し、そのうるさい声量を遮ってやった。

　そして驚くコリンに、せめてその思惑だけは外してやろうとほくそ笑み、

「救援の要請は、僕が直接外へ届けます。町の皆さんはできるだけ早く橋の修繕を」

　そう、大損ではなく、小損で済むように提案の内容を修正したのだった。
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『坊ちゃん……それは、いいように使われたのと変わらないような』

「失礼な。被害を最小限に止とどめる好判断だったと言ってくださいよ。僕だって、余計な荷物を抱え込んだことは自覚してるんですから」

　手綱を握り、御者台に腰掛けるオットーは唇を尖とがらせて相方に抗議した。しかし、その抗議に相方は『はいはい』と慣れた様子で呆あきれた返答だ。

「むぅ……」

　などと不満げにしてみるが、オットーの内心は素直に相方の言を認めている。

　正直、いいように利用されたのが事実だ。行商人としても、オットーの人間性の方面でも、コリンに一杯食わされた形で違いない。

「やっぱり、何も聞こえないふりをしてすぐ出発するべきでした。判断を誤ったせいで面倒に巻き込まれて……でも、それだとさらわれた女性がなぁ」

『知った以上は見て見ぬふりはできない。坊ちゃんが悪人になるのは無理ですよ』

「そんなことは。僕だって、大事なものに順番ぐらいつけられますよ。それをどうこうされるぐらいなら反撃します。フルフーだって、その一つですからね」

『はいはい、ありがとうございます』

　おざなりな返答にまたしても「むぅ」と唸うなったが、相方は含み笑いするばかりだった。

　──現在、オットーはコリンの要請に従い、ギネブ最寄りの町へ向かっている。

　女性を救う協力はするが、自分の持つ情報は明かせない。人と行商人の狭間はざまで思い悩んだオットーの、苦肉の策というべき判断だった。

　無論、ただの善意の協力などではない。今後、オットーがギネブで商売する上で、あらゆる面での優遇措置をラブリル家に書面で約束させた形だ。

　なので事実だけなら、人助けした上に商業上でも有利な契約を結ばせた交渉だった。なのに敗北感が大きいのは、自分の器が小さいせいなのだろうか。

『いやー、そうでなくて、単に首輪付きだからじゃないですかい？』

　オットーの胸中を読み取った相方、その言葉にオットーはため息をつく。

　背後、走る竜車の荷台には積み荷ではない人影がある。それは膝を抱えて蹲うずくまる男、婚約者を奪われた哀れなアーヒムだ。

　オットーとの契約に際して、コリンが絶対に譲らなかったのが彼の同行である。

「婚約者を奪われ、ラブリルの跡継ぎとしてすでに笑い者だ！　この上、娘を取り戻すのを座して見ていたとなれば、失墜した名誉は取り返しがつかん!!」

　というのが、息子の背中を張り飛ばしたコリンの言い分だった。

　その意見はわからなくもないが、名誉挽回に臨むアーヒムの世話をするのはオットーである。かなり渋り倒したのだが、結局、押し切られる形でアーヒムの同行を認めざるを得なかった。おかげで竜車は過去最高に陰鬱な雰囲気だ。

　同乗して以来、アーヒムはほとんど口を開かない。竜車には『風かぜ除よけの加護』が展開されるので、乗り心地の問題ではなく、単純に心持ちの問題だろう。

「家のことと女性問題が重なると、どこでも面倒事にしかなりませんよねえ」

『坊ちゃんが言うと含蓄がありますなぁ。今も、故郷に戻ったらあの娘、坊ちゃんのこと火ひ炙あぶりにしようって息巻いてんですかね？』

「考えただけで気が滅入るんで、考えたくないんですよ」

　故郷に置き去りにしてきた問題の話に、オットーは顔をしかめて首を横に振った。

　行商人をしているのもあるが、それとは別の理由でオットーは数年、実家のある故郷に帰れていない。帰れば家族に迷惑をかける。あと、自分の命も危うい。

「なんとも理不尽な境遇ですよ。慣れてますけど。……慣れてるのが嫌だな」

「──だ、誰と、話してるんだ？」

　ふいに届いた声に、オットーは肩を弾ませて後ろを向く。すると、荷台から御者台へ身を乗り出すのは、膝を抱えていたはずのアーヒムだった。

「誰もいないのに、話し声だけ聞こえて……その、なんだ、不気味だった」

　アーヒムはきょろきょろと周りを見渡し、誰もいないのを確認して怪け訝げんな顔をする。

「あー、いえ、実はわりと大きい独り言を呟つぶやく癖がありまして」

「そ、そうなのか……」

「行商人なんてしてると、生活の大半は話し相手もいない一人旅ですからね。自然と、僕みたいに空と会話する癖がつく人が多いみたいですよ」

「……不ふ憫びんだな。ぼくは、商人なんかじゃなくて、よかった」

　同情気味に言われ、オットーはアーヒムとコリンに強い血の繋つながりを感じた。態度と振る舞いが両極端なだけで、根っこの性質は似通った親子だ。

「でも、どうしたんですか？　まだまだ町までかかりますが……」

「しょ、小便がしたい。……一度、どこかで止めてくれないか」

「ああ、なるほど。それは確かに問題ですね」

　生理現象であれば、アーヒムがなけなしの勇気を振り絞ったことにも頷うなずける。父親の唾で汚され、息子に漏らされては竜車もオットーも哀れすぎる。

　すぐに手綱を引いて、オットーは山道の端っこに竜車を止めた。礼を言ったアーヒムが竜車を降り、道の脇にある茂みに向かうのを見送る。

『出立の前に済ませてもらいたいもんですが』

「旅慣れしてないんですよ。大目に見てあげてください」

　呆あきれる相方に苦笑して、オットーはアーヒムが小用から戻るのを静かに待った。まだまだ先は長く、この先も無言の旅路が続くと思うと気が重いが──、

「──お、おおい！　ちょっときてくれ！」

「うん？」

　考え込んでいたオットーを、茂みの向こうからアーヒムが呼んだ。何事か、とオットーは御者台から森に目を凝らすが、アーヒムの姿は見当たらない。

「アーヒムさん？　どうしました？」

「こ、こっちにきてくれ！　見たことない虫が……へ、変なところを刺された！」

「変なところってどこだ……勘弁してくださいよ……」

　嫌な一文を耳にして、オットーは頭を掻かきながら御者台を飛び降りる。茂みを分け入って奥へ進めば、竜車からたっぷり離れた位置にアーヒムの背中が見えた。

　何もこんなところで立ち小便しなくとも、とオットーは肩を落とす。虫に刺されるのは旅の常だが、変なところを刺されるのはそれなりに大ごとだ。

「アーヒムさん、刺された場所は……いえ、見せてくれなくていいんで。ただ、腫れてたりすると結構ヤバめなので、早めに申し出てくれると──」

　一応は竜車に積んである常備薬で対処可能なはず。そのつもりで声をかけた。

　次の瞬間だ。

「──ぐっ!?」

　衝撃に打たれ、オットーの視界が大きくぶれる。

　草を踏む気配がしたと思った直後、何か硬く重いものに後頭部を一撃された。

　苦鳴を漏らし、とっさに踏ん張ろうとするが、それは叶かなわない。ぐらりと、頭の重みに耐えかねて体が傾く。受け身も取れず、土の上に崩れ落ちた。

　顔面を打った。痛み。土の味が口の中に。

「────」

　意識が遠のく。遠のきながら、オットーはぼんやりと考えた。




　──倒れた場所が、アーヒムの小便したすぐ近くだったら嫌だなぁと。
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「──目は覚めた？」

「……うぇ？」

　冷たい布に顔をこすられ、オットーは間抜けな声を上げて目を開けた。

　視界がぼやけている。何度か瞬まばたきしていると、徐々に目の焦点が世界に合い、ゆっくりと目の前の──オットーの顔を覗のぞき込む、赤毛の女性を確認できるようになった。

　たっぷりとした、鮮やかな赤毛を頭の後ろでまとめた女性だ。目力が強く、気が強そうな印象の美人だが、微かすかな疲労と服の汚れがその美貌を曇らせている。

「こ、こは……」

「し。静かにしていて。上の連中に気付かれたくないから」

　口の中が渇いていて、第一声は掠かすれたものだった。

　その声に美人は唇に指を立て、すぐ傍そばにある水みず桶おけを引っ張ってきてくれる。そして手で水を掬すくい、喘あえぐオットーの唇をそれで湿らせてくれた。何度か、文字通り美人の恩情を啜すするように味わって、かろうじてオットーは人心地ついた。

「ありがとう、ございます。ええと、あなたは……」

「奴隷一号。もしくは囚とらわれのお姫様一号ね。あなたは二号よ。好きな方を選んで」

「究極の選択ですが、お姫様二号は無理があるので、消去法で」

　軽口を交えながらも、なかなか絶望的な状況が伝わってくる。その状況下でのオットーの受け答えに、美人は薄く唇を綻ばせた。

「顔に似合わず、意外とタフなのね。マローネよ。歓迎するわ、後輩奴隷くん」

「最上級に嬉うれしくない歓迎ですね、先輩……今、マローネさん、って言いました？」

「ええ、言いましたけど」

　首を傾かしげる美人、マローネを前にオットーは頭を抱えようとした。が、それは壁に繋つながれた右腕の不自由によってあえなく失敗する。

　見れば、オットーの右腕は鎖で壁に繋がれていて、自由を奪われた状態にあった。

「……これはひどい」

「そうかしら？　首輪よりマシじゃない？　色々訴えて、待遇を改善してもらったの」

「待遇改善してこれとか、お上を誤ご魔ま化かすためのその場しのぎとしか……っていうか、あなたがマローネさんで、僕がこの状況ってことは……」

　こんなときばかりは頭の回転が人並みであることが恨めしくなる。

　オットーの脳裏ではすぐに、ギネブでコリンに聞かされた内容と現状が繋がっていた。

　囚われのマローネと、殴られて囚われたオットー。壁に繋がれて奴隷二号か後輩奴隷と呼ばれる状況だ。──間違いなく、ここがならず者の隠れ家である。

「それがわかって見てみると……あるわあるわ、嫌な光景」

　目を凝らし、周囲を観察したオットーの気分が急降下していく。それもそのはず、オットーたちが繋つながれるのは、石造りの壁に鉄柵を備えた牢ろう屋やだった。

　冷たい石の地面には汚れた布や、細かな陶器の破片などが散らばっている。鉄柵の向こうには通路が続くが、照明が落とされていてその先は見えない。ただ、空気の冷たさからして、それなりに奥まった洞窟か何かに閉じ込められているのだと感じた。

「もしかして、使われなくなった鉱山の採掘用の通路とかですか？」

「へえ、よくわかったわね。もしかして、運悪く巻き込まれた通りすがりじゃないの？」

「いやー、どうでしょう。運悪く、って部分に関しては全く否定できませんね」

　マローネの言い分に頬ほおを引きつらせ、オットーは牢内に自分たち以外の人影がないことを確信する。空間的に、別の牢がすぐ近くにあるとも考えにくいが、

「あの、連れてこられたのって僕だけでした？　僕以外の誰かが一緒とか」

「あなただけだったけど……連れがいたの？」

「まぁ、連れってほど交友を深めた仲じゃありませんが、見捨てて気持ちいい相手でもないので。……ひょろっとして、僕より背の高い、年上の男なんですが」

「ひょろっと、年上……それ、他の特徴は？」

　考え込むマローネに、オットーは「そうですね」と自由な左手を顎に当てた。

「そう言えば、鼻の横に大きなホクロがありました。あとは不健康そうだとしか……」

「……ええ、もう十分。十分だけど」

「──？」

「あの腰抜け、今度は全然知らない人まで置き去りにしたわけ──!!」

「ちょぉ──ッ!?」

　怒りに顔を赤くしたマローネの怒号に、オットーは仰天して目を白黒させた。

　先ほど、静かにしろとオットーに言った当人の乱心だ。続くオットーの驚きよう愕がくも結構な声の大きさだったので、二人の声が通路にものすごい反響してしまった。

「あのこれ、色々とマズい勢いだったのでは!?」

「はぁ、はぁ……ごめんなさい。怒りのあまりつい。私も、先輩奴隷として未熟ね」

「奴隷適性の問題でしたかね!?　あの、いったい何が……」

　失態を謝罪し、俯うつむくマローネの真意をオットーが問い質ただす。しかし、それは近付いてくる複数の足音──牢の向こうへ現れた、野卑な格好の男たちに阻まれる。

　彼らは下卑た笑みを浮かべ、牢内で目覚めたオットーの姿に手を叩たたいた。

「よお、お目覚めかよ、奴隷二号ちゃん」

「……その呼び方、マローネさんの悪ふざけじゃなかったんですか」

「伝統にしたいんですって。早く、このクズ共と一緒に朽ちて廃れたらいいのに」

「相変わらず、一号ちゃんは威勢がいいねえ」

　口笛を吹いて、マローネの暴言を男たちが笑い飛ばした。揃そろいも揃って、汚れた格好に品のない態度と、絵物語に出てきそうなほどわかりやすい野盗の集団だ。

　彼らこそが、ギネブで話題のならず者で間違いあるまい。まさか涸かれた坑道を隠れ家にされるとは、ギネブの町づくりの経緯からすると皮肉としか言えなかった。

「日当たりの悪さに目をつむれば住みやすかったりするんですかね？」

「言いやがる！　口が減らない二号ちゃんで助かるぜ。なにせ、口が堅いとあれこれ聞き出すのに苦労する。野郎をイジメても楽しくねえしな」

「僕の地竜と竜車はどうなりましたか？　近くに止とめてあったと思うんですが」

　野盗の嘲ちよう弄ろうに取り合わず、オットーは目下最大の関心を口にする。

　山道に止めたオットーの竜車に彼らが気付かないのは無理がある。当然、竜車も積み荷も押収されたはずだ。人に従順な地竜を殺す理由は彼らにはないと思うが。

「安心しな。商売道具も財産も、一切合切、俺らでちゃんと管理してやるよ。地竜も、奴隷になったご主人様に愛想が尽きたんだろうな。あっさりお前にそっぽ向いて、俺らのために働いてくれてる。一匹、働き者の地竜が欲しかったんでちょうどいい」

「そう、ですか。それは何より……」

　悔しげに唇を噛かんで俯うつむくと、負け惜しむ態度を男たちが小馬鹿にして笑った。

　それを受け、オットーは胸中に疼うずく感情に蓋をする。ここまで十分に悪い状況だが、確認したいことはまだあった。それは──、

「──僕と一緒にいた男性はどうなりました？」

「お？」

「僕と竜車に夢中で気付かなかった、なんてことはないと思いますが」

　この場にいないアーヒム、彼の安否を確かめる。が、オットーはこの件についてはかなり悲観的に考えていた。牢ろう屋やの中に姿がないのだ。生きて捕らえられていれば、奴隷扱いはともかく、ここにいたはず。それがないということは、だ。

　しかし、オットーの最悪の想像を、顔を見合わせた男たちは易々と裏切った。

「ああ、あいつな。一緒にいた男！　あいつなら、無事に解放したぜ。今頃、何事もなく町に戻って、うるさい親父おやじに慰めてもらってるんじゃねえかな」

「……解放した？」

「おう、手土産も持たせてやってな。怖い思いしたんだ。俺たちにも慈悲ってもんがあらぁな。なあ、お前ら！」

　男の芝居がかった言い回しに、周りの連中が囃はやし立てるように賛同する。

　だが、オットーの方はそれどころではない。男たちはアーヒムを解放したと、そう言ったのだ。顔を見られ、悪事を知られた相手を無事に解放したと。

　それが何を意味するのか。──その結論に至り、オットーは唖あ然ぜんとした。

「……アーヒムさんは、あなた方とグルだった？」

「グルなんてやめてくれ！　もっとお上品に協力関係って言えよ、奴隷二号ちゃん！」

　オットーの推測を裏付ける発言、それに男たちの最大級の爆笑が重なった。

　その爆笑を鼓膜に響かせながら、オットーの内心で疑問の多くが腑ふに落ちる。

　竜車の道行きに同行したのも、途中で竜車を止めて立ち小便などと偽ったのも、茂みに招き寄せたのも全て、邪魔な相手の口封じと奴隷確保の一挙両得狙いだったのだ。

　あの青年にまんまとしてやられた。最大の誤算は、アーヒムをただの気弱な臆病者と見くびっていたこと。これでは、コリンのことを全く笑えない。

「まぁ、しばらくその調子でいろよ。俺らもそろそろ、ここいらで潮時だと思ってたとこだ。あとは束つかの間まの、仮奴隷生活を心ゆくまでお楽しみに」

　押し黙るオットーが茫ぼう然ぜん自失として見えたのか、鉄柵を鳴らして男が嘲笑する。

「何がお楽しみに、よ。次に近付いたら、指でもどこでも噛かみ千切ってやる！」

「おーおー、一号ちゃんは怖い怖い。そりゃ、男にぽいっと捨てられるわけだわ」

　へらへらと言い残し、男たちは奴隷二人を残して牢ろう屋やから遠ざかっていく。

　靴音が聞こえなくなるまで、オットーもマローネも何も言わなかった。

　そのうちに通路の照明が落とされて、冷たい牢獄に再び薄闇が広がっていった。
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「そもそも、私とあの男は婚約者でもなんでもなかったわよ」

「えええ、そこから……？」

　あんまりすぎる事実の暴露に、オットーは情けない顔と声で弱々しく漏らした。

　野盗たちに嘲あざ笑わらわれたしばらくあと、薄闇の中でオットーはマローネに話しかけ、お互いの事情を知るために情報交換を始めていた。

　その流れで、オットーがギネブで受けた依頼の話になり、アーヒムとマローネの関係にも触れたのだが、飛び出した彼女の証言に唖あ然ぜんとなるしかない。

　いったい、何が事実で何が嘘うそなのか、ギネブはどれだけ暗黒街だったのか。

「じゃあ、コリンさんもアーヒムと結託を？　親子揃そろって、町の近くにいるならず者と協力して、住民を食い物にしてるってんですか？」

「さすがに、そこまで救えない状況じゃないと思うわよ。コリンさんは人の話聞かなくて無自覚に嫌味だけど、曲がったことは嫌いな人だし」

「まぁ、演技もうまくなさそうでしたしね……」

　よく言えば裏表がない、悪く言えば悪い正直者の見本市みたいな人だった。

　マローネの口からコリンの関与が否定されて、オットーはアーヒムの単独犯──ならず者に協力しているのだから単独も何もないが、そんなものなのかと考える。

「けどその場合、コリンさんの発言と事実の矛盾はなんで？」

「うーん。こんなこと言ったらなんだけど、ほら、私って美人じゃない？」

「すごい素直に認めるの癪しやくな類の自賛ですけど、そうですね。美人です」

「だから、美人を婚約者にしたってことにしておけば、アーヒムも父親に馬鹿にされずに済むって思ったんじゃない？　あそこ、そういう親子関係だし」

「いやいや、まさか……」

　そう言いかけたオットーは、あの親子の関係を回想して口を噤つぐんだ。

　何かにつけて、息子の意思決定権を奪おうとしていたコリンだ。言いなりのアーヒムも腹に据えかねていたのかもしれない。ただし、その見栄の犠牲に、オットーとマローネを陥れるのは勘弁してもらいたかった。

「何日か前にね、話があるってアーヒムに森に連れ出されたのよ。山には野盗がいるし、連れ去られた子も一人や二人じゃないから、私は嫌だったんだけど……」

「ちょ、ちょ、ちょ、待って。待ってください」

　聞き逃せない情報がさらっと飛び出し、遮ったオットーに「なに？」とマローネは不機嫌な顔だ。だが、さすがに今のは衝撃的すぎるだろう。

「あの、野盗にさらわれたのって、マローネさんが初めてじゃないんですか？」

「そんなわけないじゃない。もっと大勢いるわよ。私がここにきたとき、私は奴隷二号だったの。……意味、わかる？」

「ば、番号を繰り上げられてる……？」

　この場合、以前の一号たちがどうなったかは想像に難かたくない。若い女性がならず者に捕まれば、その末路は慰み者か、奴隷として売り払われるかのどちらかだ。

「安心して。私は指一本触れられてない。……質がいいから、高く売れるんですって」

「────」

「あいつら、あなたに聞きたいことがあるみたい。連れてきたときにそんなこと言ってたわ。安全に山越えするのに、あなたの協力がいるんだって」

「……その話、コリンさんとアーヒムしか知らないはずなんですが」

「ご愁傷様」

　繋つながれた鎖を鳴らし、マローネがオットーの不運をそんな言葉で締め括くくる。しかし、おかげで状況の全部に合点がいった。

　一度は不審に思ったこと。悪漢に狙われる条件の全て揃そろったギネブが、これまで奇跡的に災難に襲われなかった理由──それは奇跡でも何でもなかった。ただ、これまでは起きた被害に目をつむり、町の人間全員でなかったことにしていただけだったのだ。

「でも、今回はコリンさんが行動を起こした。──息子の婚約者が野盗にさらわれて、さすがに我慢の限界がきたってわけですか」

「そもそも、その婚約者を野盗に突き出したのは息子なんだけどね。張った見栄が親にばれるのがそんなに怖かったのかしら。……二号は完全に巻き添えだけど」

「マローネさんも、巻き添えには違いありませんよ」

　事の発端は親子の確執、未成熟な鬱憤を溜ため込んだ息子の身勝手な見栄に、町一番の美人が都合のいい嘘うそとして利用された。そして、哀れな被害者枠のオットー。

「僕の不運も、本気の本気でここまで極まりましたか……」

　巻き添えにされたマローネも不ふ憫びんだが、さすがに不憫度で自分には勝るまい。

　他者にできない儲もうけ話へ食いついたつもりが、儲けは竜車ごと取り上げられ、自分自身は命の危機か奴隷身分への転落必至──、

「ま、まあまあ、そんなに悲観的にならないでって。生きてればきっと、何かいいことがあるわよ。ひょっとしたら、運良く誰かが助けにきてくれるかもしれないし」

「他人の見栄に巻き込まれた運悪い僕らを？　誰がですか？」

「へ、遍歴の騎士とかが、通りがかりに？」

　なるほど、なかなか素敵な考えだとオットーはマローネの心の強さを称賛した。

　オットーよりよっぽど長く、この牢ろう屋やで過酷な時間を過ごしてきたはずのマローネは、しかし鎖に繋つながれていない頃の精神性を欠片かけらも損なっていない。

　それは美徳だった。あのギネブの町で、奇跡的なほど綺き麗れいに磨かれた美徳だ。

「ですが、僕は商人ですから」

　──悲観的、大いに結構。商売に『絶対』も『安心』もない。

　故にオットーは悲観的に、悲観的に、最悪に最悪を重ねて考える。

　誰かが助けにくるなんて、そんな都合のいいことは起こり得ない。行商人にとって信頼すべきは運命ではなく、確固として手元にある財産のみなのだから。
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「それにしても、最後に捕まえたのが『加護持ち』とは俺たちも運がいい！」

　竜車の荷台に繋がれたオットーに、野盗の一人が高笑いしてそう言った。

　牢獄でのやり取りの明朝、オットーは自分の竜車に荷物として積まれ、男たちに脅される形で山道を無事に抜けるための案内係をさせられていた。

　囚とらわれの身になっていたのはたったの一日だが、日光と外の空気がやけに恋しく感じられる。──などと、そんな感傷に浸っている余裕もない。

　ギネブでの悪行乱行に見切りをつけた野盗たちは、コリンが本格的な討伐隊を送り込んでくる前に山を越え、次なる狩場へ移動する腹積もりだ。そのためにオットーの地竜と竜車が利用され、自分とマローネの身柄は戦利品扱い。不運ここに極まれりだ。

「ねえ、二号。あなたの加護で、この状況を何とかできたりしないの？」

　荷台の中、声を潜めたマローネがそう聞いてくる。野盗にとって、一番の戦利品である彼女の扱いは悪くない。少なくとも、適当に縛られて荷台に投げ込まれたオットーと比べれば雲泥の差だ。とはいえ、それも不幸比べの範はん疇ちゆうでしかない。

「何とか、の定義によりますかね。どのぐらいのことをご期待なんです？」

　マローネに手を借り、オットーはどうにか座りながら壁に背を立てる。そんなオットーの言葉に、マローネは「そうね」と考え込み、

「次の瞬間、悪漢全員が粉々に砕け散ったのであった……みたいな」

「加護にどんだけ期待されてんですかねえ!?」

「誤解しないで。私は加護に期待してるんじゃなくて、あなたに期待してるのよ、二号」

「名前も知らないような相手の何に!?　どれだけ!?」

　マローネの言葉にオットーは声を高くして反応する。その様子にマローネは薄く微笑ほほえむが、その微笑みも儚はかなげで、空々しいやり取りだった。

　希望を口にしたマローネも、何も本気でオットーの加護に期待したわけではない。ただ彼女は、目前にある絶望に心を蝕むしばまれないために抗っているだけだ。

「……二号の加護、『導きの加護』だっけ？　そんな風に言ってたよね」

「──ええ、そうですね。生あい憎にく、敵を粉々にするほど強力な加護ではなくて」

『導きの加護』──それが、オットーが野盗たちに明かした奥の手だった。

　落ちた橋でも険しい山道でもない、山越えのための手段──オットーにその心当たりがあると、アーヒムから聞いていた野盗たちに誤ご魔ま化かしは通用しない。なので、拷問なんて真ま似ねをされる前に、オットーは自分から『加護』の話を打ち明けたのだ。

　加護とは、人が生まれながらに授かる祝福──概おおむね、祝福と呼ばれる類の異能だ。

　何千人に一人が稀まれに授かる力は、他者にない希少な才能を持つも同然。その効力は魔法とも異なる体系にあり、常識の枠に囚とらわれない効果も少なくない。

　オットーの説明した加護も、その常識の外にある異能と言って差し支えなかった。

「使い所の悩ましい加護ですよ。名前の印象ほど万能性はない加護ですから」

「でも、牢ろう屋やから出口まで目隠しでいけたのは加護のおかげでしょ？　すごいじゃない」

　謙遜か卑下に聞こえたのか、マローネがオットーを慌てて擁護した。

　マローネの話は、オットーが自分の加護を野盗たちに証明したときの話だ。

　山越えにあたり、オットーは自分が野盗たちの逃亡に必要な人間であると実証しなくてはならなかった。そこで、オットーは自分の加護のことを明かし、彼らに『導きの加護』の効果を証明するべく、隠れ家の牢屋から出口まで、入り組んだ坑道を目隠しした状態で見事に突破してみせたのだ。

「その加護の力で、僕には安全に麓へ抜ける道がわかる。山道とも言えない、獣道を通ることになりますが、効果は御ご覧ろうじろというわけで」

「それに、『加護持ち』ってわかったから、あいつらもあなたを殺したりしないわ。『加護持ち』は高く売れるって大喜びしてたじゃない」

「わーい、『加護持ち』に生まれてよかったーってなりませんけどね！　そもそも、加護がなければこうして捕まることもありませんでしたし」

　ただ便利なだけと思われがちな加護だが、『加護持ち』にしかわからない苦労も多い。そしてその苦労の質は、『加護持ち』同士ですらわかり合えない。

　──聞こえすぎる加護の持ち主と、見えすぎる加護の持ち主とでは悩みは違うのだ。

　故にオットーは、マローネの言葉に対して曖昧に笑うことで誤魔化すことにした。彼女に悪気はないし、加護のおかげで命が繋つながったのは事実だ。

「加護がなければ……か」

「うん？　今、何か言った、二号？」

「いいえ、益体のないことを。それより、一つだけお願いしてもいいですか？」

　歴史上、泣き言が事態を打開した事例はない。だから、オットーは呟つぶやいた内容を苦笑の裏に隠し、マローネに一つだけ頼み事をした。

「────」

　その内容にマローネは目を丸くし、オットーの真意を確かめようとしたが、

「そら、出発の時間だ！　詰めろ、奴隷共！　狭苦しくて全員乗り込めねえだろ！」

　唾を飛ばしながら、荷台に野盗たちが乗り込んでくる。途端、オットーとマローネは引き離されてしまい、荷台は物騒な男たちの気配と臭気に支配された。

　御者台に野盗の一人が乗り、手綱を握って地竜に走るように命じる。一瞬、地竜は躊躇ためらう素振りを見せたが、すぐにゆっくりと竜車が動き始めた。

「さあ、案内を頼むぜ、二号。お前だけが俺たちの頼りなんだからな。でなきゃ、一号が可哀かわい想そうな目に遭っちまう」

　マローネにナイフを突き付け、下卑た笑みと野蛮な態度に脅迫される。それを受け、オットーは従順に、加護の力を用いて竜車の進路を近道へと向けた。

「協力的で助かるぜ。おかげで面倒な手順はなしで済んだ」

「面倒な手順というのは……」

「そりゃ、軽く痛めつけるって話だ。平和主義の集まりでな、心が痛むんだぜ？」

　すぐ横の男が、薄汚れた棍こん棒ぼうを掌てのひらに合わせながらのたまった。見れば、棍棒の先端は赤黒く汚れており、彼らの平和主義の発露が窺うかがえる。ともあれ──、

「その先、右にお願いします。少し進むと、かなり狭く見える獣道に入りますが、竜車はギリギリ通れる道幅なので止まらずにどうぞ」

　御者台から声をかけられる前に、オットーは率先して道案内に貢献する。最初は少し警戒していた野盗たちも、実際にいくつも自然に隠れた道をオットーが指摘すると、『導きの加護』の力を理解し、さすがは『加護持ち』と認める空気になる。

「しかし、最後の最後で拾い物だ。あの腰抜け、役立ってくれたなぁ」

　心の余裕が生まれたためか、男の一人が満足げにそうこぼした。その言葉に含まれた『腰抜け』が誰を示すのか、オットーには何となく察しがつく。

「アーヒムさんと皆さんとは、いったい、どういう協力関係だったんです？」

「なんだ？　自分を売った野郎のことが気になるってか？　まあ、そりゃそうだな」

　オットーの視線に負感情を見て、男はほくそ笑みながら続ける。

「最初に町にちょっかいをかけてからしばらくして、あいつが女連れで隠れ家にきたんだ。で、定期的に女を渡す代わりに町に手出しするな、なんて持ちかけてきやがった」

「……その取引きに乗った、わけですか？」

「馬鹿言え。女だけで足りるかよ。酒と食料も寄越せって言ってやったさ。俺たちと野郎とはそれからの仲だよ。まあ、今回で野郎の親父おやじを怒らせたみたいだが」

　つまり、野盗とアーヒムとの取引きは彼の独断であり、今回のマローネのことが起こるまで、それなりにうまくやれていたわけだ。

　──町の人間の良識と引き換えの平和、そんなところだろうか。

「それだけわかれば、十分です」

　納得したと頷うなずくと、「そうか？」と男は自慢話を引き上げる。それに礼を言い、オットーは横目でマローネの様子を窺うかがった。

「────」

　聞き耳を立てていたマローネは、自分が暮らしていた町の実態に顔を青くしている。

　真相はわかったが、それが慰めになるとは限らない。そして、慰めとはその後のある人間にだけ意味のある感傷だ。オットーとマローネに先はない。

　ただし、それはこのままではと但し書きがつく袋小路だ。

『────』

　オットーの唇から発される奇妙な音、それに周りの野盗たちは特に反応しない。

　これはオットーが『導きの加護』を使用する際、どうしても必要な手順と伝えてある。加護にお伺いを立てる必要な儀式なのだと。──そう、嘘うそをついた。

「──一号」

　奇声が途絶えてすぐ、オットーは人間の言葉でそう言った。その呼びかけにマローネが肩を跳ねさせる。頼んでおいた約束があった。

　この山道で、オットーがマローネに『一号』と呼びかけたなら──、

「──っ」

　奥歯を噛かみしめ、マローネは腕に繋つながれた鎖を掴つかみ、壁に取りついた。その彼女の行動に野盗たちが驚くが、オットーも自分と壁とを繋ぐ鎖を強く手首に巻く。

　そして、その行動に野盗たちが疑念を抱くより早く──、

『──坊ちゃん、死なんでくださいよ！』

　信頼と投げやりが半々になった相方の声、その直後、竜車が激しい衝撃に揉もまれて横転し、荷台に繋がれていない全てが男たちの悲鳴と共に外へ投げ出される。

　──森の切れ間にある谷底へ向かって、全て真っ逆さまに。
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「結局、何がどうなって助かったの……？」

　と、頭に包帯を巻いたマローネが治療院の待合室で首を傾かしげていた。

　彼女の疑問はもっともなものだ。しかし、オットーは──頭と首に包帯を巻き、片腕を三角巾で吊つった重傷状態のオットーは無事な方の肩をすくめる。

「まぁ、細かいことは気にしなくていいじゃないですか。遍歴の騎士が颯さつ爽そうと登場とはいきませんでしたが、生きてれば悪いことばかりじゃない」

「なんだか、二号に丸め込まれてる気がするけど……」

「たまたま、鎖に繋つながれていた僕らは荷台に残れて、そうでなかった人たちは運悪く放り出された。それも崖のすぐ傍そばで。まさしく、運がない」

「巡り巡って、ではあるわよね。でも、うーん……」

　納得のいかない顔のマローネ、彼女の様子にオットーは苦笑する。

　二人がいるのは目的地、山の麓にある町の治療院だ。オットーは宣言通り、ちゃんと山越えの道案内を完遂した。ただ、山越えに同行するはずだった面々が誰一人残らず、途中で一緒になった先輩奴隷──もう奴隷ではないマローネしかいないだけで。

「マローネさんの治療の間、僕の方であれこれ細かい報告とかはしておきました。野盗が坑道を利用してたことや、こっそりアーヒムが協力していたことなんかも」

「……じゃあ、ギネブに王国の兵団が派遣されたりする？」

「大規模なものにはならないかもですが、正式な調査が入りますよ。アーヒムに言い逃れはできませんし、間違いなく捕まるはずです」

　壊れた橋が直り次第、すぐにギネブに調査が入るはずだ。その前にアーヒムが険しい山道を抜けられれば逃げられるかもしれないが、彼にはその度胸も根性もあるまい。

　奴隷売買の直接の関係者はアーヒムだが、彼の暴走の根本にはコリンとの確執がある。今後、ラブリル家のギネブでの立場は絶望的だ。そうでなくても、娘たちが犠牲になる状況に目をつむってきた町だ。今後ともよい付き合いを、とは絶対にならない。

「ちなみに、マローネさんは調査に同行してギネブに戻る選択肢もありますが……」

「うふふふ、絶対に嫌」

「ですよねー」

　たとえアーヒムが捕まろうと、町で腫れ物に触るような扱いを受けることは確実だ。そんな状況は御免だと、マローネはぐっとその場に背伸びする。

「いいのよ。身寄りもないし、私がいなくなったのを悲しむ家族もいない。きっといい機会だった……切っ掛けになったもの」

「何とも思ってない男に勝手に売られかけたのに、すごい前向きだ」

「でしょう？　二号にして後輩奴隷、先輩のことを尊敬してくれてもいいわよ」

「はいはい。では、その一号にして先輩に、僕からお渡ししたいものがあります」

「え？」と驚くマローネに、オットーは後ろ手に隠していた革袋を差し出す。とっさに受け取ったマローネは、そのずっしり重たい袋の中を覗のぞき込み、絶句した。

「これ、って……」

「実は、僕たちの関わった野盗にはだいぶ賞金がかかっていたそうで。荷台に残ってたいくつかの道具から、彼らの身元が割れたんですよ。で、一応、偶然とはいえ僕たちは彼らの壊滅に一役買ったわけで……報奨金が出ました」

「────」

「あ、でも、功績を鑑みて、半々とはいきませんよ！　少しだけ多めに、僕の方がもらうことにしてます。竜車の修理もありますし、それぐらいはいただかなくては」

　早口に、不平等故の平等性をオットーは訴えかける。その言葉通りでも、マローネに渡された金額は十分、一人の女が新たな生き方を見つけるのに足りるものだ。

「本当にひどい最悪の経験でしたが……お互いに得るものはあった。そういうことです、マローネさん。僕は何とか赤字を免れ、マローネさんも再出発の用意が整った。それに、なんと言っても命がある！」

「……そうね、命がある。助かった。それだけでも、十分なのに」

「そう、むしろこれは収支的には黒字なのでは……って」

　おどけて片目をつむったところで、オットーは驚きに喉のどを詰まらせた。

　原因は首に、腰に回された腕だ。正面、マローネは感極まった赤い顔でオットーに腕を回して、その豊満な体にぎゅっとオットーを抱きしめる。

　少し、慌てた。だけどすぐ、オットーは彼女が震えているのに気付いて。

「どうぞ、お元気で。今後の幸運を祈っていますよ、先輩」

「ありがとう、二号……ううん」

　顔を離し、涙目のマローネが首を横に振った。そして、彼女は問いかける。

「あなたの、ちゃんとした名前は？」

　その質問にオットーは笑い、答えた。

「──二号でいいですよ、先輩」
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　きぃきぃと音を立てて、急場しのぎの修繕だけされた竜車が街道をゆっくり進む。

『それにしても坊ちゃん、格好つけすぎですよ』

「言わないでください。わかってますし、僕も大いに反省してるんですから……」

　御者台で項垂うなだれ、オットーが嘆息する。そのオットーにやはり嘆息したのは、表情の見えない顔つきに明らかな呆あきれを交えた相方、地竜のフルフーだ。

　フルフーは相変わらず、不運と災難に連続して巻き込まれた主人を不ふ憫びんそうに見て、

『なーにが報奨金が出たですか。あの連中、一人残らず谷底に落っこちて、身元がわかるようなものなんて何にもありゃしない。それで一銭でも出るもんですかい』

「うう……」

『挙句、今回の儲もうけや積み荷もパーになったってのに、荷台の底に隠してたヘソクリの半分まで行きずりの子にあげて……坊ちゃん、馬鹿なんですか？』

「馬鹿じゃない、つもりではいますが……馬鹿ですかねえ？」

『大馬鹿ですねえ』

　容赦のないフルフーに、『言こと霊だまの加護』で会話するオットーは空を仰いだ。

　治療院でマローネに伝えた話の大部分は作り話だ。無論、ギネブに野盗とアーヒムの件で調査が入るのは事実だが、報奨金や儲けについては嘘うその塊。

　ギネブで商った儲け分は、荷台の積み荷ごと野盗と一緒に谷底へ落ちて回収不可能だ。唯一、貧乏性のおかげで荷台の床下に隠してあったヘソクリは残ったが、そこから結構な金額をマローネに恵んでしまい、一文無しを免れたのが関の山と。

「だって、何も悪くない人を見捨てたら夢見が悪いじゃないですか……」

『坊ちゃん、今回の件に巻き込まれたときもそんなこと言っていましたよ』

　言っていた。夢見が悪いと巻き込まれ、夢見が悪いと最後の最後で大損をする。最初から最後まで一貫して、オットーはこの性質のせいで損をし続けた。

　ギネブでの行商の優先権も、ラブリル家の汚点を暴いた時点で不履行は確実。本当に今回のオットーは、時間と商機と儲けを無駄にしただけだ。

「唯一の儲けは、助かったマローネさんにお礼を言われたことぐらい、ですかね」

『ははは、坊ちゃん。それで満足なんて、まるで騎士みたいですね』

「ご冗談を！　僕ぁ頭のてっぺんから爪先まで、どっぷり商人に浸つかってますよ！」

　フルフーの物言いに嫌な顔をして、オットーはその指摘を真っ向から否定する。

　騎士なんて生き物、オットーには全く理解できない。なれるはずもない。

「知り合っても面倒そうだし、関わり合いにもなりたくありませんよ」

『あー、そんなこと言っちゃった。ってことは、遠からず、坊ちゃんは騎士やら何やらと関わってひどい目に遭いますねえ』

「僕の未来に悲観的になるのやめてくれます!?」

　ゾッとしない相方の予想に、オットーは声を裏返らせた。冗談ではない。オットーは純粋に商人として大成したい。そのためにも、できるだけ面倒事は避けたいのだ。

「どこかに、安全で不安要素のない、大おお儲もうけできる儲け話が転がってませんかねえ」

　夢見がちどころか、夢でしかないとわかっていながらオットーはそんなことを言う。それを受け、フルフーはやれやれと言わんばかりに首をすくめて、

『坊ちゃんが坊ちゃんである限り、そんなうまい話はありませんて。──でも、坊ちゃんはそれでいいと、僕は思いますよ』

「なんですか、それ」

『なんせ、坊ちゃんが自分の店を持つと、旅する理由がなくなって、仕事がなくなってしまいますからね。坊ちゃんの夢は、できるだけゆっくり叶かなえてください』

「なんですか、それえ!?」

　高く高く、悲鳴が尾を引いて空へ響いていく。

　それを聞いて、オットーの愛竜は太い喉のどを震わせて盛大に笑った。

　笑って、言った。

『ですから末永く、時間をかけて夢を叶えましょうや、坊ちゃん』


《了》
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